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ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
行
き
詰
り
を
み
せ
る
ソ
連
に
お
い
て
、

一
九
九
〇
～
九

一
年
の
最
大
の
争
点
は
経
済
危
機
と
民
族

・
連
邦
を
め
ぐ

る
問
題
で
あ

っ
た
。
そ
の
う
ち
民
族

・
連
邦
問
題
は
、
新
連
邦
条
約
の
締
結
の
問
題
に
集
約
さ
れ
て
い
っ
た
。
本
稿
は
こ
の
問
題
の
展
開

過
程
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
別
の
か
た
ち
で
発
表
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
た
め
、
記
述
の
ス
タ
イ

ル
に
は
学
術
論
文
的

で
な
い
点
が
残

っ
て
い
る
。
ま
た
最
近
の
ソ
連
で
は
情
報
量
が
膨
大
で
あ
り
、
い
ち
い
ち
出
典
を
示
す
の
は
極
め
て
煩
雑
な
作
業
に
な
る

た
め
、
註
記
は
原
則
と
し
て
省
略
し
て
い
る
。

(
一
)
民
族
紛
争
の
噴
出

帝
政
ロ
シ
ア
は
諸
民
族
の
牢
獄
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し

一
九

一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
に
よ
っ
て
諸
民
族
は
解
放
さ
れ
、
以
後
民
族
問
題

は
基
本
的
に
解
決
さ
れ
た
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
見
解
が
放
棄
さ
れ
た
の
は
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政

権
成
立
後
の
最
初
の
ソ
連
邦
共
産
党
大
会
で
あ
っ
た
第
二
七
回
大
会

(
一
九
八
六
年
)
の
採
択
し
た
網
領
新
版
で
さ
え
、
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
こ
れ
ま
で
に
辿

っ
て
来
た
道
の
り
の
結
果
が
疑
問
の
余
地
な
く
証
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
が
、
過
去
か
ら
残

さ
れ
た
民
族
問
題
は
、
ソ
連
で
は
首
尾
よ
く
解
決
済
み
に
な

っ
て
い
る
」
。
実
際
以
前
の
ソ
連
で
は
、

一
部
に
民
族
問
題
が
燵

っ
て
い
た

と
は
い
え
、公
然
た
る
民
族
差
別
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ず
、
今
日
み
ら
れ
る
ほ
ど
の
民
族
の
怨
念
が
渦
舞
い
て
い
た
と
は
想
像
で
き
な
か
っ

た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
も
、
改
革
開
始
後
、
予
想
外

の
展
開
で
あ

っ
た
こ
と
の
筆
頭
に
い
つ
も
民
族
問
題
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し

表
面
上
の
静
け
さ
が
、
実
は
抑
圧
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
や
が
て
明
ら
か
に
な

っ
た
。
今
日
で
は
、
ソ
連
邦
は
諸
民
族

の
牢
獄
で
あ
る
、
と
い
っ
た
表
現
も
聞
か
れ
る
の
で
あ
る
。



ソビエ ト連邦体制の動揺 と新連邦条約への道907

現
在

ソ
連
邦
を
構
成
す
る
民
族
は

一
二
〇
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
。
人
口
が

一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
民
族
が
二
二
あ
り
、
人
口
一
〇
万

人
以
上

一
〇
〇
万
人
未
満
の
民
族
が
三
〇
あ
る
。
他
は
人
口

一
〇
万
人
未
満
の
少
数
民
族
で
あ
る
。
広
大
な
国
家
に
多
様
な
民
族
が
居
住

し
、
複
雑
で
陰
影
の
あ
る
風
景
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
バ
ル
ト
三
国

へ
行
け
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
近
い
も
の
を
感
じ
る
し
、

コ
ー
カ
サ
ス
は

何
か
秘
境
を
感
じ
さ
せ
る
不
思
議
な
も
の
が
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
は
と
て
も
ソ
連
と
は
思
え
な

い
。
ブ

ハ
ラ
な
ど
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
で
古

代
世
界
を
旅
行
し
て
い
る
み
た
い
だ
。
古
い
遺
跡
の
前
で
肉
を
焼
い
て
食

べ
て
い
る

(チ
ャ
イ

ハ
ナ
)。
素
朴
で
人
情
に
厚
く
、
通
行
人

を
す
ぐ
招
き
入
れ
て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
が
、
近
く
に
牛
の
首
が
こ
ろ
が

っ
て
い
た
り
す
る
し
、漢
水
だ
ら
け
の
手
で
掴
ん
で
食
物
を
取

っ

て
く
れ
た
り
す
る
か
ら
食
べ
る
気
は
し
な
い
。
人
情
の
厚
さ
と
不
潔
さ
は
し
ば
し
ば
正
比
例
す
る
と
こ
ろ
が
人
間
の
悲
し
い
と
こ
ろ
だ
。

ホ
テ
ル
の
テ
レ
ビ
で
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
氏
が
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
説
い
て
い
た
が
、
ど
こ
か
遠
い
世
界
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
民
族
的
に
は
極
め
て
多
様
で
、
日
常
生
活
に
も
そ
れ
が
反
映
し
て
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
で
い
て
ソ
連

の
社
会
の
仕
組
や
制

度
は
全
連
邦
で
驚
く
ほ
ど
画

一
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
、
各
民
族
が
、
文
化
的
の
み
な
ら
ず
、
経
済
的

・
政
治
的
な
そ
の
独
自
性
を
主

張
し
始
め
て
い
る
。
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
運
動
開
始
後
、
最
初
に
民
族
運
動
の
炎
が
噴
出
し
た
の
は

一
九
八
六
年

一
二
月
の
カ
ザ
フ
暴
動
で

あ

っ
た
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
・
グ
ル
ー
プ
の

一
人
で
、
腐
敗
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
カ
ザ
フ
共
和
国
党
第

一
書
記

(政
治
局
員
)
で
あ

っ
た
カ
ザ

フ
人
ク
ナ
ー
エ
フ
が
解
任
さ
れ
、
ロ
シ
ア
人
の
コ
ル
ビ
ン

(そ
の
後

ソ
連
邦
人
民
統
制
委
員
会
委
員
長
に
就
任
)
が
襲

っ
た
こ
と
が
カ
ザ

フ
人
の
民
族
意
識
を
刺
激
し
、
首
都
ア
ル
マ
・
ア
タ
市
で
騒
乱
事
件
が
起

っ
た
の
で
あ
る
。
八
七
年
に
な
る
と
、
バ
ル
ト
三
国
で
独
立
を

求
め
る
運
動
が
発
生
し
、
外

コ
ー
カ
ス
で
も
紛
争
の
兆
が
見
え
て
き
た
。

一
九
八
八
年
に
な
る
と
、
民
族
紛
争
は

一
挙
に
火
を
吹
い
た
か
た
ち
に
な
っ
た
。
特
に
バ
ル
ト
三
国
と
外
コ
ー
カ
サ
ス
が
二
大
紛
争
地

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
も
民
族
運
動
が
発
生
し
、
人
民
戦
線
運
動
を
名
の
る
団
体
が
生
ま
れ
た
。
ク
リ
ミ
ア

・
タ
タ
ー
ル
人

の
帰
還
運
動
や
言
語
問
題
も
話
題
を
呼
ん
だ
。
少
数
民
族
の
自
立
傾
向
に
刺
激
さ
れ
て
、
ロ
シ
ア
民
族
主
義
も
台
頭
し
て
き
た
。
公
然
と

し
た
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
運
動
も
姿
を
現
し
た
。
バ
ル
ト
三
国
の
独
立
問
題
は
次
項
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
て
、
そ
れ
以
外
に
八
八
年
に
民
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族
紛
争
の
焦
点
に
な
っ
た
の
は
ナ
ゴ
ル
ノ

・
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
間
題
で
あ

っ
た
。

外
コ
ー
カ
サ
ス
の
キ
リ
ス
ト
教
国
ア
ル
メ
ニ
ア
と
イ
ス
ラ
ム
教
国
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
国
境
は

一
九
二
三
年
に
確
定
さ
れ
た
が
、
隣

国
ト
ル
コ
の
思
惑
も
か
ら
ん
で
、
人
為
的
に
線
引
き
さ
れ
た
面
が
あ
る
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
ナ
ゴ
ル
ノ

・
カ
ラ
バ
フ
自
治
州

は
、
人
口
の
四
分
の
三
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
ア
ル
メ
ニ
ア
ヘ
の
帰
属
を
求
め
て
い
た
。
八
八
年
二
月
、
同
自
治
州
議
会
は

ア
ル
メ
ニ
ア
ヘ
の
帰
属
を
決
定
し
た
。
し
か
し
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
は
も
ち
ろ
ん
、
ソ
連
邦
の
中
央
政
府
も
そ
れ
を
認
め
な
か

っ

た
。
そ
の
た
め
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
同
自
治
州
や
ア
ル
メ
ニ
ア

・
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
両
国
で
大
規
模
な
デ

モ
が
行
わ
れ
、
ス
ム

ガ
イ
ト
市
そ
の
他
で
流
血
の
惨
事
が
生
じ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
同
年
六
月
、
ア
ル
メ
ニ
ァ
共
和
国
最
高
会
議
は
再
び
同
自
治
州
の
編

入
を
決
定
し
た
が
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
側
は
拒
否
し
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
も
ア
ル
メ
ニ
ア
の
決
定
を
破
棄
し
た
。

ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
扱
い
に
は
ソ
連
当
局
も
頭
を
痛
め
た
。
同
自
治
州
の
要
求
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
解
決
は
比

較
的
簡
単
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ソ
連
憲
法
に
よ
れ
ば
、
加
盟
共
和
国
の
領
土
の
変
更
は
、
そ
の
共
和
国
の
同
意
が
な
け
れ
ば
不
可
能

で
あ
る

(第
七
八
条
)
。
し
た
が

っ
て
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
が
拒
否
し
て
い
る
限
り
、
自
治
州
の
要
求
は
実
現
で
き
な
い
。
そ
こ

で
中
央
政
府
が
考
え
だ
し
た
の
が
特
別
統
治
形
態
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
八
八
年

一
二
月
の
憲
法
改
正
の
際
、
さ
り
げ
な
く
新
設

さ
れ
た
制
度
で
、
そ
の
後
大
統
領
制
の
導
入
に
伴

い
、
大
統
領
直
轄
統
治
制
度

へ
と
改
め
ら
れ
て
い
く
。
八
九
年

一
月
、
ソ
連
邦
最
高
会

議
幹
部
会
は
、
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
こ
の
特
別
統
治
形
態
を
ナ
ゴ
ル
ノ

・
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
に
適
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
特
別
統
治
形
態
に
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
も
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
も
と
も
に
批
判
的
な
態
度
を
と

っ
た
。
ま
た
八
九
年
に
は
、

両
国
の
紛
争
が
や
や
落
ち
着
い
た
か
に
み
え
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
同
年

一
一
月
に
は
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
は
特
別
統
治
形
態
の
終
了
を
決

定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
直
後
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
最
高
会
議
が
再
度
同
自
治
州
の
編
入
を
決
定
し
た
の
に
端
を
発
し
て
、
九
〇

年

一
月
に
は
両
国
間
の
緊
張
が

一
挙
に
高
ま
り
、
内
戦
寸
前
の
状
態
と
な
っ
た
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
は
ソ
ビ
エ
ト
権
力
が
半
ば
崩
壊

状
態
で
、
人
民
戦
線
が
権
力
を
左
右
す
る
さ
ま
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
は
、
ナ
ゴ
ル
ノ

・
カ

ラ
バ
フ
自
治
州
や
バ
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ク
ー
市
な
ど
に
非
常
事
態
を
官
一言
し
、
軍
隊
を
投
入
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
紛
争
は
未
解
決
の
ま
ま
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。
な
お
両
国

の
紛
争
に
際
し
て
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
は
憲
法
統
制
権
を
行
使
し
、
違
法
状
態
を
排
除
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
が
、
有
効
な
力
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。

さ
て
八
九
年
四
月
に
は
外

コ
ー
カ
サ
ス
の
も
う

一
つ
の
共
和
国
グ
ル
ジ
ア
の
首
都
ト
ビ
リ
シ
で
、
軍
隊
の
導
入
に
よ
っ
て

一
六
人
の
死

者
を
だ
す
流
血
事
件
が
起
き
た
。
事
の
発
端
は
、
グ
ル
ジ
ア
共
和
国
内
の
ア
ブ

ハ
ジ
ア
自
治
共
和
国
で
、
グ
ル
ジ
ア
か
ら
の
独
立
を
要
求

す
る
運
動
が
発
生
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
反
対
す
る
グ
ル
ジ
ア
側
の
運
動
が
、
自
然
発
生
的
に
ソ
連
邦
か
ら

の
グ
ル
ジ
ア
の
独
立

を
求
め
る
運
動
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
平
和
的
な
デ
モ
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
隊
が
導
入
さ
れ
、
化
学
物
質
ま
で

使

っ
て
弾
圧
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
問
題
は
、
権
力
に
よ
る
民
衆
運
動
弾
圧
事
件
と
し
て
、
八
九
年
の
第

一
回
人
民
代
議
員
犬
会
の
大
き

な
争
点
の

一
つ
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
だ
れ
が
軍
隊
の
出
動
を
命
じ
た
の
か
、
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
書
記
長
が
関
与
し
て

い
た
の
か
否
か
、
結

局
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
ソ
連
が
無
責
任
体
制
で
あ

っ
た
こ
と
の
証
拠
の

一
つ
と
さ
れ
、
大
統
領
制
導
入
の
根
拠
の

一
つ
と
な
っ
た
。

八
九
年
六
月
に
は
、
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
フ
ェ
ル
ガ
ナ
州
で
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
と
ト
ル
コ
系
メ
ス
ヘ
チ
ア
人
の
間
で
衝
突
事
件
が
発
生
し
、

一
〇
〇
人
を
超
え
る
死
者
が
で
た
。
メ
ス
ヘ
チ
ア
人
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
っ
て
グ
ル
ジ
ア
か
ら
こ
の
地
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
民
族

で
、
失
業
等
の
経
済
不
安
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
、
民
族
間
の
軋
礫
が
爆
発
し
た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
六
月
、
カ
ザ

フ
共
和
国
で
も
暴
動

が
発
生
し
て
い
る
。

八
九
年
七
月
に
は
、
タ
ジ
ク
共
和
国
と
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
国
境
で
、
両
民
族
の
水
利
権
や
土
地
利
用
権
を
め
ぐ
る
紛
争
が
発
生
し
、

流
血
の
惨
事
と
な

っ
た
。
ま
た
グ
ル
ジ
ア
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
自
治
共
和
国
で
も
、
大
学
分
校
の
設
置
を
め
ぐ

っ
て
両
国
民
族
間
に
衝
突
事
件

が
発
生
し
た
。
同
自
治
共
和
国
に
は
非
常
事
態
が
宣
言
さ
れ
た
。

九
〇
年
二
月
に
は
、
タ
ジ
ク
共
和
国
の
首
都
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
で
暴
動
が
発
生
し
た
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
か
ら
逃
れ
て
き
た
ア
ル
メ
ニ
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ア
人
難
民
に
対
し
て
、
住
宅
の
配
分
な
ど
で
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
と
い
う
噂
が
き

っ
か
け
に
な

っ
た
と
い
う
。

九
〇
年
六
月
に
は
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
オ
シ
市
で
、
土
地
紛
争
に
か
ら
ん
で
キ
ル
ギ
ス
人
と
ウ
ズ
ベ
ク
人
が
対
立
、
暴
動
に
発
展
し

た
。
少
な
く
と
も
二
〇
〇
人
が
死
亡
し
、
な
お
数
百
人
の
行
方
不
明
者
が
い
る
と
い
う
。

九
〇
年

一
〇
月
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
と
の
国
境
地
帯
に
あ
る
ト
ゥ
ワ
自
治
共
和
国
で
、
ト
ゥ
ワ
人
と
ロ
シ
ア
人
の
問
で
緊
張
が
高
ま
り
、

大
量
の
ロ
シ
ア
人
が
同
共
和
国
か
ら
避
難
す
る
事
件
が
発
生
し
た
。

九
〇
年

一
一
月
に
は
、
モ
ル
ド
ワ

(旧
モ
ル
ダ
ビ
ア
)
共
和
国
で
、
共
和
国
の
自
立
化
傾
向
に
反
発
し
た
ロ
シ
ア
人
や
、
そ
れ
に
触
発

さ
れ
た
ト
ル
コ
系
ガ
ガ
ウ
ス
人
が
独
自

の
国
家
の
形
成
を
宣
言
し
、
モ
ル
ド
ワ
人
と
の
間
で

一
触
即
発
の
危
機
が
続

い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
継
続
的
に
、
あ
る
い
は
主
役
を
変
え
な
が
ら
、
民
族
間
の
紛
争
が
息
を

つ
く
間
も
な
く
頻
発
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

別
の
タ
イ
プ
の
民
族
紛
争
と
し
て
は
、
原
住
地

へ
の
帰
還
運
動
が
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
ま
た
は
そ
の
直
前
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、

敵
性
民
族
と
み
な
し
た
多
く
の
民
族
を
根
こ
そ
ぎ
強
制
移
住
さ
せ
る
と
い
っ
た
処
置
を
と

っ
た
。ド
イ
ツ
系
ソ
連
人
、
ク
リ
ア
ミ

・
タ
タ
ー

ル
人
、
メ
ス
ヘ
チ
ア

・
ト
ル
コ
人
、
カ
ル
ム
イ
ク
人
、
バ
ル
カ
ル
人
、
カ
ラ
チ
ャ
エ
フ
人
、
チ

ェ
チ
ェ
ン
人
、
イ
ン
グ
ー
シ
人
、
ギ
リ
シ
ャ

人
、
朝
鮮
人
、
ク
ル
ド
人
ら
が
そ
の
犠
牲
に
な
っ
た
。
例
え
ば
朝
鮮

(当
時
日
本
が
併
合
し
て
い
た
)
と
の
国
境
付
近
に
居
住
し
て
い
た

朝
鮮
人
約
二
〇
万
人
は
、
彼
ら
が
日
本
と
通
じ
る
こ
と
を
恐
れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ

っ
て
、

一
九
三
七
年
に
中
央
ア
ジ
ア
ヘ
強
制
移
住
さ

せ
ら
れ
た
。
そ
の
や
り
方
は
ま
こ
と
に
乱
暴
で
あ
り
、
命
令
後
時
間
の
余
裕
も
与
え
ず
、
直
ち
に
貨
物
列
車
に
詰
め

こ
ん
で
、
有
無
を
言

わ
さ
ず
連
れ
去
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
強
制
移
住
民
族
の
う
ち
、
ク
リ
ミ
ア

・
タ
タ
ー
ル
人
は
早
く
か
ら
祖
国
帰
還
運
動
を
起
し
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
前
、
黒
海
の

ク
リ
ミ
ァ
半
島
に
は
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国
が
あ
っ
た

(タ
タ
ー
ル
人
は
、
別
に
ボ
ル
ガ
川
中
流
の
カ
ザ
ン
市
を
首
都
と
す
る
タ
タ
ー
ル

自
治
共
和
国
を
つ
く
っ
て
い
る
)
。
大
戦
中
そ
の
た
め
タ
タ
ー
ル
人
の

一
部
が
ド
イ
ツ
軍
に
協
力
し
た
こ
と
を
理
由

に
、
二
〇
～
三
〇
万
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人
が
中
央
ア
ジ
ア
に
追
放
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
始
ま
る
と
彼
ら
は
運
動
を
強
め
、
八
七
年
以
来
赤
の
広
場
で
坐

り
込
む
な
ど
の
運
動
を
民
開
し
た
。
そ
の
た
め
グ
ロ
ム
イ

コ

(当
時
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
)
を
委
員
長
と
す
る
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
た
が
、
八
八
年
六
月
、
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国
の
復
活
は
不
可
能
と
の
結
論
を
発
表
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
の
民
族
運
動
の
激
化
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
強
制
移
住
民
族
の
帰
還
政
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ク
リ
ミ
ア

・

タ
タ
ー
ル
人
に
つ
い
て
は
、
九
〇
年
末
ま
で
に
八
千
五
百
家
族
の
帰
還
を
認
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
不
十
分
で
、

タ
タ
ー
ル
人
は
勝
手
に
帰
還
し
て
土
地
を
占
拠
し
、
違
法
に
住
宅
を
建
て
る
等
の
実
力
行
使
を
行
い
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て
い
る
。
そ
の

他
の
民
族
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
ソ
連
邦
最
高
会
議
民
族
院
内
部
に
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
り
、
前
向
き
の
解
決
策
が
模
索
さ
れ

て

い
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
も
根
深

い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
出
国
問
題
と

い
う
か
た
ち
で
現
わ
れ
て
い
る
。
約
二
〇
〇
万
人
い
る
と
い
わ
れ

る

ソ
連
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
な
か
に
は
、
以
前
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
そ
の
他

へ
の
移
住
を
求
め
る
も
の
が
多
か

っ
た
。
し
か
し
当
局
は
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
を

つ
け
て
出
国
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
き
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
の
出
国
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
強
化
と
捉
え
て
、
そ
れ
に
反
対
す
る
ア
ラ
ブ

世
界
へ
の
配
慮
も
あ

っ
た
。
も
と
も
と
国
外

へ
の
自
由
な
移
動
を
認
め
な
い
体
制
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
の
点
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
が
差
別

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
ブ
レ
ジ
ネ

フ
時
代
の
七
〇
年
代
末
に
は
、
当
時
の
友
好
的
な
米
ソ
関
係
を
反
映
し
て
か
な
り
大

量

の
出
国
が
認
め
ら
れ
、
七
九
年
に
は
約
五
万

一
千
人
が
出
国
し
て
い
る
。

し
か
し
同
年
の
ソ
連
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
介
入
以
後
は
、
東
西
関
係
の
冷
却
化
の
な
か
で
、
出
国
は
急
激
の
減
少
し
、
毎
年

一
千
人

以
下
と
い
う
年
が
続
い
た
。
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
後
再
び
自
由
化
が
進
み
、
八
八
年
に
は
約

一
万
九
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
出
国
し
た
。
ユ

ダ
ヤ
人
の
出
国
が
増
え
た
理
由
と
し
て
は
、
出
国
の
自
由
化
が
進
ん
だ
こ
と
と
と
も
に
、

ユ
ダ
ヤ
人
差
別
が
激
化
し
た
こ
と
も
あ
る
。
革

命
前
の
ロ
シ
ア
は
最
大
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
国
で
あ

っ
た
が
、
革
命
後
は
、
民
族
平
等
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
支
配
の
も
と
に
、
露
骨
な
差
別

は
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
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し
か
し
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
よ
る
自
由
化

の
な
か
で
、
「
パ
ー
ミ
ャ
チ

(記
憶
)
」
と
い
う
集
団
の
よ
う
に
、
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
を
公
然
と

と
掲
げ
る
グ
ル
ー
プ
も
生
ま
れ
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
迫
害
が
復
活
し
て
い
る
。
そ
の
た
み
ソ
連
を
捨
て
る
決
意
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ユ

ダ
ヤ
人
も
増
え
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
以
外
に
も
ド
イ
ッ
人
、
ア
ル
メ
ニ
ァ
人
の
大
量
出
国
も
始
ま

り
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

合
わ
せ
て
八
九
年
に
は
約
二
〇
万
人
が
ソ
連
を
去

っ
た
。
そ
の
う
ち

一
〇
万
人
以
上
が
ユ
ダ
ヤ
人
だ
と
い
う
。
九
〇
年

二

一月
、
シ
ェ
ワ

ル
ナ
ゼ
外
相
の
辞
任
に
み
ら
れ
る
保
守
化
傾
向

の
な
か
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
出
国
に
は
さ
ら
に
弾
み
が

つ
き

(今
出
国
し
な
い
と
チ
ャ
ン
ス

を
逸
す
る
か
も
し
れ
な
い
た
め
)
、

一
時
は

一
日
数
千
人
が
ソ
連
を
去

っ
た
。

宗
教
問
題
も
民
族
問
題
と
交
錯
し
て
い
る
。
中
央

ア
ジ
ア
の
場
合
イ
ス
ラ
ム
教
が
紛
争
に
か
ら
む
こ
と
が
多
い
。
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
紛
争
に
も
宗
教
戦
争
の
色
彩
が
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
の
民
族
運
動
に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
ロ
シ
ア
正
教
会
に

強
制
的
に
統
合
さ
れ
て
い
だ
ウ
ク
ラ
イ
ナ

・
カ
ト
リ

ッ
ク
の
復
活
要
求
が
か
ら
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
交
錯
し
つ
つ
、
も
う

一
つ
の
重
要
問
題
と
し
て
言
語
問
題
が
あ
る
。

ソ
連
は
、
各
民
族
は
そ
の
民
族

語
を
用
い
、
ロ
シ
ア
語
は
共
通
語
と
す
る
と

い
う
二
重
言
語
体
制
を
と

っ
て
い
る
。
し
か
し

一
五
の
加
盟
共
和
国

の

一
つ
に
す
ぎ
な
い
ロ

シ
ア
の
言
語
が
な
ぜ
共
通
語
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
は
母
国
語
だ
け
理
解
で
き
れ
ば
い
い
の
に
、
他
民
族
は
外
国
語
と

し
て
の
ロ
シ
ア
語
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
民
族
語
の
保
護
も
十
分
で
は
な
い
。
多
民
族

の
入
り
混
る
職
場
で
は
、
結
局

ロ
シ
ア
語
で
話
す
以
外
に
な
い
。
ロ
シ
ア
で
働
く
他
民
族
は
当
然

ロ
シ
ア
語
を
話
す
。
し
か
し
他
の
共
和
国
、
例
え
ば
キ
ル
ギ
ス
共
和
国

で
働
い
て
い
る
ロ
シ
ア
人
に
は
キ
ル
ギ
ス
語
を
話
せ
な
い
も
の
が
多

い
。
彼
ら
は
少
数
民
族
の
言
語
を
学
ぶ
意
欲
も
な
い
の
で
あ
る
。
ト

ル
ク
メ
ン
共
和
国
に
居
住
す
る
ロ
シ
ア
人
は
、
自
分
の
子
供
を
ロ
シ
ア
語
で
授
業
す
る
学
校
に
入
れ
る
。
し
か
し

ロ
シ
ア
共
和
国
に
居
住

す
る
ト
ル
ク
メ
ン
人
に
は
、
ト
ル
ク
メ
ン
語
で
授
業
す
る
学
校
な
ど
な

い
。
言
語
問
題
は
必
然
的
に
ロ
シ
ア
中
心
主
義
を
め
ぐ
る
問
題
と

な
る
。
加
盟
共
和
国
内
の
少
数
民
族
の
場
合
、
問
題
は
さ
ら
に
深
刻
で
あ
る
。
例
え
ば
、
グ
ル
ジ
ア
共
和
国
内

ア
ブ
ハ
ジ
ア
自
治
共
和
国

の
ア
ブ
ハ
ジ
ナ
人
は
、
ロ
シ
ア
語
に
加
え
て
グ
ル
ジ
ア
語
も
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
に
、

一
九
八
八
年
以
降
、
加
盟
共
和
国
は
相
次

い
で
言
語
法
を
制
定
し
た
。
バ
ル
ト
三
国
、
モ
ル
ダ
ビ
ア
、

キ
ル
ギ
ス
、
グ
ル
ジ
ア
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
タ
ジ
ク
、
白

ロ
シ
ア
な
ど
の
加
盟
共
和
国
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
な
内
容

は
、
自
ら
の
民
族
語
を
公
用
語
と
し
て
確
認
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
各
共
和
国
内
の
他
民
族

(例
え
ば
ロ
シ
ア
人
)
は
、

そ
の
民
族
語
が
話
せ
な
い
と
、
就
職
な
ど
の
際
不
利
に
な
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
役
所
の
窓
口
で
は
民
族
語
し
か
使
用
し
な

い
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
民
族
語
を
知
ら
な
い
市
民
は
困
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

一
九
九
〇
年
五
月
、
ソ
連
邦
人
民
言
語
法
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
は
、
加
盟

・
自
治
共
和
国
は
自
ら
の

民
族
語
を
国
語
と
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
ロ
シ
ア
語
は
民
族
問
の
交
流
の
た
め
の
ソ
連
邦
の
公
用
語
と
す
る
こ
と
を
定
め
、
バ

イ
リ
ン
ガ
ル

(二
重
言
語
)
制
を
確
認
し
た
。
市
民
は
学
校
教
育
を
受
け
る
言
語
を
選
択
す
る
権
利
を
有
し
、
国
家
は
そ
の
条
件
を
整
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ
シ
ア
共
和
国
に
住
ん
で
い
て
も
、
ウ
ズ
ベ
ク
語
で
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
権
利
を
全
面
的
に
保
護
す
る
こ
と
は
、
技
術
的
に
ま

っ
た
く
不
可
能
で
あ
る
が
。

ロ
シ
ア
語
の
学
習
は
義
務
教
育
の
対
象
と
な
る
。

共
和
国
は
そ
の
言
語
の
学
習
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
ヤ
ク
ー
ト
自
治
共
和
国
は
、
同
共
和
国
内
の
ロ
シ
ア
人
に
ヤ
ク
ー
ト
語
の
学
習
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た

だ
し

一
時
的
滞
在
者
は
除
か
れ
る
。
そ
の
他
言
語
と
就
職
の
関
係
、
公
文
書

・
裁
判

・
軍
隊

・
企
業

・
お
役
所
の
窓

口

・
サ
ー
ビ
ス
部
門

な
ど
で
使
用
す
る
言
語
等
に
つ
い
て
、
か
な
り
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
店
員
は
お
客
が
使
っ
た
言
語

で
応
答
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
と
い
っ
て
も
店
員
が
す
べ
て
の
言
語
を

マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

一
定
の
基
準
が
設
け
ら
れ
る
。
例
え
ば

マ

リ
自
治
共
和
国
で
働
く
ロ
シ
ア
人
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
は
、
お
客
が
マ
リ
語
し
か
解
し
な
い
の
に
、
ロ
シ
ア
語
で
応
答
し
て
は
な
ら
な
い
、

と

い
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。

民
族
運
動
の
活
発
化
の
な
か
で
、
九
〇
年
四
月
二
六
日
に
は
、
「自
ら
の
民
族

・
国
家
構
成
体
の
範
囲
外
に
居
住
し
、
ま
た
は
ソ
連
邦

の
領
土
上
に
自
ら
の
民
族

・
国
家
構
成
体
を
も
た
な
い
ソ
連
市
民
の
自
由
な
民
族
的
発
展
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
。
民
族
に
よ
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る
差
別
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
の
名
称
の
前
半
部
分
は
、
例
え
ば
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
に
居
住
す
る

ロ
シ
ア
人
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
、
カ
ザ
フ
人
な
ど
を
指
す
。
後
半
部
分
は
、
ド
イ
ツ
人
、
朝
鮮
人
の
よ
う
に
、
独
自
の
自
治
州
な
ど
を
も
た
な

い
少
数
民
族
を
意
味

す
る
。
し
か
し
こ
の
法
律

の
真
の
狙
い
は
、
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
逆
差
別
の
禁
止
で
あ
る
。
ソ
連
全
体
で
は
ロ
シ
ア
人
が
大
民
族
と
し
て
他
の

中
小
民
族
を
圧
迫
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
中
小
民
族
の
本
拠
地
で
は
、
逆
に
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
攻
撃
が
強
ま

っ
て
い

る
。
特
に
バ
ル
ト
三
国
な
ど
で
は
、
ロ
シ
ア
人
の
流
入
が
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
保
に
対
す
る
脅
威
と
受
け
と
め
ら
れ
て
お
り
、

ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
差
別
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る

(例
え
ば
選
挙
に
定
住
資
格
制
を
導
入
す
る
な
ど
)。
こ
れ
ら
の
国
が
ソ
連
に
強
制
的

に
併
合
さ
れ
た
事
情
を
考
え
る
と
、
ロ
シ
ア
人
を
侵
略
者
と
し
て
排
撃
す
る
姿
勢
を
と
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
民
族
差
別
と
は
い
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
国
、
特
に
ラ
ト
ビ
ア
で
は
、
ロ
シ
ア
人
を
中
心
に
し
た
独
立
反
対
派
や
連
邦
派
共
産
党
が
、
人
権
擁
護
団
体
を
結

成
し
て
、
少
数
派
の
人
権
擁
護
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
他
民
族
を
抑
圧
し
、
人
権
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
人
々
が
、

少
数
派
に
転
落
し
た
途
端
に
人
権
を
声
高
に
唱
え
て
い
る
。
ヤ
ク
ザ
が
市
民
に
取
り
囲
ま
れ
て
暴
力
反
対
と
叫
ん
で

い
る
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

九
〇
年
四
月
に
は
、
「市
民
の
民
族
的
同
権
に
対
す
る
侵
害
お
よ
び
ソ
連
邦
の
領
土
的

一
体
性
の
暴
力
的
侵
害
に
対
す
る
責
任
の
強
化

に
関
す
る
法
律
」
も
制
定
さ
れ
て
い
る
。
処
罰
の
主
要
な
対
象
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
民
族
的
敵
対
を
煽
っ
た
り
、
民
族
的
理
由
で
暴

力
を
揮

っ
た
り
す
る
よ
う
な
集
団
の
活
動
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
の
対
立
な
ど

の
外
、
バ
ル
ト
三
国

に
お
け
る
反
ロ
シ
ア
運
動
な
ど
も
含
ま
れ
よ
う
。
も
う

一
つ
は
、

ソ
連
邦
の
領
土
の
一
体
性
の
暴
力
的
侵
害
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
独
立
運

動
を
標
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
最
高
刑
は

一
〇
年
の
懲
役
プ
ラ
ス
財
産
没
収
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
噴
出
す
る
民
族
問
題
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
対
応
は
、
常
に
後
れ
を
と

っ
て
き
た
。
政
治
改
革
の
出
発
点
と
な
っ

た
八
八
年

の
第

一
九
回
党
協
議
会
は
、
「民
族
関
係
に
つ
い
て
」
と
い
う
決
定
を
採
択
し
て
い
る
が
、
あ
り
き
た
り

の
無
内
容
な
も
の
で
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あ
る
。
た
だ
同
決
定
は
、
民
族
問
題
を
検
討
す
る
た
め
の
特
別
の
共
産
党
中
央
委
員
会
総
会
の
開
催
を
決
め
て
い
る
。
こ
の
中
央
委
員
会

総
会
の
開
催
は
後
れ
た
が
、
八
九
年
九
月
に
な
っ
て
や
っ
と
開
催
さ
れ
た
。
同
総
会
は
、
い
わ
ゆ
る

「民
族
綱
領
」
を
採
択
し
て
い
る
。

こ
の
民
族
綱
領
の
特
徴
は
、
民
族
問
題
を
連
邦
問
題
と
し
て
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
と

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
民
族
の
自
立
化
傾

向
が
進
み
、
バ
ル
ト
三
国
が
独
立
を
要
求
し
始
め
た
状
況
の
も
と
で
、
民
族
問
題
は
連
邦
問
題

へ
と
転
化
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
八
九

年
六
～
八
月
の
新
最
高
会
議
第

一
会
期
で
、
初
め
て
新
連
邦
条
約
の
締
結
間
題
が
組
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
民
族
綱
領
は
そ
れ
を
受
け

て
、
新
し
い
連
邦
条
約
の
締
結
に
よ
る
ソ
連
邦
の
根
本
的
再
編
成
に
よ
っ
て
、
民
族
問
題
の
解
決
を
画
る
べ
き
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ

る
。現

在
の
ソ
連
邦
は
、

一
九
二
二
年
に
、
三
つ
の
共
和
国

(
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
白
ロ
シ
ア
)
と

一
つ
の
連
邦

(ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ

ル
ジ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
の
三
共
和
国
に
よ
る
外
コ
ー
カ
ス
社
会
主
義
連
邦
ソ
ビ

エ
ト
共
和
国
)
が
、
そ
の
自
由
意
思
に
基
い
て
連

邦
条
約
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
成
立
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
加
盟
共
和
国
の
数
が
増
え
、
現
在
で
は

一
五
に
な

っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
連
邦
条
約
を
新
し
く
結
び
直
し
、
新
し
い
連
邦
体
制
を
作
り
だ
そ
う
と
い
う
の
が
新
連
邦
条
約
の
問
題
で
あ
る
。

(
二
)
独
立
宣
言

ソ
連
邦
を
構
成
し
て
い
る

一
五
の
加
盟
共
和
国
の
う
ち
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
の
バ
ル
ト
三
国
、
外
コ
ー
カ
サ
ス

の
ア
ル
メ
ニ
ア
と
グ
ル
ジ
ア
の
五
ケ
国
が
す
で
に
独
立
を
宣
言
し
て
い
る
。
も

っ
と
も
後
の
二
国
は
、
独
立
す
る
と

い
う
原
則
を
宣
言
し

た
だ
け
で
、
独
立
の
た
め
の
具
体
的
な

一
歩
は
ま
だ
踏
み
出
し
て
い
な
い
。

一
九

一
七
年

一
〇
月
の
ロ
シ
ア
革
命
の
直
後
、
革
命
政
府
は

「
ロ
シ
ア
諸
人
民
の
権
利
宣
言
」
を
発
し
た
。
こ
の
宣
言
は
、
通
常
誤
解

さ
れ
て
い
る
よ
う
に

「
民
族
」
の
権
利
を
宣
言
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
反
対
に
狭
い
民
族
の
枠
を
取
り
払

っ
て
、
「
人
民
」
の
権

利
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
少
数
民
族
の
権
利
は
保
護
す
べ
き
だ
と
し
て
も
、
大
民
族
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
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精
神
に
依

っ
て
、
民
族
主
義
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。
と
も
か
く
こ
の
宣
言
は
、

ロ
シ
ア
の
支
配
下
に
あ
っ
た
諸
人
民
の
ロ

シ
ア
か
ら
の
分
離
お
よ
び
独
立
国
家
の
形
成
を
含
む
自
決
権
を
承
認
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
も
と
も
と
バ
ル
ト
三
国
は
、

一
八
世
紀
以
来
帝
政
ロ
シ
ア
の
版
図
に
入
っ
て
い
た
。
し
か
し
第

一
次
世
界
大
戦
と

一
九

一

七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
を
経
て
、
一
九
二
〇
年
に
こ
れ
ら
三
国
は
そ
れ
ぞ
れ
ソ
ビ
エ
ト

・
ロ
シ
ア
と
講
和
条
約
を
結
び
、
独
立
を
達
成
し
た
。

ロ
シ
ア
が
独
立
を
認
め
た
の
鳳
、
当
時
の
力
関
係
で
は
、
こ
れ
ら
三
国
に
ソ
ビ
エ
ト
権
力
を
樹
立
す
る
だ
け
の
力
が
な
か

っ
た
か
ら
で
も

あ
る
が
、
理
念
的
に
は
先
の
人
民
自
決
権

・
ロ
シ
ア
か
ら
の
分
離
権
に
よ

っ
て
説
明
さ
れ
た
。
バ
ル
ト
三
国
は
束
の
間
の
独
立
を
獲
得
し

た
の
で
あ
る
。

一
九
三
九
年
に
は
独
ソ
不
可
侵
条
約
が
結
ば
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
秘
密
議
定
書
に
よ
っ
て
、
両
国
間
に
横
た
わ
る
地
域
の
勢
力
圏
の
分

割
が
行
わ
れ
た
。
バ
ル
ト
三
国
は
ソ
連
の
勢
力
圏
と
さ
れ
た
。
ル
ー
マ
ニ
ア
領
内

の
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア

(今
日
の
モ
ル
ド
ワ
共
和
国
)
も
、

や
や
あ
い
ま
い
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
事
実
上

ソ
連
圏
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
ソ
連
は
こ
れ
ら
三
国
と
そ
れ
ぞ
れ
相
互
援
助
条
約
を
半
ば
強

制
的
に
締
結
さ
せ
、
そ
の
後
は
こ
の
条
約
さ
え
無
視
す
る
か
た
ち
で
三
国
を
軍
事
的
に
占
領
し
た
。
ソ
連
の
占
領
下

で
偲
儲
政
府
が
樹
立

さ
れ
、
そ
の
も
と
で
議
会
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
選
挙
に
は
ソ
連
の
推
す

「勤
労
人
民
ブ
ロ
ッ
ク
」
以
外
は
立
候
補
が
認
め
ら
れ
ず
、
投

票
結
果
は
偽
造
さ
れ
た
。
ソ
連
邦

へ
加
入
さ
せ
る
意
図
は
選
挙
の
際
は
隠
さ
れ
て
い
た
。

.

選
出
さ
れ
た
三
国
の
俺
儲
議
会
は
そ
れ
ぞ
れ
ソ
連
邦

へ
の
加
盟
を
決
議
し
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
は
そ
れ
を
承
認
し
た
。
こ
う
し
て
バ
ル

ト
三
国
は
、

一
九
四
〇
年
、
独
立
を
失

っ
て
、
ソ
連
邦
に
併
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ソ
連
に
抵
抗
し
た
人
々
は
弾
圧
さ
れ
、

一
〇
万
人
以

上
が
シ
ベ
リ
ア
そ
の
他
に
追
放
さ
れ
、
多
く
は
そ
の
地
で
命
を
落
と
し
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
だ
け
で
も
、
ソ
連
の
弾
圧

の
た
め
四
〇
万
人
が

犠
牲
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
も
と
、

一
九
八
七
年
頃
か
ら
バ
ル
ト
三
国
で
は
独
立
を
求
め
る
運
動
が
活
発
化
し
た
。

一
九
八
八
年
に
は
、
独
立

の
追
求
が
こ
れ
ら
諸
国
の

一
般
的
意
思
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な

っ
た
。
八
九
年
に
八
月
に
は
、
こ
れ
ら
三
国
の

一
五
〇
万
人
が
参
加
し
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て
手
を
繋
ぎ
、
六
二
〇
キ
ロ
に
わ
た
る

「人
間
の
鎖
」
を
作
り
、
独
立
の
意
思
表
示
を
行
っ
た
。
も
は
や
独
立
の
動
き
は
抑
え
ら
れ
な
い

勢
い
を
示
す
に
至

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ハ
　

レ

一
九
八
九
年
五
～
六
月
の
第

一
回
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
大
会
で
は
、
先
の
独

ソ
秘
密
議
定
書
が
争
点
と
な

っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
議
長

(当
時
)
は
、
秘
密
議
定
書
は
コ
ピ
ー
だ
け
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
な
い
こ
と
、
モ
ロ
ト
フ
外
相
の
署
名
が
ド
イ
ツ
語
で
な
さ
れ
て
い
る
の
は

疑
問
を
抱
か
せ
る
こ
と
、
西
ド
イ
ツ
の
コ
ー
ル
首
相
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
あ
る
と
い
う
の
で
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
が
、
未
だ
確
認
で

き
な
い
こ
と
、
存
在
が
確
認
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
評
価
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
等
を
語
っ
て
お
り
、
真
相
の
解
明
に
消
極
的

な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
と
も
か
く
ア

・
ヤ
コ
ブ
レ
フ
を
委
員
長
と
す
る
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

八
九
年

一
二
月
の
第
二
回
人
民
代
議
員
大
会
は
、
ヤ
コ
ブ
レ
フ
委
員
会
の
報
告
を
聴
取
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
を
行
っ
た
。

そ
れ
は
秘
密
議
定
書
の
存
在
を
認
め
そ
の
内
容
を
批
判
し
た
が
、
し
か
し
バ
ル
ト
三
国
の
ソ
連
加
盟
は
こ
の
議
定
書
と
は
無
関
係
で
あ
る

と

い
う
態
度
を
と
っ
た
。
三
国
は
あ
く
ま
で
も
自
発
的
意
思
で
ソ
連
邦
に
加
盟
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
は
加
盟
共
和
国
以
下
の
地
方
議
会
の
選
挙
の
年
で
あ
っ
た
。
バ
ル
ト
三
国
の
最
高
会
議
の
選
挙
は
、
二
～
三
月
に
行
わ
れ

た
。
結
果
は
独
立
を
唱
え
る
人
民
戦
線
の
圧
勝
に
終

っ
た
。
三
国
で
は
共
産
党
も
独
立
派
と
連
邦
残
留
派
に
分
裂
し
、
人
民
戦
線
と
独
立

派
共
産
党
が
協
力
す
る
と
い
う
構
図
が
で
き
あ
が
っ
た
。
先
頭
を
切

っ
た
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
、
人
民
戦
線

(サ
ユ
ジ

ス
)
の
ラ
ン
ズ
ベ
ル

ギ

ス
議
長
が
最
高
会
議
議
長
に
、
女
性
プ
ル
ン
ス
ケ
ネ
女
史
が
首
相
に
就
任
し
、
人
民
戦
線
主
導

の
指
導
部
が
構
成
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
触
れ
た
革
命
直
後
の
ロ
シ
ア
諸
人
民
の
権
利
宣
言
以
来
、
民
族
の
自
由
な
脱
退
権
を
認
め
る
と

い
う
の
が
ソ
連
の
連

邦
制
の
大
原
則
で
あ

っ
た
。
現
行
憲
法
も
そ
の
第
七
二
条
が
、
「各
加
盟
共
和
国
に
は
ソ
連
か
ら
自
由
に
脱
退
す
る
権
利
が
維
持
さ
れ
る
」

と
規
定
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
何
の
条
件
も
定
め
ら
れ
て
い
な

い
。

ソ
連
の
憲
法
学
者
達
は
、
こ
の
点
を
も
っ
て
ブ
ル
ジ

ョ
ア
国
家
に
例

の
な
い
民
主
的
な
制
度
と
宣
伝
し
、
社
会
主
義
体
制
の
優
位
性
の
証
拠
の

一
つ
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
に
脱
退
の
動
き
が
で
て
く
る
と
、
連
邦
側
は
、
脱
退
の
手
続
を
定
め
た
法
律
が
な
い
以
上
脱
退
で
き

な
い
と
い
う
論
理
を
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使
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
こ
れ
ま
で
も
、
憲
法
や
法
律
が
人
民
の
権
利
を
い
ろ
い
ろ
定
め
て
も
、
手
続
法
の
欠
如
の
た
め
、
そ
れ
が

実
現
で
き
な
い
と
い
う
事
例
は
よ
く
あ

っ
た
。
し
か
し
こ
ん
な
こ
と
は
自
慢
に
も
な
ら
な
い
。
逆
に
手
続
法
が
な
く
て
も
、
国
家
権
力
の

発
動
の
方
は
平
気
で
行
わ
れ
て
き
た
。
九
〇
年

一
月
、
外

コ
ー
カ
サ
ス
の

一
部
地
域
に
非
常
事
態
が
宣
言
さ
れ
た
が
、
非
常
事
態
法
が
制

定
さ
れ
た
の
は
同
年
四
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
ソ
連
邦

へ
の
加
入
手
続
法
も
な
か
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
バ
ル
ト
三
国
を

強
制
加
入
さ
せ
る
こ
と
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
九
〇
年
三
月

一
一
日
、
リ
ト
ア
ニ
ア
最
高
会
議
は
つ
い
に
独
立
宣
言
を
発
し
た
。
そ
れ
は

一
九
四
〇

年
に
外
国
の
軍
隊
に
よ

っ
て
踏
み
躍
ら
れ
た
国
家
の
主
権
が
回
復
さ
れ
た
こ
と
、
今
後
独
立
国
家
と
し
て
歩
む
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

そ
し
て

一
九

一
八
年
の
独
立
に
関
す
る
リ
ト
ア
ニ
ア
会
議
の
文
書
、
お
よ
び

一
九
二
〇
年
の
民
主
的
リ
ト
ア
ニ
ア
国
家
の
復
活
に
関
す
る

憲
法
制
定
会
議
の
決
議
に
依
拠
し
、
こ
れ
ら
の
基
本
文
書
は
現
在
も
有
効
だ
と
宣
言
し
て
い
る
。
国
名
も
、
リ
ト

ア
ニ
ア

・
ソ
ビ

エ
ト
社

会
主
義
共
和
国
か
ら
、
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
へ
と
変

っ
た
。

ハ
　

　

そ
れ
に
対
し
て
第
三
回
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
大
会
は
、
三
月

一
五
日
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
独
立
宣
言
を
無
効
と
す
る
決
定
を
採
択
し
た
。

リ
ト
ア
ニ
ア
選
出
議
員
団
は
、
す
で
に
ソ
連
邦
の
人
民
代
議
員
で
は
な
い
と

い
う
理
由
で
出
席
し
て
い
な
い
。
無
効
決
定
案
を
起
草
し
た

の
は
ソ
連
邦
最
高
会
議
民
族
院
議
長

ニ
シ
ャ
ノ
フ
で
あ
る
。
し
か
し
無
効
と
す
る
根
拠
は
か
な
り
苦
し
い
。
脱
退

の
権
利
を
認
め
な
が
ら

も
、
そ
の
手
続
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
は
、
独
立
宣
言
は
、

ソ
連
憲
法
第
七
四
条

(連
邦
法
の
共
和
国
法
に
対
す
る
優
位
)
と
第
七
五
条

(ソ
連
の
領
土
は
単

一
で
あ
り
、
加
盟
共
和
国
の
領
土
を
含
む
)
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
脱
退
の
手
続
法
が
な
い
と

い
う

の
な
ら
、
少
な
く
と
も
加
入
の
際
と
同
じ
手
続
を
踏
み
、
そ
の
共
和
国
の
最
高
機
関
が
決
定
す
れ
ば
脱
退
で
き
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

大
会
で
の
討
議
で
は
、
独
立
宣
言
の
た
め
に
は
人
民
投
票
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
も
あ

っ
た
が
、
加
入
に
際
し
て
は
そ
の
よ
う
な
手
続
は

と
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
加
入
の
際
の
欺
購
的
な
選
挙

・
加
入
決
定
と
違
い
、
今
回
は
民
主
的
な
手
続
を
経
て
、
民
衆
の
圧
倒
的
支
持

を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。



ソビエ ト連邦体制の動揺 と新連邦条約への道919

も

っ
と
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
会
代
議
員
の
発
言
の
な
か
に
、
次
の
よ
う
な
反
論
が
あ

っ
た
。

つ
ま
り

「軽
率
な
結
婚
も
、
簡
単

に
は
離
婚
で
き
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
婚
姻
法
上
、
た
と
え
軽
率
な
結
婚
で
あ
っ
て
も
、
離
婚
の
た
め
に
は

一
定
の
条
件

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
は
、
結
婚
な
し
に
は
離
婚
も
あ
り
え
な
い
と
い
う
反
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
リ
ト

ア
ニ
ア
は

ソ
連
邦
に
加
盟
し
て
い
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
比
喩
を
使
う
と
す
れ
ば
、
軽
率
な
結
婚
で
は
な
く
、
「強
制
結
婚
」

の
場
合
を
当
て
は
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
強
制
結
婚
は
最
初
か
ら
無
効
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
リ
ト
ア
ニ
ア
側
は
、
ソ
連
か
ら
脱
退
す
る
と
言

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

一
九
四
〇
年
の
加
入
自
体
が
強
制
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
リ
ト
ア
ニ
ア
人
民
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
独
立
宣
言

に
反
対
す
る
な
ら
、

こ
の
点
に
つ
い
て
反
論
す
べ
き
で
あ
る
。
実
際
大
会
で
は
そ
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

ニ
シ
ャ
ノ
フ
を
は
じ
め
だ
れ
も
反
論

で
き
な
か
っ
た
事
実
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
独
立
宣
言
の
正
当
性
を
物
語

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
大
会
に
、
こ
の
よ

う
な
決
定
を
行
う
権
利
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
る
。
詳
細
を
論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、
大
会
の
制
度
を
設
け
た
八
八
年
の
憲

法
改
正
過
程
で
は
、
大
会
の
そ
の
よ
う
な
権
限
は
否
定
さ
れ
た

(原
案
に
あ

っ
た
も
の
が
削
除
さ
れ
た
)
か
ら
で
あ

る
。

そ
の
他
リ
ト
ァ
ニ
ア
の
独
立
を
め
ぐ

っ
て
は
、
具
体
的
な
論
点
が
い
ろ
い
ろ
提
起
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
首
都
ビ
リ
ニ
ュ
ス
市
は
本
来

白

ロ
シ
ア
の
も
の
で
あ
る
と
か
、

一
九
三
九
年
ま
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
占
領
さ
れ
て
い
た
た
め
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
多

い
こ
と
を
根
拠
に
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
自
治
区
を
創
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
も
あ
っ
た
。
軍
港
ク
ラ
イ
ペ
ダ
市
の
扱
い
も
問
題
と
さ
れ
た
。

一
九

一
八
年
ま
で

ク
ラ
イ
ペ
ダ
は
東
プ

ロ
シ
ア
の

一
部
で
あ
り
、
そ
れ
は
四
五
年
に
は
じ
め
て
リ
ト
ァ
ニ
ァ
の
一
部
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。

マ
ス
リ

ュ
コ
フ

(ゴ
ス
プ
ラ
ン
議
長
)
は
、
経
済
上
の
間
題
点
を
指
摘
し
た
。
彼
に
よ
る
と
、
連
邦
財
産
の
使
用

に
対
す
る
債
務
、
経

済
関
係
断
絶
に
伴
な
う
損
失
、
対
外
債
務
の
リ
ト
ア
ニ
ァ
負
担
部
分
、
脱
退
に
反
対
す
る
市
民

(
ソ
連
邦
の
他
の
地
域
に
移
住
す
る
こ
と

に
な
る
)
に
対
す
る
補
償
、
軍
事
設
備
の
撤
去
等
の
費
用
な
ど
を
ど
う
す
る
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
独
立
に
よ
っ
て
国
民

経
済
に
与
え
る
損
害
は

一
八
○
～
二
〇
〇
億
ル
ー
ブ
ル
に
達
す
る
が
、
こ
れ
は
リ
ト
ア
ニ
ア
の
国
民
所
得
の
二
倍
に
相
当
す
る
と
い
う
。
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さ
ら
に
こ
の
間
の
リ
ト
ア
ニ
ア
ヘ
の
投
資
は
五
〇
〇
億
ル
ー
ブ
ル
に
達
し
、
ソ
連
邦
加
盟
時
は
最
も
貧
し
か

っ
た
同
共
和
国
が
、
今
日
で

ハ
　

り

は
最
も
豊
か
な
国
に
な
っ
た
と
い
う
。
彼
は
こ
れ
ら
の
損
失
の
補
償
を
要
求
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
リ
ト
ア
ニ
ア
の
独
立
宣
言
を
無
効
と
す
る
決
定
は
、
賛
成

一
、
四
六
三
、
反
対
九
四
、
保
留

一
二
八
で
可
決
さ
れ
た
。
圧
倒

的
多
数
の
賛
成
で
は
あ
る
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
議
員
団
を
は
じ
め
、
棄
権

・
欠
席
者
が
五
六
〇
人
も
い
る
。
三
月
末
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統

領
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
最
高
会
議
と
リ
ト
ア
ニ
ア
人
民
宛
に
ア
ピ
ー
ル
を
発
し
、

一
連
の
決
定
を
取
り
消
す
よ
う
促
し

て
い
る
が
、
そ
の
内

容
は
か
な
り
強
硬
な
も
の
で
、
や
や
脅
迫
じ
み
た
と
こ
ろ
さ
え
あ
る
。

次
い
で
九
〇
年
三
月
三
〇
日
に
は
エ
ス
ト

ニ
ア
共
和
国
も
独
立
を
宣
言
し
、
五
月

一
六
日
に
は
独
立
移
行
期
問
中

の
国
家
統
治
の
原
則

を
定
め
た
法
律
を
制
定
し
た
。
そ
れ
は
、

一
九
四
〇
年
以
前
か
ら
の
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
は
現
在
も
続
い
て
お
り
、
た
だ

一
九
四
〇
年
以

来
そ
れ
は
ソ
連
に
よ
る
不
法
な
占
領
下
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
認
識
を
示
し
て
い
る
。

ソ
連
と
の
関
係
は
、

エ
ス
ト

ニ
ア
の
独
立

を
認
め
た

一
九
二
〇
年
の
エ
ス
ト
ニ
ア

・
ロ
シ
ア
間
の
タ
ル
ト
ゥ
条
約
に
基
い
て
形
成
さ
れ
る
と

い
う
。
エ
ス
ト

ニ
ア
の
国
家
機
関
、
裁

判
機
関
、
検
察
庁
等
が
ソ
連
邦
の
旧
上
級
機
関
か
ら
分
離
さ
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
な
お
国
名
も
、

エ
ス
ト

ニ
ア

・
ソ
ビ
エ

ト
社
会
主
義
共
和
国
か
ら
、
エ
ス
ト

ニ
ア
共
和
国
に
変

っ
た
。

た
だ
リ
ト
ア
ニ
ア
と
異
っ
て
、
エ
ス
ト

ニ
ア
の
場
合
は
、
す
で
に
独
立
を
達
成
し
た
と
い
う
た
て
ま
え
は
と

っ
て
い
な
い
。
今
、
独
立

性

の
回
復
過
程
が

「開
始
」
さ
れ
た
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
独
立

へ
の
移
行
過
程
に
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
エ
ス

ト
ニ
ア
の
独
立
宣
言
に
対
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
合
法
性
保
障
権
を
発
動
し
、
そ
れ
を
無
効
と
宣
告
し
た
。

さ
て
五
月
四
日
に
は
、
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
が
独
立
を
宣
言
し
た
。
そ
の
基
本
的
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ラ
ト
ビ
ア
は

一
九

一
八

年
に
独
立
を
宣
言
し
、

一
九
二
〇
年
の
ロ
シ
ア
と
の
条
約
で
そ
れ
が
承
認
さ
れ
た
。

一
九
二
二
年
に
は
憲
法
を
制
定
し
て
い
る
。

一
九
四

〇
年
の
ソ
連
邦
加
盟
は
無
効
で
あ
り
、
現
在
も

一
九
二
二
年
の
憲
法
が
有
効
で
あ
る
。
国
名
を
ラ
ト
ビ
ア

・
ソ
ビ

エ
ト
社
会
主
義
共
和
国

か
ら
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
に
変
更
す
る
。
現
在
は
独
立
回
復
ま
で
の
移
行
期
で
あ
り
、
ソ
連
邦
と
の
交
渉
を
開
始
す
る
。
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ラ
ト
ビ
ア
の
場
合
も
、

エ
ス
ト
ニ
ア
同
様
現
在
を
独
立

へ
の
過
渡
期
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ラ
ト
ビ
ア
の
独
立
宣
言
に
対
し
て
も
、
ゴ

ハ
　

　

ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
そ
れ
を
無
効
と
宣
告
し
た
。

さ
て
、
憲
法
の
認
め
る
ソ
連
邦
か
ら
の
脱
退
権
を
行
使
す
る
手
続
が
な
い
と
い
う
立
法
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
、

一
九
九
〇
年
四
月
三

日
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
は
ソ
連
邦
脱
退
法
を
制
定
し
た
。
そ
の
基
本
的
内
容
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

加
盟
共
和
国
の
脱
退
の
決
定
は
人
民
投
票
の
方
法
で
行
わ
れ
る
。
脱
退
の
決
定
に
は
、
有
権
者

(投
票
者
で
は
な
く
)
の
三
分
の
二
以

上
の
賛
成
が
必
要
で
あ
る
。
ソ
連
邦
最
高
会
議
は
、
人
民
投
票
が
法
律
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
と
き
は
、
問
題
の
審
理

を
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
大
会
に
委
ね
る
。
大
会
は
五
年
以
下
の
移
行
期
間
を
設
定
す
る
。
移
行
期
間
中
に
、
軍
隊

・
軍
事
施
設
の
処
理
、

他
の
加
盟
共
和
国
と
の
関
係
の
整
理
、
脱
退
す
る
加
盟
共
和
国
内
部
の
自
治
共
和
国
そ
の
他
の
少
数
民
族
の
扱
い
、
連
邦
と
の
財
産
の
分

割
、
経
済
関
係
の
処
理
、
国
際
条
約
の
処
理
等
々
の
諸
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
移
行
期
間
中
の
最
後

の
年
に
、
脱
退
の
意

思
を
確
認
す
る
た
め
の
第
二
の
人
民
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
有
権
者
の

一
〇
分
の

一
以
上
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
必
ず
第
二
の
人
民

投
票
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
移
行
期
が
終
了
し
た
時
、
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
諸
問
題
の
処
理
が
終

っ
た
時

は
、
ソ
連
邦
人
民
代

議
員
大
会
が
召
集
さ
れ
、
手
続
の
完
了
を
確
認
す
る
決
定
が
採
択
さ
れ
る
。
そ
の
瞬
間
か
ら
そ
の
共
和
国
は
ソ
連
邦

か
ら
脱
退
し
た
と
み

な
さ
れ
る
。

脱
退
す
る
共
和
国
の
市
民
は
、
脱
退
に
際
し
て
国
籍
選
択
の
自
由
を
有
す
る
。
例
え
ば
リ
ト
ア
ニ
ア
が
ソ
連
邦
か
ら
脱
退
し
て
も
、
ソ

連
邦
市
民
に
留
ま
る
者
は
そ
れ
が
許
さ
れ
る
。
彼
は
そ
の
ま
ま

ソ
連
邦
市
民
と
し
て
リ
ト
ア
ニ
ア
に
残
留
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
ソ
連

邦
に
移
住
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
前
者
の
場
合
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
留
ま
る
ソ
連
市
民
は
い
か
な
る
差
別
も
受
け
て
は
な
ら
な
い
し
、
後
者

の
場
合
は
、
脱
退
す
る
共
和
国
は
移
住
に
伴
う
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
脱
退
法
に
よ
る
脱
退
承
認
の
条
件
は
か
な
り
厳
し
い
。
今
日
ど
の
共
和
国
で
も
他
民
族
、
と
り
わ
け
ロ
シ
ア
人
が
数
多
く
流
入
し
、

固
有
民
族
の
構
成
比
率
が
低
下
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
リ
ト
ア
ニ
ア
の
場
合
は
リ
ト
ア
ニ
ア
人
の
比
率
が
高
く
、
約
八
割
を
占
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め
て
い
る
。
し
か
し
エ
ス
ト
ニ
ア
は
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
る
し
、
ラ
ト
ビ
ア
は
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
言
わ
れ
る
。
実
際
に
は
ラ
ト

ビ
ア
は
す
で
に
半
分
を
割

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
も
基
準
と
な
る
の
は
有
権
者
数
で
あ
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
場
合
、
仮
に
投
票
率

が
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
リ
ト
ア
ニ
ア
人
全
員

(有
権
者
の
八
割
)
が
脱
退
に
賛
成
し
た
と
し
て
も
、
賛
成
率
は
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

り
、
三
分
の
二
に
届
か
な
い
の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
五
月
に
、

エ
ス
ト

ニ
ア
共
和
国
で
行
わ
れ
た
世
論
調
査
が
あ
る

(数
字
は
パ
ー
セ
ン
ト
)
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
エ
ス
ト
ニ

ア
人
の
場
合
、
独
立
賛
成
ー
九
三
、
ソ
連
邦
の
枠
内
で
の
経
済
的
自
立

(連
邦
)
1
二
、
ソ
連
邦
の
枠
内
で
の
政
治
的

・
経
済
的
自
立

(国

家
連
合
)
ー
三
で
あ
る
。
非
エ
ス
ト
ニ
ア
系
市
民
の
場
合
、
独
立
賛
成
-
三
〇
、
連
邦
-

二
四
、
国
家
連
合
-

三
二
で
あ
る
。
合
わ
せ
て

約
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
住
民
が
独
立
を
支
持
し
て
い
る
計
算
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
人
民
投
票
を
行

っ
て
投
票
率
が
九
割
に
達
す
れ
ば
、

三
分
の
二
の
賛
成
は
獲
得
で
き
そ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
先
の
ソ
連
邦
脱
退
法
に
よ
れ
ば
、
脱
退
を
最
終
的
に
承
認
す
る
の
は
ソ
連
邦
の
人
民
代
議
員
大
会
と
な

っ
て
い
る
。
ソ
連
の
法

律
で
は
、
「承
認
」
が
実
質
的
な
意
味
を
も

つ
場
合
と
、
形
式
的
な

「確
認
」
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の

区
別
は
ソ
連
人
に
お
い
て
も
明
確
で
は
な
い
。
大
会
が
脱
退
を
承
認
す
る
行
為
も
、
念
の
た
め
に
確
認
す
る
だ
け
か
、
そ
れ
と
も
実
質
的

な
判
断
を
加
え
て
、
「脱
退
は
ソ
連
邦
お
よ
び
他
の
共
和
国
等
々
に
損
害
を
与
え
る
か
ら
許
さ
れ
な
い
」
と
い
っ
た
決
定
が
可
能
な
の
か

否
か
明
ら
か
で
な
い
の
で
あ
る
。
本
件
の
場
合
、
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
大
会
の
承
認
は
単
な
る
形
式
的
確
認
行
為
だ
と
解
せ
ら
れ
る
。

人
民
投
票
で
脱
退
の
意
思
が
表
示
さ
れ
、
移
行
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
、
脱
退
を
認
め
る
以
外
に
な
い
。

し
か
し
ソ
連
で
は
こ
の
種
の
常
識
は
な
か
な
か
通
用
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
点
で
気
懸
り
な
の
は
、
先
の
法
律
が
、
大
会
は

「
一

方
で
脱
退
し
よ
う
と
し
て
い
る
共
和
国
と
、
他
方
で
ソ
連
邦
、
加
盟
共
和
国
、
自
治
共
和
国
、
自
治
構
成
体

(自
治
州

・
自
治
区
)
、
そ

の
他
の
民
族
集
団
の
利
益
に

一
致
し
、
そ
の
主
張
を
満
足
さ
せ
る
か
た
ち
で
手
続
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
」
と
い
う
表
現
を
と
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
脱
退
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
と

い
う
気
が
し
て
く
る
。
脱
退
に
際
し
て
、
関
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係
者
全
員
が
利
益
を
受
け
満
足
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
ソ
連
邦
は
、
移
行
期
問
中
の
懸
案

の
処
理
に
際
し
て
無

理
難
題
を
吹

っ
か
け
、
問
題
が
未
処
理
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
脱
退
を
拒
否
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
い
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
脱
退
の
可

否
が
最
終
的
に
は
連
邦
の
意
思
に
懸
か
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ソ
連
邦
が
大
原
則
と
し
て
き
た
連
邦
脱
退
権
は
画
餅
に
帰
し
て
し
ま
う
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
、

エ
ス
ト
ニ
ア
と
ラ
ト
ビ
ア
の
独
立
宣
言
を
無
効
と
宣
告
し
た
が
、
そ
の
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
こ
の
脱
退

法

の
手
続
を
踏
ん
で
い
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
の
独
立
宣
言
は
脱
退
法
の
制
定
さ
れ
る
前
だ

っ
た
か
ら
、
そ
の
手
続
に

依

っ
て
い
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
。
い
ず
れ
に
し
ろ
バ
ル
ト
三
国
は
、
ソ
連
邦
か
ら
脱
退
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
加
盟
自
体
が

無
効
で
あ
り
、
初
め
か
ら
連
邦
に
は
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
法
律
に
従
う
意
思
は
な
い
。
ま
た
そ
れ
が
正
し

い
態
度
だ
と
思
う
。

さ
て
バ
ル
ト
三
国
の
独
立
宣
言
後
、

エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
は
現
在
独
立

へ
の
移
行
期
問
中
と

い
う
態
度
を
と

っ
て
お
り
、
連
邦
と

の
間
に
な
お
接
点
が
あ

っ
た
。
し
か
し
リ
ト
ア
ニ
ア
は
す
で
に
独
立
を
完
了
し
た
と
い
う
た
て
ま
え
の
も
と
に
、
具
体
的
な
実
効
措
置
を

と

ろ
う
と
し
て
い
た
。
例
え
ば

ソ
連
軍
の
徴
兵
事
務
を
中
止
し
、
独
自
軍
の
創
設
を
計
画
す
る
等
の
行
動
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ま
ず
リ
ト

ア

ニ
ア
が
連
邦
の
攻
撃
の
標
的
と
な

っ
た
。
九
〇
年
三
月
二

一
日
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
、
大
統
領
就
任
後
最
初
の
実
質
的
な
意
味

を
も
つ
大
統
領
令
に
署
名
し
た
が
、
そ
れ
は
リ
ト
ア
ニ
ア
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
武
器
の
提
出
な
ど
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時

期

ソ
連
軍
が
出
動
し
て
諸
施
設
を
接
収

・
警
備
し
た
り
、
ソ
連
軍
か
ら
脱
隊
し
て
リ
ト
ア
ニ
ア
に
帰
還
し
た
兵
士
を
連
行
し
た
り
し
て
緊

張
が
山口同
ま

っ
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
に
、
大
統
領
直
轄
統
治
を
導
入
す
べ
き
だ
と
す
る
主
張
も
現
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

「大
統
領
直
轄
統
治

法
」
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
法
律
は
ま
だ
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
脱
退
法
が
な
い
こ
と
を
根
拠
に
脱
退
は
認
め
ら
れ
な

い
と

い
う
論
理
を
使

っ
て
き
た
連
邦
側
で
あ
る
が
、
大
統
領
統
治
法
の
欠
如
は
そ
の
導
入
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。

リ
ト
ア
ニ
ァ
側
は
ソ
連
政
府
と
の
話
し
合
い
を
呼
び
か
け
た
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
独
立
宣
言
の
撤
回
が
そ
の
条
件
に
な
る
と

し
て
拒
否
し
続
け
た
。
そ
し
て
四
月

一
七
日
、
ソ
連
側
は
リ
ト
ア
ニ
ア
に
対
す
る
経
済
封
鎖
を
開
始
し
、
天
然
ガ
ス
の
供
給
を
削
減
す
る
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な
ど
の
措
置
を
と

っ
た
。
そ
の
後
経
済
封
鎖
は
徐
々
に
強
化
さ
れ
た
。
筆
者
は

「リ
ト
ア
ニ
ア
の
声
」

(独
立
宣
言
前
は

「
ソ
ビ
エ
ト

・

リ
ト
ア
ニ
ア
」)
と

い
う
日
刊
紙
を
購
読
し
て
い
る
が
、
経
済
封
鎖
後
は
紙
が
ゴ
ミ
袋
の
よ
う
な
粗
末
な
も
の
に
変
り
、
紙
面
も
子
供
の

学
級
新
聞
の
よ
う
な
感
じ
の
も

の
に
な
っ
て

(日
本
の
新
聞
の

一
面
を
四
つ
折
り
し
た
だ
け
の
分
量
)
、
驚
い
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
後

両
者
の
交
渉
で
、
九
〇
年
六
月
末
、
リ
ト
ア
ニ
ア
側
は
独
立
宣
言
の

一
時
凍
結
を
決
定
、
同
時
に
ソ
連
邦
の
経
済
封
鎖
も
解
除
さ
れ
た
。

ソ
連
邦
と
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
代
表
団
の
第

一
回
会
談
は
、
九
〇
年

一
〇
月
二
日
に
行
わ
れ
た
。
会
談
後
リ
ト

ア
ニ
ァ
側
は
、
と
も

か
く

「
一
歩
が
踏
み
だ
さ
れ
た
」
、
「長
い
道
の
り
だ
が
出
だ
し
は
好
調
」
と
い
っ
た
好
意
的
な
反
応
を
示
し
て
い
た
。
第
二
回
会
談
は
九

〇
年

一
〇
月
二
〇
日
に
開
か
れ
た
が
、
具
体
的
な
進
展
は
み
ら
れ
ず
、
以
後
膠
着
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

同
じ
く
独
立
を
宣
言
し
た
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ

ア
と

ソ
連
邦
の
関
係
に
つ
い
て
も
前
進
は
な
い
。
九
〇
年
七
月
、
ソ
連
邦
最
高
会
議

幹
部
会
は
、
バ
ル
ト
三
国
人
民

へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
発
し
、
新
連
邦
条
約
に
よ
る
新
し
い
主
権
社
会
主
義
共
和
国
連
邦

の
枠
組
の
な
か
で
問

題
を
解
決
す
る
よ
う
訴
え
て
い
る
。
し
か
し
バ
ル
ト
側
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
。
九
〇
年
八
月
、

エ
ス
ト
ニ
ァ
最
高
会
議
は
、
「
エ
ス
ト
ニ

ア
共
和
国
と
ソ
連
邦
の
関
係
に
つ
い
て
の
決
定
」
を
採
択
し
、
ソ
連
と
の
交
渉
で
は
、
エ
ス
ト

ニ
ア
の
独
立
を
承
認
し
た

一
九
二
〇
年
の

ロ
シ
ア
と
の
条
約
や
、
独
立
宣
言
と
そ
れ
以
後
の

一
連
の
関
係
法
令
が
出
発
点
と
な
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
。
ま
た
エ
ス
ト
ニ
ア
領

土
上
に
ソ
連
軍
が
駐
留
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
声
明
を
発
し
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
こ
の
決
定
を

ソ
連
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
と
決
め
つ
け
た
。

今
回
ば
大
統
領
令
と
い
う
形
式
は
と
ら
ず
、
た
だ
の
声
明
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
声
明
も
新
連
邦
条
約
の
枠
内
で
の
解
決
を
訴
え
、
条
約

案
作
成

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
し
か
し
バ
ル
ト
側
に
は
応
じ
る
気
配
は
な
く
、
九
〇
年
七
月
に
は
、
ソ
連

へ
の
併
合
前
に
存
在

し
た
バ
ル
ト
国
家
評
議
会
を
復
活
さ
せ
、
バ
ル
ト
三
国
の
連
帯
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
九
〇
年

一
一
月
に
パ
リ
で
全

欧
安
保
協
力
会
議
が
開
か
れ
た
際
、
バ
ル
ト
国
家
評
議
会
は
声
明
を
発
表
し
、
バ
ル
ト
諸
国
は
ソ
連
邦
の

一
部
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
を

　
ら

　

喚
起
し
、
そ
の
立
場
を
支
持
す
る
よ
う
訴
え
て
い
る
。
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そ
の
後
も
、
こ
れ
ら
三
国
は
、
独
自
の
行
動
を
と
り
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
ラ
ト
ビ
ア
は
独
自
の
税
関
の
設
置
を
、

エ
ス
ト
ニ
ア
は

パ
ス
ポ
ー
ト
に
代
る
独
自
の
身
分
証
の
発
行
を
決
定
し
た
り
し
て
い
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
は
独
自
の
検
察
組
織
を
創
り
、
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和

国
最
高
会
議
に
の
み
従
属
す
る
検
事
総
長
の
ポ
ス
ト
を
設
け
た
。
こ
れ
ま
で
ソ
連
の
検
察
組
織
は

一
枚
岩
の
集
権
体
制
を
と

っ
て
お
り
、

検
事
総
長
は
ソ
連
邦
に
の
み
存
在
し
た
。
共
和
国
の
検
事
は
連
邦
検
事
総
長
に
の
み
従
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
リ
ト
ァ
ニ
ア
は
、

そ
の
市
民
に
対
し
て
ソ
連
軍
の
徴
兵
に
は
応
じ
な
い
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
さ
ら
に
新
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト
制
も
導
入
し
た
。

特
に
バ
ル
ト
三
国
で
は
、
駐
留
す
る
ソ
連
軍
を
占
領
軍
と
捉
え
、
反
軍
運
動
を
行

っ
て
い
る
。
ソ
連
軍
の
徴
兵
活
動
に
協
力
せ
ず
、
リ

ト
ア
ニ
ア
で
は
独
自
の
郷
土
防
衛
隊
を
組
織
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ラ
ト
ビ
ア
で
は
軍
人
と
そ
の
家
族
の
居
住
登
録
を
認
め
ず
、水
道

・

ガ
ス
を
止
め
た
り
、
軍
人
の
子
供

へ
の
教
育
を
有
料
に
し
た
り
し
て
い
る
と
軍
の
側
は
批
判
し
て
い
る
。
連
邦
中
央
に
忠
実
な
ラ
ト
ビ
ア

共
和
国
の
検
察
庁
も
、
ラ
ト
ビ
ア
最
高
会
議
の
軍
人
差
別
を
憲
法
違
反
と
す
る
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。

九
〇
年

一
一
月
以
降
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
指
導
部
の
強
硬
姿
勢
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、

一
一
月
二

一
日
に
は

バ
ル
ト
国
家
評
議
会
が
ソ
連
邦
最
高
会
議
宛
の
ア
ピ

ー
ル
を
採
択
し
、
バ
ル
ト
三
国

へ
の
攻
撃
を
止
め
る
よ
う
訴
え
た
。
ま
た
新
連
邦
条

約
に
は
参
加
し
な
い
が
、
政
治

・
経
済
協
力
の
た
め
の
条
約
を
締
結
す
る
用
意
は
あ
る
と
声
明
し
た
。

一
二
月

一
日
に
は
バ
ル
ト
三
国
の

最
高
会
議
の
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、
独
立
支
援
を
求
め
た
全
世
界
の
議
会

へ
の
ア
ピ
ー
ル
や
、
第
四
回
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
大
会
へ
の

ア
ピ
ー
ル

(新
連
邦
条
約

へ
の
不
参
加
、

ソ
連
軍
の
駐
留
に
対
す
る
批
判
)
、
軍
人
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
な
ど
を
採
択
し
て
い
る
。

九
〇
年

一
二
月
に
な

っ
て
、
経
済
危
機
、
連
邦
解
体
の
危
機
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
保
守

・
反
動
勢
力
の
圧
力
が

一
段
と
強
ま

っ
た
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
も
、
こ
れ
ま
で
の
寛
容
な
態
度
が
裏
目
に
で
て
危
機
を
深
め
た
と
し
て
、
強
硬
姿
勢
に
転
じ
る
気
配
を
み
せ
た
。

バ
ル
ト
三
国
そ
の
他
に
非
常
事
態
を
宣
言
し
、
大
統
領
直
轄
統
治
を
導
入
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
噂
が
拡
ま

っ
た
。
そ
の
な
か
で

一

二
月

一
九
日
、

エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
最
高
会
議
は
、
連
邦
政
府
の
介
入
を
回
避
す
る
た
め
、
独
立

へ
の
動
き
を

一
時
中
断
す
る
と
い
う
決

定
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
他
方
で
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
、
ソ
連
に
よ
る
軍
事
支
配
の
導
入
に
備
え
て
、
抵
抗
運
動
の
組
織
化
を
進
め
て
い
る
。
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独
立
達
成
に
は
な
お
困
難
な
道
程
が
予
想
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
。

さ
て
、
独
立
を
宣
言
し
た
の
は
バ
ル
ト
三
国
だ
け
で
は
な
い
。

ア
ル
メ
ニ
ァ
共
和
国
最
高
会
議
も
、

一
九
九
〇
年
八
月
独
立
宣
言
を
発
し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
国
名
を
ア
ル
メ
ニ

ア

.
ソ
ビ

エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
か
ら
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
に
変
え
る
。
同
共
和
国
で
は
ア
ル
メ
ニ
ア
の
憲
法
と
法
律
の
み
が
有
効
で
あ

る
。
共
和
国
の
安
全
保
障
と
国
境
防
衛
の
た
め
、
固
有
の
軍
隊
、
内
務
軍
、
国
家

・
社
会
保
安
機
関
を
創
設
す
る
。
言
論

・
出
版

・
信
教

の
自
由
を
保
障
す
る
。
国
際
法
上
の
主
体
と
し
て
独
立
し
た
外
交
政
策
を
推
進
す
る
。
新
し
い
国
旗
も
制
定
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
ア

ル
メ
ニ
ア
の
独
立
運
動
は
や
や
沈
滞
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

グ
ル
ジ
ア
共
和
国
最
高
会
議
は
、

一
九
九
〇
年
三
月
に
主
権
保
護
決
定
を
採
択
し
、

一
九
二
〇
年
の
不
可
侵
条
約

に
違
反
し
て
、

一
九

二

一
年
に
赤
軍
が
不
法
に
グ
ル
ジ
ア
に
進
入
し
た
こ
と
、
そ
の
後
の

一
九
二
二
年
の
ソ
連

へ
の
併
合
は
無
効
で
あ
る
こ
と
等
を
宣
言
し
、

独
立
回
復
の
た
め
の
交
渉
の
開
始
を
要
求
し
た
。

一
九
九
〇
年
六
月
、
同
最
高
会
議
は
、
独
立
回
復
の
た
め
の
法
的

メ
カ

ニ
ズ
ム
の
創
設

に
つ
い
て
決
定
し
、
独
立
に
向
け
て
不
屈
の
運
動
を
展
開
し
て
い
く
決
意
を
表
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、

一
〇
月
の
グ
ル
ジ
ア
最

高
会
議
の
選
挙
で
、
独
立
を
要
求
す
る

「自
由
グ
ル
ジ
ア
円
卓
会
議
」
が
圧
勝
し
、
非
共
産
党
の
政
権
が
誕
生
し
た
。
九
〇
年

二

月
、

新
最
高
会
議
は
国
名
を

「
グ
ル
ジ
ア

・
ソ
ビ

エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
」
か
ら

「グ
ル
ジ
ア
共
和
国
」
に
改
め
、
新
国
旗

・
国
歌
を
制
定
し

た
。
新
政
権
は
独
立

へ
向
け
て
移
行
期
に
入

っ
た
こ
と
を
宣
言
し
た
が
、
そ
の
期
問
に
長
さ
に
つ
い
て
は
状
況
に
依
存
す
る
と
し
て
い
る
。

さ
て
バ
ル
ト
三
国
の
場
合
は
、

一
九
四
〇
年
の
併
合
そ
の
も
の
が
違
法
で
あ
っ
た
と
い
う
王
張
で
あ
り
、
ソ
連
邦
か
ら
の
脱
退
で
は
な

い
、
つ
ま
り
ソ
連
邦
脱
退
法
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
と
グ
ル
ジ
ア
の
場
合
は
ど
う
か
。
こ
の
二
国
の
場
合

は
、

一
九
二
〇
～
二

一
年
の
赤
軍
の
侵
入
に
よ
る
ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
誕
生
を
違
法
と
み
な
し
、

一
九
二
二
年
の
ソ
連
邦
の
結
成
に
よ
る
こ

れ
ら
の
共
和
国
の
ソ
連
邦

へ
の
加
入
が
、
そ
の
自
由
意
思
に
基
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
バ
ル
ト
三
国
と
同
じ
よ
う

に
、
ソ
連
邦
脱
退
法
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
ソ
連
邦

へ
の
加
入
自
体
が
無
効
で
あ
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
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外
コ
ー
カ
サ
ス
で
は
、
ロ
シ
ア
革
命
後
の

一
九
二
〇
年
に

一
旦
は
独
立
を
達
成
し
、
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ

(共
産
党
)
と
対
立
し
た
メ
ン
シ

ェ

ビ
キ

(穏
健
社
会
主
義
者
)
系
の
政
権
が
成
立
し
て
い
た
が
、
同
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
国
内
の
武
装
蜂
起
と

ロ
シ
ア
赤
軍
の
侵
入
を
受

け
て
崩
壊
し
た
。
そ
の
点
で
は
こ
の
二
国
の
主
張
に
も
根
拠
が
あ
る
。
さ
ら
に
今
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
央
ア
ジ
ア
な
ど
に
つ
い
て
も
、

歴
史
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ソ
連
邦
は
最
後
の

「
帝
国
」
で
あ
り
、
そ
の
崩
壊
は
必
至
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

そ
の
崩
壊

・
再
生
の
苦
し
み
は
少
な

い
ほ
ど
よ
い
。
民
族
の
自
治
権
を
尊
重
し
、
独
立
を
望
む
民
族
に
は
す
べ
て
そ
れ
を
認
め
、
身
軽
に

な
る
こ
と
が
、

ソ
連
"
ロ
シ
ア
に
と

っ
て
も
再
建
の
最
善
の
道
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
。

4321765

拙
稿

「
ソ
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会

の
ド
ラ

マ
的
展
開
」

(『神
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法
学
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』

第
五
号
、

一
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年
)
第
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「
ソ
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の
崩
壊
と
大
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上
バ
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ト
三
国

の
独
立
宣
言
と
、
連
邦
側

の
そ
れ
を
無
効
と
宣
告
し
た
文
書

の
邦
訳
は
次
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。

「
ソ
連

の
憲
法
体
制

・
連

邦
制
度
を

め
ぐ

る
最
近
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状
況
」
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法
学
年
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、

一
九
九
〇
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(
三
)
主
権
宣
言

こ
れ
ま
で
ソ
連
邦
は

一
五
の
加
盟
共
和
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
き
た
。

た
。
全
体
と
し
て
の
ソ
連
邦
も
、
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
加
盟
共
和
国
も
、
ソ
連
憲
法
上
こ
の

一
五
の
共
和
国
は
主
権
国
家
と
さ
れ
て
い

と
も
に
主
権
国
家
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
主
権
は
本
来
単

一
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不
可
分
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
二
重
主
権
体
制
は
、
そ
も
そ
も
主
権
概
念
に
矛
盾
し
て
い
る
。
ま
た

二
重
主
権
の
よ
う
な
緊

張
を
孕
ん
だ
体
制
は
、
長
期
的
に
は
安
定
し
た
体
制
と
は
な
り
え
な
い
。
実
際
に
加
盟
共
和
国
の
主
権
が
空
文
に
帰
し
て
い
た
こ
と
は
今

日
で
は
だ
れ
も
疑
わ
な
い
。
た
だ

ソ
連
邦
が
近
代
的
な
意
味
で
の
集
権
国
家
で
は
な
く
、
半
封
建
的
な
地
方
割
拠
体
制
に
な

っ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
加
盟
共
和
国
が
そ
れ
な
り
の
独
自
の
存
在
意
義
を
も

っ
て
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
前
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
噴
出
す
る
民
族
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

一
九
八
九
年
九
月
に
採
択
さ
れ
た

ソ
連
共
産
党
の
民
族
綱

領
は
、
新
連
邦
条
約
の
締
結
と
連
邦
関
係
の
刷
新
を
提
起
し
て
い
た
。
連
邦
条
約
を
結
び
直
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
前
提
と
し

て
、
各
共
和
国
は
自
ら
の
主
権
的
立
場
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
主
権
国
家

の
存
在
を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
、
そ
の

自
由
意
思
に
基
く
連
邦
の
形
成
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
各
共
和
国
の

「主
権
病
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
現
象
が
生
じ
る

こ
と
に
な

っ
た
。

バ
ル
ト
三
国
で
は
、
す
で
に
新
連
邦
条
約
が
問
題
に
な
る
前
の

一
九
八
八
年
以
来
、
独
立
運
動
の
激
化
に
伴

っ
て
主
権
宣
言
を
行
う
動

き
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
新
連
邦
条
約
の
問
題
と
は
無
関
係
に
、
独
立
へ
の
第

一
歩
と
し
て
の
主
権
宣
言
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
た
て

ま
え
上
加
盟
共
和
国
は
主
権
国
家
で
あ
っ
た
か
ら
、
主
権
を
宣
言
す
る
こ
と
自
体
は
既
存

の
体
制
に
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
連
邦
側

と
し
て
も
対
処
の
し
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し

一
九
九
〇
年
に
な
り
新
連
邦
結
成
が
日
程
に
上
る
と
、主
権
宣
言
を
行
う
動
き
は
他
の
共
和
国
に
も
急
速

に
拡
が
っ
て
い
っ
た
。

新
連
邦
条
約
を
前
に
し
て
、
各
共
和
国
は
、
そ
の
前
提
条
件
を
前
面
に
押
し
だ
し
、
自
国
の
立
場
を
有
利
に
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ら
主
権
宣
言
の
な
か
に
は
か
な
り
過
激
な
内
容
を
含
ん
で
い
て
、
連
邦
の
立
場
と
真

っ
向
か
ら
衝
突
す

る
も
の
も
あ
る
が
、
必

ず
し
も
額
面
ど
お
り
に
受
け
と
る
べ
き
で
は
な
い
。
無
理
を
承
知
の
上
で
、
条
件
闘
争
を
行
う
材
料
と
し
て
、
戦
術
的
に
過
激
な
こ
と
を

言

っ
て
い
る
だ
け
と

い
う
側
面
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
も
か
く

一
九
九
〇
年

二

月
ま
で
に
、

一
五
の
す
べ
て
の
加
盟
共
和
国
が
主
権

宣
言

(独
立
宣
言
を
含
む
)
を
行

っ
た
。
自
治
共
和
国
の
な
か
に
も
主
権
を
宣
言
し
た
例
が
多
い
。
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最
初
に
主
権
宣
言
を
行
っ
た
の
は
、
当
初
バ
ル
ト
三
国
の
な
か
で
最
も
運
動
が
先
行
し
て
い
た
エ
ス
ト

ニ
ア
共
和

国
で
あ

っ
た
。
同
共

和
国
は
、

一
九
八
八
年

一
一
月
、
共
和
国
憲
法
を
改
正
し
、
主
権
宣
言
を
行

っ
た
。
改
正
憲
法
と
主
権
宣
言
の
基
本
的
内
容
は
次
の
よ
う

で
あ

っ
た
。
エ
ス
ト

ニ
ア
共
和
国
で
は
エ
ス
ト
ニ
ア
の
憲
法

・
法
律
が
最
高
の
効
力
を
も
ち
、
ソ
連
邦
の
憲
法

・
法
律
は
そ
れ
を
エ
ス
ト

ニ
ア
が
承
認
し
た
場
合
に
の
み
効
力
を
有
す
る
。
共
和
国
に
は
連
邦
の
法
令
の
停
止
権
も
あ
る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
の
土
地

・
天
然
資
源
、
工

業

・
建
設

・
農
業

・
運
輸

・
通
信

・
銀
行

・
商
業

・
住
宅
等
々
は
エ
ス
ト
ニ
ア
の
財
産
で
あ
る
。
私
的
所
有
を
所
有
形
態
の

一
つ
と
し
て

認
め
る
。
こ
れ
は
法
体
系

(権
力
関
係
)
と
所
有
関
係
に
お
け
る
自
律
性
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
主
権
宣
言
の
原
型
と
な
っ

た
。
当
時
憲
法
統
制
権
を
も

っ
て
い
た
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
は
、
ソ
連
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
直
ち
に
こ
の
主
権

宣
言
と
改
正
憲
法
を
無
効
と
宣
言
し
た
。

八
九
年
八
月
に
も
エ
ス
ト

ニ
ア
共
和
国
は
憲
法
と
選
挙
法
を
改
正
し
、
選
挙
権

・
被
選
挙
権
に
定
住
資
格
を
導
入
し
た
。
つ
ま
り
二
年

(被
選
挙
権
は
五
年
)
以
上
継
続
し
て
エ
ス
ト
ニ
ア
に
居
住
し
、
ま
た
は
通
算
し
て
五
年

(被
選
挙
権
は

一
〇
年
)
居
住
し
て
い
る
市
民

に
の
み
選
挙
権
を
与
え
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
エ
ス
ト

ニ
ア
民
族
を
優
先
し
、
流
入
す
る
他
民
族
特
に
ロ
シ
ア
人
を
締
め
だ
す
試

み
で
あ
る
。
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
は
、
こ
れ
ら
の
改
正
も
ソ
連
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
と
宣
言
し
た
。

一
九
八
九
年
五
月
に
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
が
主
権
を
宣
言
し
共
和
国
憲
法
を
改
正
し
た
。
エ
ス
ト
ニ
ア
と
同
じ
く
、
共
和
国
の
法

律

の
み
が
有
効
で
あ
り
、
ソ
連
邦
の
法
律
は
共
和
国
が
承
認
し
た
場
合
に
の
み
効
力
を
も
つ
こ
と
、
共
和
国
に
は
連
邦
の
法
令
を
停
止
す

る
権
限
が
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
土
地
や
そ
の
他
の
生
産
手
段
を
共
和
国
の
財
産
と
規
定
し
て
い
る
の
も
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に

リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
、
共
和
国
の
市
民
は
同
時
に
ソ
連
邦
の
市
民
で
も
あ
る
と
い
う
単

一
市
民
権
の
制
度
を
廃
止
し
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
市
民

権
獲
得
に
条
件
を
設
け
た
。
共
和
国

へ
の
宣
誓
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
知
識
、
こ
の

一
〇
年
間
共
和
国
に
恒
常
的
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
、

共
和
国
憲
法
の
知
識
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
共
和
国
市
民
で
な
い
者
は
各
種

の
選
挙
権

・
被
選
挙
権
を
も
た
な
い
。

こ
れ
は
民
族
の
純
粋

性
を
維
持
し
、
ロ
シ
ア
人
を
占
め
だ
す
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
の
流
入
が
増
え
、
そ
の
人
口
比
率
が
高
ま
れ
ば
、
独
立
が
ま
す
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ま
す
困
難
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
改
正
憲
法
、
主
権
宣
言
、
市
民
権
法
を
ソ
連
憲

法
に
違
反
し
て
い
る
と
認
定
し
た
。

次
い
で

一
九
八
九
年
七
月
に
は
、
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
が
憲
法
改
正
と
主
権
宣
言
を
行

っ
た
。
内
容
は
同
じ
く
、
共
和
国
の
法
律

の
優
先

性
、
生
産
手
段
に
対
す
る
共
和
国
の
独
占
的
所
有
権
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
選
挙
法
を
改
め
て
定
住
資
格
も
導
入
し
た
。
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
も
、

一
九
八
九
年
九
月
に
主
権
法
を
制
定
し
、
ソ
連
邦
の
法
律
は
共
和
国
の
主
権
を
侵
害
し
な
い
場
合
に
の
み
有
効
で

パ
　

　

あ
る
と
定
め
た
。
こ
れ
ら
の
法
令
も
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
に
よ
っ
て
、

ソ
連
憲
法
違
反
と
宣
言
さ
れ
た
。

バ
ト
ル
三
国
の
場
合
は
、
主
権
宣
言
か
ら
さ
ら
に

一
九
九
〇
年
の
独
立
宣
言

へ
と
進
む
こ
と
に
な
る
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
の
場
合
は
、

ナ
ゴ
ル
ノ

・
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
を
め
ぐ
る
紛
争
に
関
連
し
て
、
ソ
連
邦
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
不
利
な
決
定
を
行

っ
て
も
、
そ
れ
を
認

め
な
い
と
い
う
姿
勢
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
に
入
る
と
、
新
連
邦
条
約
の
締
結
を
睨
ん
で
、
さ
ら
に
次
々
に
主
権
宣
言
が

だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
主
権
宣
言
は
、
そ
の
宣
言
と
同
時
に
発
効
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
も
と
も
と
新
連
邦
条
約
の
基
礎
と

し
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(主
権
宣
言
の
な
か
に
は
そ
の
こ
と
を
明
記
し
た
も
の
も
多
い
)
か
ら
、

一
応
原
則
を
定
め
た
だ
け
で
、

直
ち
に
効
力
を
も

つ
と
は
言
え
な
い
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

　
　

　

ま
ず
先
頭
を
切

っ
た
の
は
六
月

一
二
日
の
ロ
シ
ア
共
和
国
の
主
権
宣
言
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
が
自
発
的
に
連
邦
の
管

轄
に
譲
り
渡
し
た
も
の
を
除
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
お
い
て
ロ
シ
ア
共
和
国
の
権
力
は
完
全
性
を
も
つ
。
ロ
シ
ア
共
和
国
内
で
は
同
共

和
国
の
憲
法

・
法
律
が
最
高
性
を
も

つ
。
同
共
和
国
の
主
権
と
矛
盾
す
る
連
邦
の
法
令
の
効
力
は
停
止
さ
れ
る
。

ロ
シ
ア
の
民
族
的
財
産

に
対
し
て
ロ
シ
ア
人
民
が
独
占
的
権
利
を
有
す
る
。

ロ
シ
ア
共
和
国
の
領
土
が
、
東
は
べ
ー
リ
ン
グ
海
峡
に
至
る
ま
で
の
全
シ
ベ
リ
ア
地
域
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
日
本
で
は
意
外
と
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
に
驚
く
こ
と
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
と
は
モ
ス
ク
ワ
・
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
な
ど
ウ
ラ
ル
山
脈
の
向
う
側

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域

だ
け
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
日
本
に
も
な
じ
み
の
あ
る
極
東
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
道
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ッ
ク
や
ナ
ホ
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ト
カ
の
あ
る
沿
海
道
、
サ
ハ
リ
ン
、
そ
し
て
千
島
列
島
も
ロ
シ
ア
の
領
土
で
あ
る
。
日
本
が
返
還
を
要
求
し
て
い
る
北
方
領
土
も
、
ソ
連

で
は
ロ
シ
ア
共
和
国
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ソ
連
憲
法
に
よ
れ
ば
、
加
盟
共
和
国
の
領
土
の
変
更
は
、
そ
の
加
盟
共
和
国
の
同
意
な
し
に
は
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
れ
は

一
九
二
二
年
の
ソ
連
邦
結
成
以
来
の
原
則
と
な

っ
て
い
る
。
現
行
の
ソ
連
憲
法
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
北
方
領
土

を
日
本
に
返
還
す
る
と
な
れ
ば
、
ソ
連
邦
内
部
の
問
題
と
し
て
は
ロ
シ
ア
共
和
国
の
同
意
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

エ
リ
ツ
ィ
ン
議

長
を
は
じ
め
ロ
シ
ア
共
和
国
の
幹
部
は
、
ロ
シ
ア
抜
き
で
北
方
領
土
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
と
言
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に

関
連
し
て
、
先
の
ロ
シ
ア
共
和
国
主
権
宣
言
は
、
「
ロ
シ
ア
共
和
国
の
領
土
は
、
人
民
投
票
の
方
法
で
表
明
さ
れ
た
人
民
の
意
思
表
示
な

し
に
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
条
項
を
置
い
た
。
そ
し
て
九
〇
年
九
月
に
は
ロ
シ
ア
共
和
国
の
人
民
投
票
法
が
制
定
さ
れ

て
い
る
。
ロ
シ
ア
共
和
国
の
当
事
者
も
、
北
方
領
土
の
返
還
問
題
は
人
民
投
票
で
決
定
す
る
と
言
明
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ゴ
ル
バ

チ

ョ
フ
政
権
が
仮
に
北
方
領
土
の
返
還
を
決
意
し
て
も
、

ロ
シ
ア
共
和
国
の
人
民
投
票
で
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
。も

ち
ろ
ん
、
日
本
側
は
、
も
と
も
と
北
方
領
土
は
日
本
の
領
土
で
あ
り
、
ソ
連
が

(し
た
が
っ
て
ロ
シ
ア
共
和
国
も
)
不
法
に
占
領
し

て
い
た
も
の
を
返
還
す
る
だ
け
だ
か
ら
、
ソ
連
憲
法

の
定
め
る

「領
土
の
変
更
」
に
は
当
ら
な
い
と

い
っ
た
理
論
構
成
は
で
き
る
。
そ
の

場
合
は
、
法
律
的
に
は
ロ
シ
ア
共
和
国
の
意
向
は
無
視
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
現
実
に
は
ロ
シ
ア
共
和
国

の
立
場
は
政
治
的
に

無
視
で
き
な
い
が
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
問
題
は
、
ソ
連
の
国
家
意
思
を
い
か
に
し
て
形
成
す
る
か
と
い
う

ソ
連
側
の
内
部
問
題
だ
か
ら
、

ソ
連
邦
と
ロ
シ
ア
共
和
国
の
間
で
話
を
つ
け
て
も
ら
う
し
か
な

い
。

ロ
シ
ア
共
和
国
は
、
こ
の
主
権
宣
言
を
基
礎
に
、
同
六
月
二
三
日
に
は
権
限
区
分
法
を
制
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
後
に
紹
介
す
る
。

ま
た
同
じ
六
月
、
「人
民
権
力

メ
カ

ニ
ズ
ム
に
関
す
る
決
定
」
を
採
択
し
、
最
高
会
議
議
長
や
首
相
は
他
の
職
務
と

(党
幹
部
の
ポ
ス
ト

な
ど
)
兼
任
で
き
な
い
と
い
う
原
則
を
定
め
た
。
さ
ら
に

「権
力
に
関
す
る
布
告
」
も
採
択
し
、
今
述
べ
た
兼
職
禁
止
を
反
復
す
る
と
同
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時

に
、

軍

隊

、

国
家

保

安

委

員

会

、

裁

判
所

、

検

察

庁

、

内

務
機

関
、

企

業

、

施

設

、

団
体

な
ど

に
、

党

の
指

導

シ

ス
テ

ム
を

置

く

こ
と

パ
　

　

を
禁
止
し
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
が
先
の
兼
職
禁
止
規
定
に
異
議
を
唱
え
た
た
め
、
憲
法
監
督
委
員
会
が
こ
の
規
定
の
審
理
を
行
い
、

憲
法
違
反
の
結
論
を
下
し
て
い
る
。

六
月
二
〇
日
に
は
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
が
主
権
宣
言
を
行

っ
た
。
「
刷
新
さ
れ
る
ソ
連
邦
の
枠
内
で
の
経
済
的

・
政
治
的
自
主
性
」
を
宣

言
し
て
お
り
、
穏
健
な
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

六
月
二
三
日
に
は
モ
ル
ダ
ビ
ア
共
和
国
が
主
権
宣
言
を
行
っ
た
。
同
宣
言
は
、
土
地

・
天
然
資
源

・
経
済
施
設
等

に
対
す
る
共
和
国
の

独
占
的
所
有
権
を
定
め
、
ま
た
連
邦
法
は
共
和
国
が
承
認
し
た
場
合
の
み
効
力
を
有
す
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
共
和
国
を
非
武
装
地

域
と
す
る
こ
と
も
宣
言
し
て
い
る
。
国
名
も
モ
ル
ダ
ビ
ア
か
ら
モ
ル
ド
ワ
に
変

っ
た
。
さ
ら
に
モ
ル
ド
ワ
共
和
国
最
高
会
議
は
、

一
九
四

〇
年
の
ソ
連
軍
の
侵
入
を
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
に
よ
る
攻
撃
、
ソ
連
邦
に
よ
る
帝
国
主
義
的
押
し

つ
け
と
す
る
評
価
を

下
し
た
。
ま
た
ソ
連

軍
の
侵
入
の
日
を
解
放
の
日
と
し
て
祝
日
と
し
て
い
た
こ
と
を
止
め
、
モ
ル
ド
ワ
語
を
国
語
と
宣
言
し
た
八
月
三

一
日
を
祝
日
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。
七
月
に
は
、
先
の
主
権
宣
言
を
受
け
て
、
連
邦
法
を
承
認
す
る
手
続
を
定
め
た
法
律
を
制
定
し
て
い
る
。
こ
の
手
続
で

承
認
さ
れ
な
か
っ
た
ソ
連
邦
の
法
律
は
、
モ
ル
ド
ワ
で
は
効
力
を
も
た
な
い
こ
と
に
な
る
。

七
月

一
六
日
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
が
主
権
宣
言
を
行

っ
た
。
や
は
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
憲
法

・
法
律
の
優
先
性

や
、
共
和
国
の
財
産

権
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
特
に
財
産
権
に
つ
い
て
詳
細
に
規
定
し
、
土
地

・
天
然
資
源

・
経
済
的
財
産
に
対
す

る
共
和
国
人
民
の
所
有

権
、
連
邦
財
産
に
対
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
持
分
権
、
財
産
の
利
用
方
法
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
必
要
な
場
合
は
共
和
国
独
自

の
貨
幣
を
導

入
す
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
機
関
の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
環
境
破
壊
に
対
し
て
補
償
を
求
め
る
と
も
宣
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は

チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
固
有
の
軍
隊
や
国
家
保
安
機
関

(秘
密
警
察
)
を
も

つ
こ
と
、
ソ
連
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
兵
士
は
原
則
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
で
兵
役
に
就
き
、
領
土
外
の
任
務
に
就
く
に
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
共
和
国
最
高
会
議
の
承
認
が
必
要
な
こ
と
も
定
め
て
い
る
。
自
国
兵
士
が
、
か
つ
て
で
あ
れ
ば
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
遣
ら
れ
た
り
、
危
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険
な
ナ
ゴ
ル
ノ

・
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
に
派
遣
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
主
権
宣
言
は
、
非
軍
事
化

・

非
核
三
原
則

・
永
世
中
立
国
の
道
を
追
求
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
主
権
宣
言
は
、
ロ
シ
ア
の
そ
れ
と
比
べ
て
か

な
り
急
進
的
で
あ
る
。

そ
の
後
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
兵
士
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
帰
還
さ
せ
る
決
定
を
採
択
し
、
連
邦
の
検
察
庁
体
系
か

ら
離
脱
し
た
共
和
国
の
検
事
総
長
の
ポ
ス
ト
を
設
け
、
あ
る
い
は
裁
判
官
は
政
党
か
ら
離
党
す
る
と
い
う
原
則
を
定

め
た
り
し
て
い
る
。

七
月
二
七
日
に
は
白
ロ
シ
ア
共
和
国
が
主
権
を
宣
言
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
宣
言
に
似
て
お
り
、
共
和
国
法

の
優
先
性
、
共
和
国

の
財
産
権
、
独
自
軍
を
も
つ
権
利
な
ど
を
定
め
、
非
軍
事
化

・
非
核
化

・
永
世
中
立
国
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
特

に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の

「無
条
件
か
つ
緊
急
の
補
償
」
を
ソ
連
政
府
に
求
め
て
い
る
の
が
目
立

つ
。
ま
た
白

ロ
シ
ア
も
、
自
国

兵
士
を
外
コ
ー
カ
サ
ス
や
中
央
ア
ジ
ア
で
使
用
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
自
共
和
国
以
外
で
兵
役
に
就
く
こ
と
に
対
す
る
反
発
は
強

く
、
多
く
の
共
和
国
が
同
種
の
決
定
を
行

っ
て
い
る
が
、
人
口
希
薄
地
の
防
衛
等
の
た
め
、
連
邦
全
体
の
計
画
に
従
う
必
要
が
あ
る
と
い

う
反
論
が
連
邦
側
か
ら
は
な
さ
れ
て
い
る
。

八
月
に
は
、
ト
ル
ク
メ
ン
、
タ
ジ
ク
両
共
和
国
が
主
権
を
宣
言
し
た
。

一
〇
月
に
は
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
が
、
そ
し

て
最
後
に
カ
ザ
フ
共

和
国
が
主
権
宣
言
を
採
択
し
た
。
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ク
ス
の
核
実
験
場
を
抱
え
る
カ
ザ
フ
の
場
合
は
、
核
実
験
の
全
面
禁
止
と

い
う
内
容
を

含

ん
で
い
る
。
加
盟
共
和
国
の
主
権
宣
言
は
こ
れ
で
す
べ
て
出
揃

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
当
初
は
主
権
宣
言
を
無
効
と
し
て
い
た
連
邦
側
も
、

ロ
シ
ア
共
和
国
の
主
権
宣
言
以
降
は
そ
れ
を
放
任
す
る
態
度
を
と
っ
た
。
主
権
宣
言
自
体
は
共
和
国
の
強
化
の
た
め

に
歓
迎
す

べ
き
で
あ

る
と
い
う
た
て
ま
え
を
示
す
と
同
時
に
、
い
ず
れ
新
連
邦
条
約
を
結
ぶ
ま
で
の

一
時
的
な
状
況
で
あ
る
か
ら
、
事
を
荒
だ
て
た
く
な

い
と

い
う
配
慮
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
ソ
連
邦
が
大
統
領
制
を
導
入

(
一
九
九
〇
年
三
月
)
し
て
以
降
、
そ
れ
に
倣
う
共
和
国
が
増
え
た
。
共
和
国

の
主
権
を
守
る
た
め

に
は
強
力
な
権
力
が
必
要
と
い
う
理
由
で
あ
る
。

一
番
最
初
は
カ
ザ
フ
共
和
国
で
、
早
く
も
九
〇
年
四
月
に
ナ
ザ
ル
バ
ー
エ
フ
大
統
領
を
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選
出
し
た
。
そ
の
後
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
モ
ル
ド
ワ
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
ト
ル
ク
メ
ン
、
タ
ジ
ク
、
キ
ル
ギ
ス
が
大
統
領
制
を
導
入
し
て
い

る
。
イ
ス
ラ
ム
圏
は
す
べ
て
大
統
領
制
を
採
用
し
た
こ
と
に
な
る
。

ロ
シ
ア
共
和
国
も
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
最
高
会
議
議
長
が
大
統
領
制
の
導

入
を
追
求
し
て
い
る
。

ソ
連
の
加
盟
共
和
国
は
、
従
来
す

べ
て
O
O
ソ
ビ
エ
ト

・
社
会
主
義
共
和
国
と
い
う
名
称
を
も

っ
て
い
た
が
、

バ
ル
ト
三
国
を
は
じ
め

い
く
つ
か
に
共
和
国
は
、
国
名
か
ら

「
ソ
ビ

エ
ト
」
と

「社
会
主
義
」
を
削
除
し
た
。
社
会
主
義
か
ら
の
離
脱
と
、
ソ
ビ
エ
ト

・
シ
ス
テ

ム
か
ら
権
力
分
立
体
制

へ
の
移
行
と

い
う
最
近
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
動
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
ソ
連
に
は
、
連
邦
を
構
成
す
る

一
五
の
加
盟
共
和
国
の
外
に
、
自
治
共
和
国
が
二
〇
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
ソ
連
邦
の
直
接

の
構
成
単
位
で
は
な
く
、
い
ず
れ
か
の
加
盟
共
和
国
に
帰
属
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
に

一
六
、
グ
ル
ジ
ア
に
二
つ
、
ウ
ズ
ベ
ク
と
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
あ
る
。
自
治
共
和
国
も
国
家
体
制
を
と

っ
て
お
り
、
憲
法
を
も
ち
、
最
高
会
議

・
閣
僚
会
議
を
選
出
し
て
い

る
。
し
か
し
主
権
国
家
で
は
な
く
、
ソ
連
邦
か
ら
の
脱
退
権
も
な
い
。
新
連
邦
の
結
成
を
前
に
し
て
、
こ
れ
ら
自
治
共
和
国
の
な
か
で
も
、

主
権
宣
言
を
行

い
、
加
盟
共
和
国
へ
の
格
上
げ
を
求
め
る
運
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。

自
治
共
和
国
で
最
初
に
主
権
宣
言
を
行

っ
た
の
は
カ
レ
リ
ア
自
治
共
和
国
で
あ

っ
た

(九
〇
年
八
月

一
〇
日
)。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の

国
境
地
帯
の
共
和
国
で
、
旧
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
領
を
含
ん
で
い
る
。
共
和
国
法
の
優
位
や
、
独
自
外
交
権
を
主
張
し
て
い
る
。
次
い
で
八
月

二
五
日
、
グ
ル
ジ
ア
内
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
自
治
共
和
国
が
主
権
を
宣
言
し
、
グ
ル
ジ
ア
か
ら
独
立
し
、
加
盟
共
和
国
と
し
て
直
接
ソ
連
邦
に

加
わ
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
し
か
し
同
二
六
日
、
グ
ル
ジ
ア
共
和
国
最
高
会
議
幹
部
会
は
、
こ
の
主
権
宣
言
が
グ
ル
ジ
ア
憲
法
そ
の
他
に

違
反
し
て
い
る
と
し
て
無
効
と
宣
言
し
た
。

同
じ
八
月
に
は
コ
、、、自
治
共
和
国
、

マ
リ
自
治
共
和
国
、
タ
タ
ー
ル
自
治
共
和
国
が
主
権
宣
言
を
行

っ
た
。
共
和
国
法
の
優
位
性
や
資

源
所
有
権
な
ど
を
宣
言
し
て
い
る
。
タ
タ
ー
ル
で
は
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
犠
牲
者
の
名
誉
回
復
も
行
わ
れ
、
か
つ
て
の
イ
ス
ラ
ム
指
導
者

ス
ル
タ
ン
・
ガ
リ
ー
エ
フ
も
名
誉
を
回
復
し
た
。
自
治
共
和
国
の
場
合
、
正
式
名
称
は
、
す
べ
て
○
○
自
治
ソ
ビ

エ
ト
社
会
王
義
共
和
国
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と
い
う
形
式
を
と

っ
て
い
た
。
加
盟
共
和
国
の
場
合
は
こ
れ
か
ら

「自
治
」
の
語
が
落
ち
る
わ
け
で
あ
る
。
コ
ミ
や
タ
タ
ー
ル
は
、
加
盟

共
和
国

へ
の
昇
格
を
求
め
て
国
名
を
変
更
し
、
「自
治
」
の
語
を
削
除
し
た
。
コ
ミ
自
治

ソ
ビ

エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
か
ら
、
コ
ミ

・
ソ

ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国

へ
の
転
換
で
あ
る
。
加
盟
共
和
国
の
場
合
は
、
国
名
か
ら

「
ソ
ビ
エ
ト
」
や

「社
会
主
義
」
の
語
を
取
る
こ
と

が
流
行
し
て
い
る
が
、

一
部
の
自
治
共
和
国
は
逆
に
、
こ
れ
ま
で
の
加
盟
共
和
国
の
共
通
名
称
を
使

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

九
月
に
は
ウ
ド
ゥ
ム
ル
ト
自
治
共
和
国
が
主
権
を
宣
言
し
た
。
同
宣
言
は
、

ロ
シ
ア
共
和
国
の
な
か
に
留
ま
る
と

し
つ
つ
も
、
共
和
国

の
憲
法

・
法
律
の
最
高
性
、
生
産
手
段
の
共
和
国
人
民
に
よ
る
所
有
権
等
を
宣
言
し
て
い
る
。
ヤ
ク
ー
ト
自
治
共
和
国
も
そ
れ
に
続
い
た
。

一
〇
月
に
は
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
、
バ
シ
キ
ー
ル
、
チ

ュ
バ
シ
、
ナ
ヒ
チ

ェ
バ
ン
の
各
自
治
共
和
国
が
主
権
宣
言
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
名

か
ら

「自
治
」
の
語
を
取

っ
た
。

一
二
月
に
は
チ

ェ
チ
ェ
ン

・
イ
ン
グ
ー
シ
自
治
共
和
国
と
カ
ル
ム
イ
ク
自
治
共
和
国
が
主
権
を
宣
言
し

た
。
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
内
の
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
自
治
共
和
国
も
主
権
宣
言
を
行

っ
た
。
こ
う
し
て
自
治
共
和
国
も
大
部
分
が
主
権
宣
言
を
行

っ

た

の
で
あ
る
。
特
に
タ
タ
ー
ル
自
治
共
和
国
な
ど
は
人
口
三
六
四
万
人
を
数
え
、
人
口

一
五
七
万
人
の
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
よ
り
も
多
い
。

そ

の
こ
と
も
彼
ら
が
加
盟
共
和
国
へ
の
昇
格
を
求
め
る
根
拠
の

一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
同
共
和
国
は
ロ
シ
ア
共
和
国

に
囲
続
さ
れ
て
お
り
、

陸

の
孤
島
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
地
理
的
環
境
が
、
加
盟
共
和
国

へ
の
昇
格
の
障
害
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ソ
連
の
少
数
民
族
に
よ
る
自
治
構
成
体
に
は
、
自
治
共
和
国
の
外
に
自
治
州
と
自
治
区
が
あ
る
。
自
治
州
で
は
、
九
〇
年

一
〇
月
、
ゴ

ル
ノ

・
ア
ル
タ
イ
自
治
州
が
主
権
を
宣
言
し
、
「ゴ
ル
ノ

・
ア
ル
タ
イ

・
ソ
ビ
エ
ト
自
治
共
和
国
」
を
称
し
た
。
同

一
二
月
に
は
、
カ
ラ
チ
ャ

イ

・
チ
ェ
ル
ケ
ス
自
治
州
が
主
権
を
宣
言
し
、
カ
ラ
チ
ャ
イ

・
チ
ャ
ル
ケ
ス
・
ソ
ビ

エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
の
設
立
を
宣
言
し
た
。
グ
ル

ジ

ア
共
和
国
内
の
南
オ
セ
チ
ア
自
治
州
も
同
じ

一
二
月
、
グ
ル
ジ
ア
共
和
国
か
ら
の
独
立
と
南
オ
セ
チ
ア

・
ソ
ビ
エ
ト
民
主
共
和
国
の
設

立
を
宣
言
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
グ
ル
ジ
ア
共
和
国
最
高
会
議
は
、
直
ち
に
南
オ
セ
チ
ア
自
治
州
の
廃
止
を
決
定
し
た
。
南
オ
セ
チ
ア
自

治
州
と
国
境
を
接
す
る
ロ
シ
ア
共
和
国
内
の
北
オ
セ
チ
ア
自
治
共
和
国
は
、
グ
ル
ジ
ア
に
対
す
る
反
発
を
強
め
て
お
り
、
こ
の
地
域
で
緊

張
が
高
ま

っ
て
い
る
。
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ロ
シ
ア
共
和
国
チ
ュ
メ
ニ
州
に
属
す
る
ヤ

マ
ロ

・
ネ
ネ
ツ
自
治
区

(人
口
約
四
九
万
人
)
も
、
九
〇
年

一
一
月

に
主
権
を
宣
言
し
た
。

同
じ
く
北
極
海
に
面
し
た
ネ
ネ

ツ
自
治
区

(人
口
約
五
万
五
千
人
)
も
、
主
権
を
有
す
る
自
治
州
に
格
上
げ
し
、

ロ
シ
ア
連
邦
共
和
国
の

構
成
主
体
に
な
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
同
自
治
区
は
、
こ
の
要
求
が
容
れ
ら
れ
な
い
と
き
は
独
立
を
宣
言
す
る
と
言

っ
て
い
る
。
チ

ュ

コ
ト
自
治
区
や
コ
リ
ャ
ー
ク
自
治
区
も
主
権
を
宣
言
し
た
。

従
来
自
治
構
成
体
が
な
か
っ
た
所
に
も
、
共
和
国
の
設
立
を
宣
言
す
る
例
が
で
で
き
た
。
モ
ル
ド
ワ
共
和
国
が

ソ
連
邦
か
ら
の
自
立
性

を
強
め
る
に
し
た
が
い
、
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
、
同
共
和
国
内
の
ト
ル
コ
系
ガ
ガ
ウ
ス
人
の
居
住
地
域
は
、
九
〇
年
八
月
、
モ
ル
ド
ワ
か

ら
独
立
し
た
カ
ガ
ウ
ス
共
和
国
の
設
立
を
宣
言
し
た
。
同
じ
く
モ
ル
ド
ワ
共
和
国
の
ロ
シ
ア
人
居
住
地
域
は
、
同
年
九
月
、
プ
リ
ド
ネ
ス

ト
ル
共
和
国
の
設
立
と
モ
ル
ド
ワ
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
た
。
モ
ル
ド
ワ
共
和
国
側
は
こ
の
二
共
和
国
の
創
設
を
認
め
ず
、
以
後
モ
ル
ド

ワ
内
で
は

一
触
即
発
の
状
態
が
続

い
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
主
権
の
宣
言
や
、
新
し
い
国
家
の
設
立
に
は
至
ら
な
い
ま
で
も
、
州
や
市

・
地
区
レ
ベ
ル
で
も
自
主
権
を
主
張
す
る
傾

向
が
強
ま
っ
た
。
村
ソ
ビ
エ
ト
や
企
業
ま
で
主
権
を
宣
言
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
に
な
じ
み
の
深
い
サ
ハ
リ
ン
州
は
、
経
済
学
者
フ
ヨ
ー

ド
ロ
フ
を
州
知
事
に
迎
え
て
改
革
に
と
り
く
ん
で
い
る
が
、
同
氏
は
、
サ
ハ
リ
ン
を
主
権
共
和
国
と
宣
言
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
る
と

　
イ

　

も
伝
え
ら
れ
る
。
主
権
宣
言
を
し
な
く
て
も
、
企
業
な
ど
の
国
有
財
産
を
地
方
の
財
産
と
宣
言
す
る
例
も
あ
る
。
ま
た
ク
リ
ミ
ァ
州
会
議

は
、

一
九
四
五
年
に
廃
止
さ
れ
た
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国
の
復
活
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。

九
〇
年
四
月
に
制
定
さ
れ
た
地
方
自
治
法
が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
と
い
わ
れ
る
。
ロ
シ
ア
革
命
後

「地
方
自
治
」
概

念
は
否
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
復
活
し
た
の
は
こ
こ
二
～
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
法
律
の
内
容
自
体
は
あ

い
ま
い
で
あ
り
、
地
方

問
題
の
解
決
に
際
し
て
は
地
方

ソ
ビ

エ
ト
が
自
主
性

・
独
立
性
を
も
つ
と
い
う
程
度
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
活
用
し
て
地
方
の
権
限

を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ポ
ポ
フ
氏
は
、
モ
ス
ク
ワ
市
議
会
議
長
に
就
任
す
る
と
、
直
ち
に
国
営
住
宅
の
個
人

へ
の
売
却
政

策
を
打
ち
だ
し
た
。
従
来
国
有
財
産
は
全
連
邦
所
有

(管
理
権
は
下
級
機
関
に
下
さ
れ
る
が
)
で
あ
り
、
連
邦
の
許
可
な
く
住
宅
の
売
却
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が
で
き
る
と
は
思
え
な
い
が
、
同
市
で
は
市
民
投
票
を
行
っ
て
そ
の
是
非
を
間
お
う
と
し
て
い
る
。

ソ
連
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
、
「主
権
の
パ
レ
ー
ド
」
、
「主
権

の
勝
利
行
進
」
、
「主
権

の
ウ
イ
ル
ス
」
な
ど
と
呼
ん
で

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
ロ
シ
ア
革
命
直
後
の
時
期
に
類
似
し
て
い
る
。
当
時

「全
権
力
を
ソ
ビ
エ
ト
ヘ
」
と
い
う
場
合
の
ソ
ビ

エ
ト
は
、
直
接
に
は
末
端
の
市

・
村

の
そ
れ
を
意
味
し
て
い
た
。
末
端
の
ソ
ビ

エ
ト
が
主
権
を
有
す
る
と
い
う

「
ソ
ビ
エ
ト
主
権
論
」
も

当
時
は
展
開
さ
れ
て
い
た
。
州
や
市
、
村
ま
で
も
国
家
を
名
の
っ
た
り
、
政
府
を
選
出
し
た
り
す
る
例
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
の
情

勢
も
、
そ
れ
に
よ
く
似
て
き
て
い
る
。
従
来
の
ソ
連
邦
は
、
半
封
建
的
な
分
権
体
制
で
あ

っ
た
が
、
共
産
党
の
支
配
力
に
よ
っ
て
か
ろ
う

じ
て
集
権
体
制
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
共
産
党
の
力
が
緩
ん
だ
今
、
ソ
連
邦
を
統
合
す
る
も
の
は
法
の
支
配
原
則
の
確
立
に
よ
る
近
代
的

な
意
味
に
お
け
る
集
権
国
家
の
形
成
以
外
に
な

い
。
し
か
し
そ
の
前
提
と
し
て
、
独
立
を
望
む
民
族
に
は
独
立
を
認
め
る
以
外
に
な
い
で

あ

ろ
う
。

(1
)

432

こ
れ
ら

の
主
権
宣
言
を
無
効

と
し
た

ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会

の
決
定

は
、
次

の
資
料
集
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。

制

度
を
め
ぐ

る
最
近
の
状
況
」

(『神

戸
法
学
年
報
』

第
六
号
、

一
九
九
〇
年
)
。

ロ
シ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
白

ロ
シ
ア
の
三
共
和
国

の
主
権
宣
言
も
註

(
1
)

の
資
料
集

に
収
録
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
ロ
シ
ア
共
和

国
の

一
連

の
法
令
も
、
註

(1
)

の
資
料
集
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。

O
罫

口
呂

号
惹
8
冨
琵
塁

8
困

}
《
国
田
o
o目
堅
》
も
o
胃
港
マ

一〇
8
円
●

「
ソ
連

の
憲
法

体
制

・
連
邦

937

(
四
)
旧
連
邦
の
展
開

ロ
シ
ア
革
命
が
起

っ
た
の
は

一
九

一
七
年
で
あ
る
が
、
ソ
連
邦
が
結
成
さ
れ
た
の
は

一
九
二
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
ソ
連
邦

を
構
成
す
る

一
共
和
国
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
自
体
も
内
部
に
数
多
く
の
民
族
を
抱
え
て
お
り
、
連
邦
体
制
を
と

っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
共
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和
国
の
正
式
名
称
は
、
ロ
シ
ア
社
会
主
義
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国

(そ
の
後

「
ソ
ビ

エ
ト
」
と

「
社
会
主
義
」
の
語
順
が
入
れ
代

っ
た
)

で
あ

っ
た
。
た
だ
し
ロ
シ
ア
の
方
の
連
邦
は

「
フ
ェ
デ
ラ
ー
ツ
ィ
ア
」
、
ソ
連
邦
の
方
は

「
サ
ユ
ー
ス
」
で
、
ロ
シ

ア
語
の
単
語
は
違
う
。

わ
が
国
で
も
以
前
、
「
ソ
連
邦
」
の
方
は

「
ソ
同
盟
」
と
い
う
訳
語
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
方
が
原
義
に
近
い
。

こ
の
よ
う
に
ソ
連
は
連
邦
体
制
を
と

っ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
革
命
が
成
功
す
る
以
前
は
、
ボ
リ
シ

ェ
ビ
キ
は
反
連
邦
主
義
者
で
あ

っ
た
。

連
邦
制
度
は
、
あ
る
い
は
前
近
代
的

・
封
建
的
な
分
権
体
制
の
残
津
で
あ
り
、
あ
る
い
は
プ
ル
ー
ド
ン
流
の

「自
由
な
人
問
の
自
由
な
連

合
」
と
い
う
無
政
府
主
義
的
な
内
容
を
も

っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
も
と
も
と

マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
反
連
邦
主
義
者
で
あ
り
、
中
央
集
権
主

義
者
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九

一
七
年
の
二
月
革
命
直
後
に
、
当
時
ボ
リ
シ

ェ
ビ
キ
の
民
族
問
題
担
当
者
で
あ

っ

た
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
「連
邦
制
度
に
反
対
す
る
」
と

い
う
論
文
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
が
当
時
の
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
の

一
般
的
立
場
で
あ

っ
た
。

し
か
し
十
月
革
命
後
の

一
九

一
八
年

一
月
、
第
三
回
ソ
ビ
エ
ト
大
会
は

「
ロ
シ
ア
共
和
国
の
連
邦
制
度
に
つ
い
て
」
の
決
定
を
採
択
し
、

連
邦
制
度
の
採
用
を
決
定
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
積
極
的
に
連
邦
制
度
を
承
認
し
た
も
の
で
は
な
く
、
少
数
民
族
の
離
反
を
阻
止
す
る
た

め
の
一
時
的
な
妥
協
策
で
あ

っ
た

(今
日
提
唱
さ
れ
て
い
る
新
連
邦
条
約
も
、
バ
ル
ト
三
国
そ
の
他
の
独
立
を
阻
止
す
る
と
い
う
目
的
を

も

っ
て
お
り
、
歴
史
は
繰
り
返
し
て
い
る
)。
そ
の
た
め
連
邦
制
は
単

一
中
央
集
権
国
家

へ
の
過
渡
的
形
態
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し

一
旦
連
邦
制
度
を
承
認
す
る
と
、
そ
れ
は

一
人
歩
き
を
始
め
た
。
革
命
直
後
の
熱
狂
的
な
下
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
噴
出
の
な

か
で
、
無
政
府
主
義
的
な
連
邦
論
が
有
力
な
思
想
潮
流
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
半
直
接
民
主
主
義
的
な

「
ソ
ビ
エ
ト
」
権
力
論
も

そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
末
端
の
市

・
村
の
ソ
ビ

エ
ト
を
独
立
し
た
国
家
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
な
す
ソ
ビ

エ
ト
主
権
論
、
工
場
な
ど
の

生
産
単
位
を
国
家
に
代
る
労
働
者
の
結
合
体
と
み
な
す
ア
ナ
ル
コ

・
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
の
傾
向
、
州
を
独
立
国
家
と
み
な
す
州
自
立
主
義

な
ど
が
当
時
蹟
庖
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
実
際
に
当
時
は
州
や
郡
が
政
府
を
作

っ
た
り
、
地
方
が
中
央
の
法
律
を
適
用
す
る
か
否
か
を
独

自
に
判
断
す
る
権
利
を
主
張
し
た
り
、
今
日
の
ソ
連
に
似
た
状
況
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
と
現
実
か
ら
は
、
連
邦
制

は
、
共
産
党
の
理
想
で
あ
る
国
家
の
死
滅

へ
向
け
て
の
過
渡
的
な
形
態
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
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革
命
後
採
用
さ
れ
た
連
邦
制
度
は
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
性
格
を
も

っ
て
い
た
。
一
方
で
は
そ
れ
は
中
央
集
権
国
家
へ
の
、

他
方
で
は
国
家
死
滅

へ
の
過
渡
的
形
態
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
歴
史
を
み
る
と
、
ソ
連
の
連
邦
体
制
は
、
結
局
単

一

集
権
国
家

へ
の
過
渡
的
形
態
で
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

一
九

一
八
年
に
ロ
シ
ア
共
和
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
連
邦
制
度
を
定
め
た
。
憲
法
は
ソ
ビ

エ
ト
民
族
共
和
国
や
自
治
州
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
る
。
前
者
は
自
発
的
に
ロ
シ
ア
共
和
国
に
加
盟
す
る
も
の
と
さ
れ
、
後
者
は
ロ
シ
ア
共
和
国
と
自
治
州

の
共
同
決
定
に
よ
っ
て
ロ

シ
ア
共
和
国
に
加
盟
す
る
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
手
続
で
ロ
シ
ア
共
和
国
に
加
盟
し
た
例
は
な
い
。

ロ
シ
ア
共
和
国
に
は
少
数
民
族
か
ら
な
る
自
治
共
和
国
や
自
治
州
が
確
か
に
存
在
し
た
。
し
か
し
自
治
州
は
ロ
シ
ア
共
和
国
の

一
方
的
布

告
で
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
革
命
前
の
県
と
何
ら
変
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
自
治
共
和
国
の
場
合
も
、
多
く
は

ロ
シ
ア
側
の

一
方
的

布
告
で
形
成
さ
れ
た
。
自
治
共
和
国
の
自
治
権
の
範
囲
は
個
別
的
に
そ
の
布
告
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
共
和
国
毎
に
異
な
っ
て
い
た
の
が

興
味
を
惹
く

(新
連
邦
条
約
案

の
準
備
過
程
で
も
、

一
時
こ
の
よ
う
に
多
元
的
な
連
邦
案
が
あ
っ
た
)
。

い
ず
れ
に
し
ろ
ロ
シ
ア
共
和
国
の
連
邦
制
は
、
独
立
し
た
国
家
が
自
発
的
に
結
成
し
た

(憲
法
の
た
て
ま
え
は
そ
う
な
っ
て
い
る
が
)

も

の
で
は
な
く
、
ロ
シ
ァ
側
が

一
方
的
に
決
定
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
自
治
共
和
国

・
自
治
州
は
、
連
邦
の
構
成
単
位
で
は
な
く
、
単

一

国
家
内
部
の
自
治
体
で
あ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
バ
シ
キ
ー
ル
自
治
共
和
国
は
ロ
シ
ア
の

一
部
で
あ

っ
て
、

バ
ル
キ
ー
ル
と
バ
シ

キ
ー
ル
を
含
ま
な
い
ロ
シ
ア
が
連
邦
原
則
に
よ

っ
て
新
し
い
連
邦
国
家
を
形
成
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て

ロ
シ
ア
共
和
国
は
、

連
邦
を
名
の
っ
て
は
い
る
が

(今
日
で
も
)
、
実
際
に
は
連
邦
と
は
言
え
な
い
。

さ
て

一
九
二
二
年
三
月
に
は
、
外

コ
ー
カ
サ
ス
社
会
主
義
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
た
て
ま
え
上
は
、
主
権

を
有
す
る
ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
三
共
和
国
が
自
発
的
に
形
成
し
た
連
邦
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
現
在
で
は
こ
の
三
つ
の
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
の
成
立
自
体
、
ロ
シ
ア
赤
軍
の
侵
入
に
よ
る
も
の
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
外
コ
ー

カ
サ
ス
共
和
国
も
、
連
邦
と
は
い
え
、
行
政
機
構
は
す
べ
て
中
央
に
集
中
さ
れ
て
お
り
、
単

一
国
家
的
色
彩
が
強
か

っ
た
。
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さ
て
、
ロ
シ
ア
と
他
の
ソ
ビ

エ
ト
共
和
国

(ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
白
ロ
シ
ア
等
)
の
関
係
は
、

一
九

一
九
年
以
来
、
個
別
的
に
条
約
を
結
ん

で
、
軍
事

・
経
済
機
構
の
統
合
化
を
画
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
統
合
化
は
、

ロ
シ
ア
共
和
国
の
最
高
権
力
機
関
が
他
の
共
和

国
の
最
高
権
力
機
関
を
兼
ね
る
と

い
う
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
。
対
等
者
間
の
条
約
と
い
う
形
式
を
と
り
な
が
ら
、
事
実
上
は
ロ
シ
ア
ヘ
の

吸
収

・
合
併
で
あ
っ
た
。
国
家
機
構
は
形
式
上
別
で
も
、
背
後
に
あ
る
共
産
党
組
織
は
単

一

(共
産
党
組
織
は
今
日
で
も
連
邦
原
則
を
否

定
し
て
い
る
)
で
あ
る
か
ら
、
ロ
シ
ア
の
法
律
を
そ
の
ま
ま
他
の
共
和
国
で
も

「登
録
」
手
続
に
よ
っ
て
施
行
し
た
り
、
登
録
も
何
も
し

な
い
で
そ
の
ま
ま
適
用
し
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
二
年

一
二
月
に
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
白

ロ
シ
ア
、
外
コ
ー
カ
サ
ス
の
四
共
和
国
に
よ
り

ソ
連
邦
が
結
成
さ
れ
、

一
九
二

四
年
に
は
最
初
の
ソ
連
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
。
後
者
は
二
二
年
の
ソ
連
邦
結
成
条
務
を
基
礎
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

ソ
連
邦
は
四
つ
の
共

和
国
が
自
由
意
思
で
結
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
連
邦
か
ら
の
自
由
な
脱
退
権
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ソ
連
邦
は
固
有
名
詞
を
も
た
な

い
名
称
と
し
て
全
世
界
に
開
か
れ
て
お
り
、
未
来
の

「世
界
社
会
主
義
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
」
を
展
望
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
ソ
連
邦

の

「連
邦
」
は

「
サ
ユ
ー
ス
」
(同
盟
)
と
い
う
言
葉
を
使

っ
て
い
る
。
こ
れ
は

「連
邦
」
(
フ
ェ
デ
ラ
ー
テ
ィ
ア
)
と
同
義
と
さ
れ
て
い

る
が
、
当
時
は
、
よ
り
緩
や
か
な
結
合
体
と
す
る
理
解
が
多
く
、
ソ
連
は

「連
邦
」
で
は
な
く

「国
家
連
合
」
だ
と
す
る
見
解
も
多
か

っ

た
。
他
方
で
サ
ユ
ー
ス
に
は
、
志
を
同
じ
く
す
る
者
の
結
社
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
り
、
よ
り
集
権
的
な
性
格
も
も

っ
て
い
る
。
サ
ユ
ー

ハ
ユ

レ

ス
と
い
う
言
葉
自
体
ア
ン
ビ
ヴ

ァ
レ
ン
ト
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て

一
九
二
二
年
に
結
成
さ
れ
た
ソ
連
邦
が
、
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
部
構
造
は

一
九
三
六
年

憲
法
、

一
九
七
七
年
憲
法
と
変
化
し
て
き
た
が
、
新
連
邦
条
約
以
前

(
一
九
七
七
年
憲
法
)
の
連
邦
の
構
造
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
け
ば

次

の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
ソ
連
邦
は
、
「諸
民
族
の
自
由
な
自
決
お
よ
び
同
権
の
ソ
ビ

エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
の
自
由
意
思
に
よ
る
統
合
の
結
果
結
成
さ
れ

た
統

一
的
連
邦
多
民
族
国
家
で
あ
る
」

(第
七
〇
条
)
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
他
方
で
加
盟
共
和
国
は
、
「
ソ
連
邦
に
統
合
さ
れ
た
主
権
的
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ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
国
家
」
で
あ
り
、
加
盟
共
和
国
も
主
権
国
家
で
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

連
邦
管
轄
は
徐
々
に
拡
が

っ
て
き
た
。
二
四
年
、
三
六
年
の
憲
法
で
は
、
連
邦
管
轄
は
制
限
的
に
列
挙
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
七
七
年

憲
法
で
は
、
列
挙
の
後
に
、
「全
連
邦
的
意
義
を
有
す
る
そ
の
他
の
諸
問
題
」
と
い
う
項
目
が
追
加
さ
れ
、
連
邦
側
が
連
邦
事
項
と
判
断

し
た
す
べ
て
が
事
実
上
連
邦
管
轄
と
な
っ
た
。
憲
法
は
こ
れ
ら
の
実
質
的
な
管
轄
領
域
の
列
挙
と
は
別
に
、
法
律
の
制
定
権
と
い
う
角
度

か
ら
も
連
邦
管
轄
を
定
め
て
い
る

(法
文
の
形
式
の
点
か
ら
は
奇
妙
な
規
定
形
式
で
あ
る
)
。
連
邦
が
立
法
権
を
有
す
る

(全
連
邦
レ
ベ

ル
の
基
本
法
の
制
定
)
の
は
、
二
四
年
憲
法
で
は
、
民
法
、
刑
法
、
労
働
法
、
裁
判
所
法
、
訴
訟
法
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

三
六
年
憲
法
で
は
そ
の
列
挙
が
拡
が
り
、
七
七
年
の
憲
法
で
は
、
基
本
法
の
制
定

一
般
が
無
限
定
に
連
邦
の
管
轄
と

さ
れ
る
に
至
っ
て
い

る
。
具
体
的
な
例
を

一
つ
あ
げ
れ
ば
、
家
族

・
婚
姻
法
は
か
つ
て
は
共
和
国
が
自
由
に
制
定
で
き
た
が
、
現
在
は
連
邦
の
家
族

・
婚
姻
基

本
法
が
あ
り
、
そ
の
範
囲
内
で
共
和
国
の
家
族
法
を
制
定
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

連
邦
管
轄
の
拡
大
は
、
官
庁
の
配
分
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
二
四
年
憲
法
で
は
連
邦
省

(当
時
は
人
民
委
員
部
)
は
五
だ
け
で

(外

務

・
貿
易

・
軍
事

・
交
通
等
)
、
統
合
省

(連
邦

・
共
和
国
の
双
方
に
あ
る
)
が
五

(財
政

・
最
高
国
民
経
済
会
議
等
)、
共
和
国
省
は
六

(内
務

・
司
法

・
農
業

・
教
育
等
)
で
あ
っ
た
。
三
六
年
憲
法
で
は
、
全
連
邦
省

(連
邦
に
の
み
あ
る
)
は
三

(貿

易

・
海
運

・
交
通
)
、

連
邦

・
共
和
国
省

(連
邦

・
共
和
国
の
双
方
に
あ
る
。
連
邦
は
共
和
国
の
省
を
と
お
し
て
行
政
機
能
を
果
す
)
は
八

(国
防

・
外
務

・
教

育

・
財
政
等
)
で
、
ロ
シ
ア
共
和
国
の
共
和
国
省

(共
和
国
に
の
み
あ
る
)
は
七

(公
共
事
業

・
社
会
秩
序

・
社
会
保
障
等
)
で
あ
っ
た
。

七
七
年
憲
法
の
も
と
で
は
、
全
連
邦
省
は
二
六
に
膨
れ
上

っ
た
。
そ
の
多
く
は
部
門
別
産
業
省
と
い
わ
れ
る
防
衛
工
業
省
、
電
子
工
業

省
、
石
炭
工
業
省
、
造
船
工
業
省
、
冶
金
省
等
々
で
あ
り
、
ソ
連
の
国
営
企
業
の
多
く
を
そ
の
傘
下
に
収
め
て
い
る

の
で
あ
る
。
連
邦

・

共
和
国
省
は

一
一

(外
務
省

・
内
務
省

・
財
政
省
等
)
で
あ
る
。
そ
の
他
、
全
連
邦
国
家
委
員
会
が
四

(国
家
科
学

・
技
術
委
員
会
等
)
、

連
邦

・
共
和
国
国
家
委
員
会
が

一
五

(ゴ
ス
プ
ラ
ン
"
国
家
計
画
委
員
会
、
国
家
保
安
委
員
会
等
)
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
共
和
国
だ
け

に
存
在
す
る
共
和
国
省
は
、
ロ
シ
ア
の
場
合

一
〇
存
在
し
た
。
日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
省
、
公
営
企
業
省
、
社
会
保
障
省
な
ど
が
そ
れ
で
あ
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る
。全

連
邦
省
は
、
連
邦
が
全

一
的
に
支
配
し
て
い
る
。
部
門
別
産
業
省
の
よ
う
に
、
経
済
の
根
幹
は
連
邦
が
掌
握
し

て
い
る
。
他
方
で
共

和
国
は
主
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
携
わ

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
連
邦

・
共
和
国
省
や
連
邦

・
共
和
国
国
家
委
員
会
は
、
連
邦
と
共
和

国
の
双
方
に
同
名
の
官
庁
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
連
邦
が
共
和
国
を
支
配
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
を
正
当
化
す
る
各
種
訓
令

が
あ
る
。
例
え
ば
外
務
省
は
連
邦

・
共
和
国
省
で
あ
り
、
各
共
和
国
に
も
外
務
省
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
共
和
国
に
外
務
省
が

存
在
し
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。
ま

っ
た
く
有
名
無
実
の
存
在
だ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

工
業
製
品
の
生
産
高
か
ら
み
る
と
、
連
邦
管
轄
企
業
は
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
連
邦

・
共
和
国
管
轄
が
三
六
パ
ー
セ

ン
ト
、
共
和
国
管
轄

は
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
三
割
自
治
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
ソ
連
の
共
和
国
は
六
パ
ー
セ
ン
ト
官
治
と
言
え
な
く
も
な

い
。
ま
た
ロ
シ
ア
共
和
国
に
存
在
す
る
企
業
の
七
〇
パ
!
セ
ン
ト
は
連
邦
管
轄
で
、
人
員
の
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
基
本
資
産
の
八
七
パ
ー

パ
　

　

セ
ン
ト
は
連
邦
管
轄
企
業
に
属
し
て
い
る
。
経
済
的
に
は
連
邦
の
権
限
が
圧
倒
的
に
強
力
な
わ
け
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
共
和
国
内
の
ヤ
ク
ー

ト
自
治
共
和
国
の
例
を
み
る
と
、
連
邦
管
轄
企
業

(大
企
業
)
は
八
O
パ
ー
セ
ン
ト
、
ロ
シ
ア
と
ヤ
ク
ー
ト
の
共
同
管
轄
は

一
八
パ
ー
セ

パ
　

い

ン
ト

(商
店
、
食
堂
等
)
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
、
ソ
連
邦
が
分
解
す
る
と

一
五
の
核
大
国
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
言

っ
て
い
る
が
、
逆
で
あ
る
。
核
兵

器
は
連
邦
が
独
占
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
連
邦
が
消
滅
す
れ
ば
核
大
国
も
な
く
な
る
。
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
共
和

国
が
引
き
継
ぐ
か
も

し
れ
な
い
が
、

一
五
の
核
大
国
が
生
ま
れ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
連
邦
と
共
和
国
の
権
力
関
係
は
法
的
に
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
連
邦
の
憲
法

・
法
律
は

共
和
国
の
憲
法

・
法
律
に
優
先
す
る
。
こ
の
こ
と
を
保
障
す
る
制
度
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
ま
ず
ソ
連
邦
大
統
領
は
合
法
性
保
障

権
を
も

っ
て
お
り
、
連
邦
法
に
違
反
す
る
共
和
国
法
を
破
棄
で
き
る

(以
前
は
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
が
こ
の
権
限
を
有
し
た
)
。
憲

法
監
督
委
員
会
は
、
共
和
国
法
が
連
邦
法
に
違
反
す
る
場
合
そ
の
善
処
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ソ
連
邦
の
人
民
代
議
員
大
会
は
、
万
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能
の
機
関
と
し
て
、
共
和
国
の
違
法
な
法
令
を
破
棄
で
き
る

(こ
の
点
に
は
疑
問
点
を
留
保
す
る
)
。
ソ
連
邦
最
高
会
議
は
加
盟
共
和
国

政
府
の
決
定
の
破
棄
権
を
も

つ
。
ソ
連
邦
政
府
は
、
加
盟
共
和
国
政
府
の
決
定
の
停
止
権
を
も
つ
。

こ
の
よ
う
な
制
度
に
よ
っ
て
、
連
邦
の
法
体
系
の

一
体
性
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
連
邦
側
が
圧
倒
的
に
強

い
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
若
干
是
正
す
る
措
置
が

一
九
九
〇
年
の
権
限
区
分
法
で
と
ら
れ
る
こ
と
は
後
に
述
べ
る
。
加
盟
共
和
国
の
側
は
、
主
権
宣
言
等
で
、

逆
に
共
和
国
法
の
連
邦
法
に
対
す
る
優
位
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
も
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
問
題
の
最
終
的
決
着
は
新
連
邦
条
約
で
画
る

以
外
に
な
い
。

さ
て
、
連
邦
と
共
和
国
の
紛
争
の
な
か
で
、
ロ
シ
ア
共
和
国
の
占
め
る
地
位
は
独
特
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
欠
陥
国
家

で
あ
る
と
か
、
「国

　ゑ

家
の
痕
跡
」
に
す
ぎ
な
い
と

い
っ
た
こ
と
が
最
近
言
わ
れ
る
。
ロ
シ
ア
共
和
国
は
ソ
連
邦
の
中
核
で
あ
り
な
が
ら
、
実
際
に
ば
国
家
の
態

を
な
し
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
ロ
シ
ア
共
和
国
に
は
、
内
務
省
、
国
家
保
安
委
員
会
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
委
員
会
と
い
っ

た
重
要
な
省
庁
が
な
か

っ
た

(ウ
ク
ラ
イ
ナ
そ
の
他

の
共
和
国
に
は
あ
る
)。
共
産
党
組
織
に
つ
い
て
も
、
ロ
シ
ア
共
産
党
な
る
も
の
は

存
在
し
な
か
っ
た

(カ
ザ
フ
共
産
党
等
、
他
の
共
和
国
の
共
産
党
は
あ
る
。
一
九
九
〇
年
ロ
シ
ア
共
産
党
が
復
活
し
た
V
。
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
、

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
も
同
じ
だ

っ
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
事
実
は
、

ロ
シ
ア
が
不
当
に
差
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
当
初
は
む
し
ろ
逆
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
二
年
の
ソ
連
邦
の
結
成
に
際
し
て
、
レ
ー
ニ
ン
の

「連
邦
」
論
と
ス
タ
ー
リ
ン
の

「自
治
」
論
が
対
立
し
た
。
「自
治
」
論
と
は
、

ロ
シ
ア
と
他
の
共
和
国
が
対
等
の
資
格
で
連
邦
を
結
成
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
共
和
国
を
ロ
シ
ア
内
部
の
自
治
共
和
国
に
し
よ
う
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
共
和
国
自
身
も
連
邦
を
自
称
し
て
お
り
、
内
部
に
自
治
共
和
国

・
自
治
州
な
ど
を
抱
え

て

い
る
。

ロ
シ
ア
は
連
邦
と
い
う
よ
り
も
単

一
国
家
で
あ
り
、
そ
の
中
に
少
数
民
族
の
自
治
体
が
存
在
す
る
だ
け
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
白
ロ
シ
ア
等
の
共
和
国
も
、
自
治
共
和
国
と
し
て
ロ
シ
ア
に
包
摂
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
案
は

結
局
否
定
さ
れ
、
た
て
ま
え
上
は
対
等
な
共
和
国
の
自
発
的
結
集
に
よ
っ
て

「連
邦
」
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
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し
か
し
ソ
連
邦
の
実
態
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
型
自
治
に
近
か
っ
た
。

つ
ま
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
以
下
の
共
和
国
と
ロ
シ
ア
共
和
国
が
共
同
で
ソ

連
邦
を
結
成
し
た
の
で
は
な
く
、
後
者
が
前
者
を
吸
収
合
併
し
た
上
で
、
ロ
シ
ア
共
和
国
が

ソ
連
邦
を
名
乗
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え

れ
ば
、
ロ
シ
ア
が
国
家
と
し
て
不
完
全
で

一
連
の
官
庁
を
欠
い
て
い
た
理
由
も
理
解
で
き
る
。
ソ
連
邦
"
ロ
シ
ア
で
あ

っ
た
か
ら
、
ソ
連

邦
に
存
在
す
る
官
庁
と
重
複
す
る
よ
う
な
機
関
は
ロ
シ
ア
に
は
不
要
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
共
産
党
組
織
の
場
合
は
特

に
そ
う
で
あ

っ
た
。

ソ
連
共
産
党
が
あ
れ
ば
、そ
れ
と
は
別
の
ロ
シ
ア
共
産
党
は
不
要
で
あ

っ
た
。
ソ
連
共
産
党
の
政
治
局
員
は
圧
倒
的
に
ロ
シ
ア
人
が
多
か

っ

た
し
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
共
産
党
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

ロ
シ
ア
は
、
連
邦
を
と
お
し
て
他
の
共
和
国
を
支
配
も
し
た
が
、
恩
恵
も
与
え
て
き
た
。
周
辺
の
弱
小
民
族
を
連
邦
に
繋
ぎ

と
め
る
た
め
に
は
、
自
ら
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
ロ
シ
ア
人
に
は
被
害
者
意
識
が
か
な
り
強
い
。

ロ
シ
ア
は
国
民
所
得
の
六

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
生
産
し
な
が
ら
、
生
活
水
準
は
連
邦
内
で
八
番
目
だ
と
い
っ
た
議
論
も
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
輸

出
で
八
四
億
ル
ー
ブ
ル
稼
い
で
い
る
の
に
、
ロ
シ
ア
の
収
入
に
な
る
の
は
六
三
〇
万
ル
ー
ブ
ル
だ
け
だ
と

い
う
。
ロ
シ
ア
の
国
家
供
給
委

員
会
が
配
分
し
て
い
る
の
は
ロ
シ
ア
共
和
国
領
土
上
の
生
産
物
の

一
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
国
家
計
画
委
員
会
が
関
与
し

て
い
る
の
は
ロ
シ
ア
共
和
国
領
土
上
の
工
業
製
品
の
四
～
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
ロ
シ
ア
は
不
当
に
差
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の

で
あ
る
。

シ
ラ
ー
エ
フ
.
ロ
シ
ア
共
和
国
首
相
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
連
邦
に

一
、
○
O
O
億
ル
ー
ブ
ル
納
付
し
、
連
邦
か
ら
ロ
シ
ア
に
返

っ
て
く
る

の
は
三
〇
〇
億
ル
ー
ブ
ル
だ
け
だ
と
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
ロ
シ
ア
共
和
国
領
土
上
の
連
邦
管
轄
企
業
の
収
入

一
、
四

一
七
億
ル
ー
ブ
ル

ハ　

　

は
、
連
邦
予
算

へ
七

一
六
億
ル
ー
ブ
ル
、
ロ
シ
ア
共
和
国
予
算
に
七
〇

一
億
ル
ー
ブ
ル
配
分
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、

ロ
シ
ア

か
ら
連
邦
に
約
七
〇
〇
億
ル
!
ブ
ル
の
金
が
吸

い
取
ら
れ
て
い
る
と
い
う
計
算
に
な
る
。
ロ
シ
ア
共
和
国
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
議
長
が
、
連
邦

へ
の
納
付
金
を
七
〇
〇
億
ル
ー
ブ
ル
か
ら
二
〇
〇
～
三
〇
〇
億
ル
ー
ブ
ル
に
減
ら
す
と
い
う
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
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こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
人
の
民
族
意
識
は
、
他
民
族
の
自
立
傾
向
の
な
か
で
い
っ
そ
う
促
進
さ
れ
た
。
他
民
族
は
ロ
シ
ア
に
大
き
く
依
存

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
の
支
配
を
批
判
し
、
ロ
シ
ア
か
ら
自
立
、
独
立
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
が
自
ら
の
民

族
的
利
益
を
主
張
し
始
め
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
九
〇
年
五
月
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
人
で
、
連
邦
か
ら
の
離
脱
を
含
む
経
済
的

・

政
治
的
独
立
に
賛
成
す
る
も
の
ー
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
経
済
的

・
政
治
的
権
利
の
拡
大
-
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
現
状
維
持
-

一
八
パ
ー
セ

ハ　

　

ン
ト
で
あ
る
。
独
立
志
向
が
多

い
の
に
驚
く
。
ロ
シ
ア
が
主
権
を
宣
言
し
、
ソ
連
邦
に
対
抗
し
て
自
主
権
を
主
張
し
て
い
る
背
景
に
は
こ

の
よ
う
な
状
況
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ソ
連
邦
な
し
で
も

ロ
シ
ア
は
存
在
し
う
る
が
、
ロ
シ
ア
な
し
に
は
ソ
連
邦
は
成
り
立
た
な
い
。
こ
の

よ
う
な
強
み
を
利
用
し
、
ロ
シ
ア
は
今
発
言
力
を
急
速
に
増
し
て
い
る
。

ソ
連
邦
と
ロ
シ
ア
共
和
国
の
二
重
権
力
が
存
在
す
る
よ
う
な
状

態

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ロ
シ
ア
共
和
国
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
や
ん
ち
ゃ
坊
主
が
我
儘
を
言

っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、

非
力
だ
か
ら
こ
そ
、
口
先
だ
け
は
威
勢
の
い
い
こ
と
を
言

っ
て
い
る
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

現
在

の
と
こ
ろ
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
等
の
急
進
派
が
、
ロ
シ
ア
民
族
主
義
の
水
路
を
連
邦
と
の
対
抗
の
方
向
に
向
け
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ

が
、
少
数
民
族
に
矛
先
向
け
る
大
国
主
義

へ
と
変
身
す
る
危
険
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。

一
九
七
七
年

の
憲
法
体
制
の
も
と
で
、
加
盟
共
和
国
は

一
五
、
自
治
共
和
国
は
二
〇
、
自
治
州
が
八
、
自
治
区
が

一
〇
存
在
す
る
。
自

治
共
和
国
は
加
盟
共
和
国
に
所
属
し
、
自
治
州
は
加
盟
共
和
国
ま
た
は
道
に
所
属
す
る
。
自
治
区
は
道
ま
た
は
州
に
所
属
す
る
。
加
盟
共

和
国
と
自
治
共
和
国
は
国
家
体
制
を
と
り
、
憲
法
を
有
し
、
最
高
会
議

・
閣
僚
会
議

・
最
高
裁
判
所
等
を
も
つ
。
加
盟
共
和
国
の
下
の
行

政
単
位
は
州
ま
た
は
道

(サ
ハ
リ
ン
州
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
道
、
沿
海
道
な
ど
)
で
あ
り
、
自
治
州

・
自
治
区
も
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

な
お
州
の
下
の
行
政
単
位
は
市
や
地
区

(農
村
)
で
あ
る
。

ソ
連
の
連
邦
国
家
と
し
て
の
性
格
が
国
家
の
組
織
編
成
の
上
に
表
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
の

選
挙
は
、
地
域
区
と
民
族
区
に
分
れ
て
行
わ
れ
る

(そ
れ
ぞ
れ
定
数
七
五
〇
)
が
、
地
域
区
は
人
口
比
に
応
じ
て
選
出
さ
れ
る
の
に
対
し

て
、
民
族
区
は
、
各
加
盟
共
和
国
か
ら
三
二
人
、
各
自
治
共
和
国
か
ら

一
一
人
、
各
自
治
州
か
ら
五
人
、
各
自
治
区
か
ら

一
人
選
出
さ
れ
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る
。
ソ
連
の
人
口
の
半
分
を
占
め
る
ロ
シ
ア
共
和
国
も
、
後
者
の
約
八
O
分
の

一
の
人
口
し
か
な
い
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
も
等
し
い
数
の

代
議
員
を
も
つ
の
で
あ
る
。
以
前
は
全
連
邦
が

一
枚
岩
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
議
席
配
分
に
あ
ま
り
意
味
は
な
か

っ
た
が
、
今
日

で
は
少
数
民
族
保
護
の
意
味
を
も
ち
う
る
。
ソ
連
邦
最
高
会
議
の
民
族
院
も
、
各
加
盟
共
和
国
か
ら

二

人
、
各
自
治
共
和
国
か
ら
四
人
、

各
自
治
州
か
ら
二
人
、
各
自
治
区
か
ら

一
人
の
代
議
員
で
構
成
さ
れ
、
同
じ
よ
う
に
少
数
民
族
優
先
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
連
邦
閣
僚
会
議
や
連
邦
最
高
裁
に
は
、
加
盟
共
和
国
の
首
相
や
最
高
裁
長
官
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
る
し
、
連
邦
憲
法
監
督
委

員
会
や
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
に
も
、
加
盟
共
和
国
の
代
表
が
加
わ
る
。
連
邦
評
議
会
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
連
邦
の
最
高
機

関
に
共
和
国
代
表
が
参
加
す
る
こ
と
は
、
そ
の
組
織
の
連
邦
的
性
格
を
表
現
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
な
お
こ
の
点

で
は
、
党
の
組
織
原

則
と
し
て
連
邦
原
則
の
採
用
を
否
定
し
て
い
る
ソ
連
共
産
党
も
、
最
近
若
干
連
邦
原
則
を
と
り
い
れ
た
と
い
え
る
。
九
〇
年
の
第
二
八
回

共
産
党
大
会
で
、
政
治
局
が
改
組
さ
れ
、
加
盟
共
和
国
共
産
党
の
第

一
書
記
は
自
動
的
に
政
治
局
員
に
な
る
こ
と
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

(1
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(2
)

6543
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(
五
)
新
連
邦
の
論
理

国
家
の
結
合
形
態
は
、
い
く
つ
か
の
型
に
分
け
ら
れ
る
。
通
常
行
わ
れ
る
区
分
は
連
邦
と
国
家
連
合
で
あ
る
。
両
者
の
区
分
に
つ
い
て

も
明
確
な
基
準
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
理
論
的
に
は
主
権
の
存
否
が
問
題
に
な
る
。
連
邦
国
家
は
主
権
を
有
す
る
が
、
国
家

連
合
は
主
権
国
家
の
連
合
体
で
あ

っ
て
そ
れ
自
体
は
主
権
国
家
で
は
な
い
。
国
家
連
合
は
直
接
そ
れ
を
構
成
す
る
市
民
を
も
た
な
い
。
国

家
連
合
の
政
府
規
模
は
小
さ
く
、
軍
事

・
外
交
等
の
限
定
さ
れ
た
機
能
を
実
現
す
る
だ
け
で
あ
る
。
国
家
連
合
は
独
自
の
財
政
基
盤
を
も

た
ず
、
そ
れ
を
構
成
す
る
国
家
の
予
算
か
ら
必
要
な
経
費
が
振
り
替
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
国
家
連
合
の
法
律
は
そ
れ
を
構
成
す
る
国
家

に
よ
る
批
准
を
必
要
と
す
る
。
構
成
単
位
と
な
っ
て
い
る
国
家
は
、
国
家
連
合
か
ら
の
脱
退
権
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
緩
や
か
な
結
合
体
と
し
て
の
国
家
連
合
は
、
歴
史
上
例
は
多
く
な
い
。
典
型
的
な
例
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
が
独
立
宣
言

を
発
し
て
か
ら
憲
法
を
制
定
す
る
ま
で
の
約

一
〇
年
間

(
一
七
七
八
～

一
七
八
七
年
)

の

一
三
州
連
合
が
あ
る
。

一
九

一
七
年
の
ロ
シ
ア

革
命
か
ら

一
九
二
二
年
の
ソ
連
邦
結
成
ま
で
の
短
期
間
も
、
や
や
そ
れ
に
似
た
点
が
あ

っ
た
。

一
九
二
二
年
結
成
の
ソ
連
邦
自
体
、
加
盟

共
和
国
の
主
権
や
脱
退
権
を
認
め
て
い
た
点
で
、
国
家
連
合
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
し
、
当
時
そ
の
よ
う
な
説
も
展
開
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
緩
や
か
な
連
合
体
は
、
安
定
し
た
構
造
を
創
り
え
ず
、
特
に
ソ
連
邦
の
よ
う
に
、
連
邦
も
加
盟
共
和
国
も
と
も
に
主
権

を
有
す
る
と
い
う
二
重
主
権
体
制
の
維
持
は
、
強
度
の
緊
張
を
強
い
ら
れ
、
長
期
的
に
は
存
続
し
え
な
い
。
新
連
邦
条
約
準
備
過
程
で
は
、

モ
ル
ド
ワ
共
和
国
な
ど
が
国
家
連
合
を
主
張
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
連
邦
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
支
分
国
が
、
自
ら
を
主
権
の

一
定
部
分
を
自
発
的
に
提
供
し
合
い
、
新
し
い
主
権
国
家
を

形
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
支
分
国
に
は
、
自
発
的
に
譲
渡
し
た
も
の
以
外
の
権
限
が
残
る
が
、
も
は
や
独
立
国
家
で
は
な
く
、

一
般
的
に

は
連
邦
の

一
構
成
部
分
で
し
か
な
く
な
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
も
、
当
初
は
州
の
権
限
が
か
な
り
強
力
で
あ

っ
た
が
、
州
の
枠
を
超
え
た

経
済
の
発
展
を
背
景
に
徐
々
に
連
邦
の
権
限
が
強
ま
り
、
今
日
で
は
単

一
国
家
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
で
あ
る
。
も

っ
と
も
州
は
独
自
の

法
体
系
を
も
ち

(例
え
ば
州
に
よ

っ
て
婚
姻
年
齢
は
違
う
し
、
犯
罪
の
種
類
も
違
う
)
、
州
知
事
の
威
信
は
わ
が
国

の
県
知
事
な
ど
と
は
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比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
高

い
。
ソ
連
も
当
初
は
、
加
盟
共
和
国
の
自
主
性
は
あ
る
程
度
高
か

っ
た
が
、
そ
の
後
集
権
化
が
進
ん
だ
。
も

っ

と
も
封
建
的
な
地
方
轄
拠
が
根
強
く
、
地
方
の
ボ
ス
の
独
断
ぶ
り
は
ひ
ど
か
っ
た
。
公
式
の
権
力
は
単

一
国
家
的

で
あ

っ
た
が
、
実
態
は

あ
る
意
味
で
連
邦
的
で
あ
っ
た
。

国
家
の
結
合
形
態
と
し
て
、
連
邦
、
国
家
連
合
の
他
に
、
最
近
用
い
ら
れ
る
言
葉
と
し
て
、
「共
同
体
」
(サ
オ
プ

シ
ェ
ス
ト
ヴ
ォ
)
や

「友
好
体
」

(サ
ド
ゥ
ル
ー
ジ

ェ
ス
ト
ヴ
ォ
)
が
あ
る
。
前
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
E
C
を
指
す
時
に
も
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
ソ
連

邦
の
あ
る
べ
き
新
し
い
モ
デ
ル
と
し
て
E
C
型
を
提
唱
す
る
も
の
も
か
な
り
あ
り
、
そ
れ
と
の
関
係
で
こ
の
表
現
が
登
場
し
て
い
る
。
「
友

好
体
」
も
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
を
は
じ
め
、
多
く
の
論
者
が
使

っ
て
い
る
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
連
邦
を
念
頭
に
お
い
て
こ
の
語

を
用
い
、
ソ
連
邦
を
、
形
だ
け
に
な

っ
た
大
英
連
邦
と
同
じ
よ
う
に
、
緩
や
か
な
連
合
体
に
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
そ
の
場
合
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
大
統
領
の
地
位
は
、
大
英
連
邦
女
王
の
よ
う
な
象
徴
的
な
存
在
に
な
り
、
ロ
シ
ア
共
和
国
の
ト
ッ
プ

・
リ
ー
ダ
ー
が
実
質
的
な
指

ハこ

導
者
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
と
の
か
け
ひ
き
で
行

っ
た
発
言
で
、
必
ず
し
も
本
意
と
は
言
え
な
い

ハ
　

　

が
。
ま
た

「友
好
体
」

の
イ
メ
ー
ジ
の

一
つ
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
化
」
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
独
立
を
望
む
共

和
国
に
は
そ
れ
を
認
め
た
上
で
、

ソ
連

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
関
係
の
よ
う
な
友
好
な
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
春
以
降
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
の
構
想
が

「主
権
国
家
連
合
」
で
あ
る
と
日
本
で
は
報
道
さ
れ
た
。.
し
か
し
こ
れ
は
今

述
べ
た

「国
家
連
合
」

の
こ
と
で
は
な
い
。
従
来
ど
お
り
の
訳
語
を
使
う
な
ら
ば
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
が
提
唱
し
た
の
は

「主
権
国

家
連
邦
」
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
九
二
二
年
の
連
邦
も
た
て
ま
え
上
は
主
権
国
家
の
連
邦
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ

の
点
で
は
新
し
い
点
は

何
も
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
従
来
と
違

っ
て
加
盟
共
和
国
の
自
主
権
を
実
質
的
に
尊
重
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
再
び
集
権

化
が
進
む
こ
と
に
な
ろ
う
。

「根
本
的
に
刷
新
さ
れ
た
連
邦
」
と
い
う
の
が
合
言
葉
に
な

っ
て
い
る
。
「新
連
邦
条
約
」
と
い
う
言
葉
は
使

っ
て
も
、
「新
連
邦
の
結

成
」
と
は
決
し
て
言
わ
な
い
。
「根
本
的
」
と
い
う
言
葉
は
つ
い
て
い
る
が
、
と
も
か
く
現
在
存
在
し
て
い
る
連
邦
を
所
与
の
前
提
と
し
て
、
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そ
の
刷
新
を
画
る
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。
連
邦
は
、
主
権
国
家
が
自
発
的
に
そ
の
権
限
の

一
部
を
連
邦
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
成
立

す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
現
連
邦
の
側
が
、
共
和
国
に
対
し
て
、
新
連
邦
条
約
の
内
容
を
強
制
す
る
よ
う
な
こ
と

が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
独
自
の
軍
隊
を
持

つ
権
利
を
放
棄
し
な
い
と
い
う
共
和
国
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い

は
ず
で
あ
る
。
連
邦
側
は
、
そ
れ
が
嫌
で
あ
れ
ば
、
連
邦
に
加
入
さ
せ
て
や
ら
な
い
と

い
う
以
外
に
な
い
。
ま
た
条
約
締
結
を
拒
否
す
れ

ば
、
そ
の
共
和
国
は
論
理
必
然
的
に
連
邦
外
の
存
在
と
な

っ
て
独
立
国
家
と
な
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
現
連
邦
側
は
こ
の

よ
う
な
論
理
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
。
彼
ら
か
ら
み
れ
ば
、
問
題
は
新
連
邦
の
結
成
で
は
な
く
、
旧
連
邦
の
刷
新
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
新
連
邦
に
加
盟
し
な
い
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
旧
連
邦
の
効
力
が
そ
の
ま
ま
残
る
と

い
う
考
え
で
あ
る
。
し
か
し
新
連
邦
条
約

の

締
結
に
よ
っ
て
旧
連
邦
は
も
は
や
な
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
論
理
は
成
立
し
難

い
と
思
わ
れ
る
が
。

ハ
　

　

新
連
邦
条
約
締
結
の
理
論
的
問
題
と
し
て
、
そ
の
主
体
が
問
題
と
な
る
。
ま
ず
現
連
邦
は
主
体
な
の
か
ど
う
か
。
連
邦
は
、
主
権
を
有

す
る
国
家
が
自
発
的
に
そ
の
権
限
の

一
部
を
相
互
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
連
邦
は
そ
の
主
体
た
り
え

な
い
。
既
存

の
連
邦
と
各
加
盟
共
和
国
が
条
約
を
結
ぶ
の
で
は
な
く
、
加
盟
共
和
国
が
共
同
で
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

現
在
の
力
関
係
で
は
現
連
邦
を
抜
き
に
新
連
邦
を
結
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
新
連
邦
結
成
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握

っ
て
い
る

の
は
現
連
邦
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ロ
シ
ア
共
和
国
は
、
他
の
加
盟
共
和
国
と
の
個
別
条
約
を
次
々
に
締
結
し
、
現
連
邦
抜
き
で
新
連

邦
条
約
の
結
成
の
基
盤
作
り
を
し
て
き
た
。
ロ
シ
ア
共
和
国
以
外
に
も
相
互
協
定
を
結
ぶ
例
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
新
連
邦
条
約
の
問

題
は
現
連
邦
主
導

の
か
た
ち
で
展
開
し
て
い
る
。

新
連
邦
の
主
体
の
問
題
と
し
て
は
、
自
治
共
和
国
の
問
題
も
大
き

い
。
多
く
の
自
治
共
和
国
が
主
権
を
宣
言
し
、
加
盟
共
和
国
へ
の
昇

格
を
求
め
、
新
連
邦
の
構
成
主
体
と
な
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

「
自
治
」
体
の
存
在
は
、
既
述
の
ス
タ
ー
リ
ン
型

「自
治
」

論
の
遺
産
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
加
盟
共
和
国

へ
の
昇
格
は
現
加
盟
共
和
国
か
ら
の
分
離

・
独
立
を
意
味
し
、
現
加
盟
共

和
国
の
領
土
の
変
更
と
な
る
。
現
憲
法
に
よ
れ
ば
、
領
土
の
変
更
は
そ
の
加
盟
共
和
国
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
こ
の
点
が
ネ

ッ
ク
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に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
自
治
共
和
国
を

一
番
大
量
に
抱
え
て
い
る
ロ
シ
ア
共
和
国
は
、
自
治
共
和
国
の
自
立
に
前
向
き
の
姿
勢
を
示
し
て

い
る
。
自
治
州
や
自
治
区
も
す
べ
て
共
和
国
に
格
上
げ
し
、
ソ
連
邦
を
五
三
の
共
和
国
の
連
邦
に
す
べ
き
だ
と
い
う
提
案
も
多
い
。
そ
の

ハゑ

場
合
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
五
〇
の
州
か
ら
成
る
こ
と
に
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
。
人
口
百
万
人
以
上
の
民
族
を
構
成
主
体
に
す
べ
き

だ
と
い
う
主
張
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、

ユ
ダ
ヤ
人
、
ド
イ
ツ
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
な
ど
に
も
共
和
国
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

民
族
構
成
体
だ
け
で
な
く
、
地
域
単
位
で
連
邦
構
成
主
体
を
作
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
も
あ
る
。
例
え
ば
モ
ス
ク
ワ
州
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
、
極
東
地
域
な
ど
で
あ
る
。
極
東
に
は
か

つ
て

一
九
二
〇
1
二
二
年
に
極
東
共
和
国

(ソ
ビ

エ
ト

・
日
本
間
の
緩
衝

国
家
)
が
存
在
し
た
が
、
九
〇
年

二

月
に
は
、
極
東

の
八
地
域

(
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
道
、
沿
海
道
、
ア
ム
ー
ル
州
、
チ
タ
州
、
サ
ハ
リ
ン

州
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
州
、
ヤ
ク
ー
ト
自
治
共
和
国
)

の
議
会

・
行
政
庁
の
代
表
に
よ
る
極
東
協
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
将
来
こ
の
地
域

ハ　

　

が

、

ソ
連

邦

か
ら

の
自

立

を

め
ざ

す

可
能

性

も

な

い
で

は

な

い
。

さ

ら

に
新

連

邦

を

め
ぐ

っ
て
、

従
来

と

ま

っ
た

く

異

な

っ
た

構
想

も
あ

る

。
例
え

ば

ソ
ル
ジ

ェ
ニ
ー

ツ

ィ

ン
は
、

三

つ
の

ス

ラ
ブ
系

民

族

(
ロ
シ

ア
、

ウ

ク

ラ
イ

ナ
、

白

ロ
シ

ア
)

だ

け

の
連

邦

を

主

張

し

て
、

ハ
　

レ

話
題
を
呼
ん
だ
。
「
バ
ル
ト

・
黒
海
連
邦
」
構
想
と
い
う

の
も
あ
る
。
バ
ル
ト
海
か
ら
黒
海
に
至
る
五
共
和
国

(バ
ル
ト
三
国
、
白

ロ
シ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
)
に
よ
る
連
邦
結
成
で
あ
る
。

連
邦
と
共
和
国
の
権
限
の
区
分
は
、
や
は
り
最
大
の
問
題
で
あ
る
。
連
邦
の
権
限
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
四
機
能
説

(環
境

・
宇
宙

・

防
衛

.
調
停
裁
判
所
)
、
カ
ザ

フ
共
和
国
は
六
機
能
説
、

モ
ル
ド
ワ
共
和
国
は
中
央
の
統
治
機
能
否
定
説
を
展
開
し

て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
固
有

の
貨
幣
制
度
を
主
張
し
、
モ
ル
ド
ワ
は
連
邦
固
有
の
所
有
権
を
否
定
し
、
白
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
固
有
の
軍
隊
を
も

つ
権

利
を
主
張
し
て
い
る
。
グ
ル
ジ
ア
は
連
邦
大
統
領
に
対
す
る
拒
否
権
を
要
求
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
多
様
な
主
張
の
な
か
で
、

一
時
は
不
均

一
な
連
邦
構
想
が
盛
ん
に
提
唱
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
各
加

盟
共
和
国
で
連
邦
に

譲
渡
す
る
権
限
に
相
違
が
あ

っ
て
よ
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
共
和
国
は
主
権
の
七
割
を
、
他
の
共
和
国
は
三
割
を
連
邦
に
譲
渡
す

る
と
い
っ
た
感
じ
に
な
る
。
バ
ル
ト
三
国
や
分
離
主
義
的
傾
向
の
強
い
共
和
国
を
繋
ぎ
止
め
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
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後
こ
の
構
想
は
影
が
薄
く
な

っ
た
が
、
連
邦
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、
最
終
的
に
は

一
部
の
共
和
国
に
は
例
外
を
認
め
る
こ
と
も
あ
り
う

る
。
な
お
共
和
国
の
な
か
に
は
国
名
か
ら
社
会
主
義
を
外
し
た
国
も
あ
り
、
新
連
邦
は
体
制
を
異
に
す
る
共
和
国
の
結
合
し
た

「多
ウ
ク

ラ
ー
ド
連
邦
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

連
邦
と
共
和
国
の
法
令
の
効
力
関
係
に
つ
い
て
も
、
連
邦
法
が

一
方
的
に
優
位
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
例
え
ば

連
邦
管
轄
に
つ
い
て
は
連
邦
法
が
優
位
で
、
共
和
国
管
轄
の
問
題
に
つ
い
て
は
共
和
国
法
が
優
先
す
る
と

い
う
よ
う
な
考
え
方
が
有
力
に

展
開
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
自
体
は
論
理
的
に
は
お
か
し
い
が

(連
邦
管
轄
に
つ
い
て
は
連
邦
法
が
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、
連
邦
法
し
か

存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
)
、
と
も
か
く
共
和
国
法
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。

一
番
大
き
な
問
題
は
、
市
場
経
済
移
行
問
題
と
連
邦
問
題
の
関
係
で
あ
る
。
市
場
経
済

へ
の
移
行
と
共
和
国
の
主
権
は
、
と
も
に
熱
心

な
改
革
派
が
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
両
者
は
、
分
権
化

・
民
主
化
を
主
張
し
て
い
る
点
で
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
統

一
市
場
論

と
分
断
的
な
共
和
国
主
権
論
は
、
同

一
の
論
者
が
主
張
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
矛
盾
す
る
面
が
あ
る
。

一
般
に
市
場
経
済
の
展
開
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
高
揚
さ
せ
る
。
西
欧
近
代
の
民
族
国
家
は
市
場
経
済
の
発
展
の
な
か
で
生
ま
れ
た
。

統

一
的
な
市
場
は
ま
ず
民
族
単
位
で
形
成
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
普
遍
的
な
性
格
を
も

つ
市
場
が
民
族
の
壁
に
よ
っ
て
さ
し
当

り
閉
鎖
さ
れ
る
と
も
い
え
る
。
ソ
連
の
場
合
も
、
市
場
経
済

へ
の
移
行
が
ソ
連
邦
を
民
族
国
家
に
分
解
す
る
方
向
に
作
用
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
民
族
的
市
場
を
成
り
立
た
し
め
た
根
拠
で
あ
る
言
語
の
壁
は
ソ
連
に
は
な
い
。
ロ
シ
ア
語
は
共
通
語
と
し
て

一
応
全

連
邦
で
通
用
す
る
。
ま
た
革
命
後
の
歴
史
が
形
成
し
て
き
た
経
済
の
全
連
邦
的
な
連
関
構
造
も
あ
る
。
地
方
の
共
和

国
は
全
連
邦
的
な
分

業
体
系
の
な
か
で
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
型
経
済
を
強
制
さ
れ
て
き
て
お
り
、
経
済
的
に
自
立
す
る
力
が
な
い
。
と
す
る
と
、
ソ
連
の
場
合
市

場
経
済

へ
の
移
行
は
、
民
族
の
壁
を
超
え
た
経
済
の

一
体
性
を
作
り
だ
し
、
連
邦
の
分
解
を
阻
止
す
る
方
向
に
作
用
す
る
と
思
わ
れ
る
。

あ
る
い
は
連
邦
の
分
解
を
阻
止
す
る
こ
と
な
し
に
は
市
場
経
済

へ
の
移
行
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

ヘ
マ

ソ

市
場
経
済

へ
の
移
行
を
説
く
経
済
学
者
は
、
連
邦
強
化
論
者
で
あ
り
、
共
和
国

へ
の
分
断
傾
向
を
批
判
し
て
い
る
。
共
和
国
主
権
の
強
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調
は
、
共
和
国
問
で
レ
ー
ル
を
取
り
替
る
よ
う
な
も
の
だ

(ソ
連
と
そ
の
周
辺
国
家
で
は
鉄
道
の
レ
ー
ル
の
幅
が
異
な
る
た
め
、
国
境
を

超
え
る
た
め
に
は
列
車
を
持
ち
上
げ
て
車
輪
を
取
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ソ
連
の
国
境
で
は
そ
ん
な
面
倒
な
こ
と
を
毎
日
し
て
い

る
の
で
あ
る
)
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
九
二
二
年
の
ソ
連
邦
結
成
が
、
形
態
的
に
は
国
家
連
合
的
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
容
的

に
は
単

一
国
家
に
転
換
し
て
い
っ
た
の
は
、
ネ

ッ
プ
経
済
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
ネ

ッ
プ
の
市
場
経
済
が
要
求
し
た
統

一
市

場
が
ソ
連
邦
を
単

一
国
家
に
変
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
E
C
の
例
も
よ
く
引
き
合
い
に
だ
さ
れ
る
。
E
C
の
よ
う
に
市
場
の
統
合
か
ら

政
治
統
合

へ
進
む
と
い
う
の
が
経
済
の
発
展
法
則
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
連
は
主
権
宣
言
で
逆
の
道
を
歩

ん
で
い
る
と
い
う
批
判

で
あ
る
。
も

っ
と
も
広
大
な
領
域
を
も
ち
な
が
ら
、
交
通

・
通
信
部
門
に
致
命
的
な
弱
点
を
も
つ
ソ
連
に
お
い
て
は
、
全
連
邦
市
場
と
は

別
に
、
い
く

つ
か
の
地
域
市
場

(例
え
ば
極
東
経
済
圏
)
が
複
合
的
に
成
立
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
ソ
連
が
半
封
建
的
な
分
散
し
た
権
力
構
造
を
と

っ
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
統

一
市
場
の
形
成

の
た
め
に
は
、
そ
の
閉

鎖
的
な
地
域
主
義
を
解
体

・
統
合
し
て
近
代
的
な
中
央
集
権
国
家
を
作
る
必
要
性
は
い
っ
そ
う
高

い
。
大
統
領
制

の
よ
う
な
集
中
権
力
が

必
要
と
さ
れ
た
原
因
の

一
つ
も
そ
こ
に
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
市
場
経
済

へ
の
移
行
を
主
張
す
る
改
革
推
進
派
が
、
他
方
で
共
和
国
の
主
権
を
要
求
す
る
の
は

一
見
矛
盾

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
も
し
市
場
経
済

へ
の
移
行
が
順
調
に
進
め
ば
、
そ
れ
は
本
質
的
に
は
矛
盾
し
て
い
な

い
。
共
和
国
主

権
の
主
張
の
中
身
は
多
様
で
あ
る
が
、
改
革
派
の
要
求
は
従
来
の
官
僚
主
義
的
な
連
邦
管
理
機
構

(例
え
ば
部
門
別
産
業
省
の
よ
う
な
連

邦
省
)
の
廃
止
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
機
能
を
共
和
国
レ
ベ
ル
で
再
生
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
な

ら

一
つ
に
代
っ
て

一
五
の
官
僚
統
制
国
家
が
生
ま
れ
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ソ
連
の
国
営
企
業
は
、
連
邦
管
轄
の
も
の
と
共

和
国
管
轄
の
も
の
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
共
和
国
主
権
論
は
、
連
邦
管
轄
企
業
を
共
和
国
管
轄
に
譲
れ
と
要
求
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

市
場
経
済
論
者
シ
ャ
タ
ー
リ
ン
は
、
日
本
の
三
菱
を
と
り
あ
げ
て
、
三
菱
は
日
本
国
家
の
管
轄
か
、
そ
れ
と
も
ど
こ
か
の
県
の
管
轄
か
と

パ
　

レ

い
っ
た
例
で
説
明
を
し
て
い
る
。
市
場
経
済
の
も
と
で
は
企
業
自
体
が
い
わ
ば
主
権
者
で
あ
り
、
国
家
に
も
県
に
も
所
属
す
る
わ
け
で
は



ソビエ ト連邦体制の動揺と新連邦条約への道953

な
い
。
企
業
は
た
だ
法
律
に
の
み
従
属
し
て
お
り
、
ど
の
レ
ベ
ル
で
あ
れ
権
力
は
そ
れ
に
介
入
し
な

い
の
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。

改
革
派
の
主
張
は
、
i
市
場
経
済
へ
の
移
行
に
伴
っ
て
膨
大
な
官
僚
機
構
は
不
要
に
な
る
は
ず
で
あ
り
、
連
邦
で
あ
れ
共
和
国
で
あ
れ

国
家
機
能
は
大
幅
に
縮
小
で
き
る
。
そ
し
て
残
る
国
家
機
能

(経
済
の
基
盤
作
り
、
夜
警
国
家
的
側
面
、
福
祉
国
家
的
側
面
、
人
権
保
障

等
)
に
つ
い
て
は
共
和
国
の
権
限
を
拡
大
す
る
!
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
中
問
に
介
在
す
る
膨
大
な
半
封
建
的
官
僚
機
構
を
解
体

し
、
そ
の
権
限
を
、
近
代
的

・
法
治
国
家
的
な
意
味
に
お
け
る
集
権
国
家
と
し
て
の
連
邦
と
共
和
国
で
分
轄
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
理
論
的
に
は
市
場
経
済
移
行
論
と
共
和
国
主
権
論
は
調
和
し
う
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
市
場
経
済

へ
の
移
行
は
そ
う
簡
単
に
ぱ
い
き
そ
う
に
な
い
。
そ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
連
邦
と
共
和
国
の
権

限
争

い
も
、
共
に
近
代
化
し
て
ス
マ
ー
ト
に
な
る
の
で
は
な
く
、
半
封
建
的
な
官
僚
機
構
の
奪

い
合
い
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
全
連
邦

の
統

一
市
場
が
で
き
る
ど
こ
ろ
か
、
反
対
に
、
主
権
共
和
国
、
州
、
都
市
が
そ
れ
ぞ
れ
閉
鎖
国
家
に
な

っ
て
、
そ
の
内
部
で
命
令
的

・
官

僚
的
経
済
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
古
い
統
制
経
済
は
崩
壊
し
つ
つ
あ
り
、
各
人
、
各
地
域
、
各
共
和
国
は
、
自
分

の
利
益
だ
け
を
追
求

し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
私
的
利
益
の
追
求
を
全
体
の
利
益

へ
と
媒
介
す
る
と
こ
ろ
の
市
場
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な

い
。
地
方
は
都
市
に

食
料
を
売
り
惜
み
す
る
。
ル
ー
ブ
ル
が
信
用
を
喪
失
す
る
な
か
で
、
貨
幣
を
媒
介
と
し
な
い
物
々
交
換
が
拡
が

っ
て

い
る
。
共
和
国
間
で

協
定
を
結
ん
で
も
、

一
方
側
が
勝
手
に
条
件
を
変
え
る
た
め
紛
争
が
生
じ
て
い
る
。
肉
の
値
上
げ
の
た
め
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
で
紛

争
が
生
じ
た
。

エ
ス
ト
ニ
ア
が
小
売
価
格
を
値
上
げ
し
た
た
め
、
エ
ス
ト
ニ
ァ
市
民
は
白
ロ
シ
ア
や
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
商
品
を
買
い
漁

り
、
こ
れ
ら
地
域
に
損
害
を
与
え
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
共
和
国
、
地
域
、
市
単
位
の
閉
鎖
的
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
都
市
で
は
買
い
物
に
際
し
て

パ

ス
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
地
域
市
民
以
外
に
は
売
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
ク
ー
ポ
ン
券
制
度

・
配
給
制
度
も
拡
大
し
て
い
る
。
共
和
国

間
に
壁
が
で
き
て
、
物
資

の
移
動
が
統
制
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
九
〇
年

一
〇
月
、
白

ロ
シ
ア
共
和
国
最
高
会
議
は
、
「共
和
国
消
費

市
場
保
護
臨
時
措
置
法
」
を
制
定
し
、
同
共
和
国
か
ら
の
消
費
物
資
や
原
料
、
発
明

・
発
見
に
関
す
る
文
書
を
勝
手
に
持
ち
出
す
こ
と
を
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禁
止
し
た
。
共
和
国
内
の
契
約
締
結
が
終
ら
な
い
う
ち
は
他
の
共
和
国
の
相
手
と
の
契
約
締
結
を
禁
止
し
て
い
る
共
和
国
も
あ
る
。
封
建

的
な
割
拠
制
度

へ
の
移
行
で
あ
る
。

一
部
の
論
者
は
、
こ
れ
を
、
「
フ
ェ
デ
ラ
リ
ズ
ム
」
(連
邦
制
度
)
な
ら
ぬ

「
フ
ェ
オ
ダ
リ
ズ
ム
」
(封

お

マ

建
制
度
)

へ
の
移
行
だ
と
皮
肉

っ
て
い
る
。

ソ
連
邦
と
ロ
シ
ア
共
和
国
の
関
係
は
特
殊
の
性
格
を
も

つ
。
そ
れ
は
連
邦
と
加
盟
共
和
国
の
関
係

一
般
と
は
異
な

っ
て
い
る
。
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
ソ
連
邦
と
は
ロ
シ
ア
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
。
ロ
シ
ア
が
他
の
共
和
国
を
内
に
包
摂
し
た
う
え
で
自
ら
を
ソ
連

邦
と
名
の
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
両
者
の
間
に
は
利
害

の
対
立
が
あ
る

(連
邦
と
共
和
国
の
争
い
、
お
よ
び

ソ
連
邦
の
主
導
権
を
め
ぐ

る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
派
と

エ
リ
ツ
ィ
ン
派
の
争

い
)
が
、
そ
れ
は
根
本
的
な
も
の
で
は
な
い
。
一
見
奇
妙
に
み
え
る
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
共
和
国
議
会
が
共
和
国
の
連
邦
に
対
す
る
優
位
を
主
張
す
る
場
合
、
そ
れ
は
圧
倒
的
多
数
の
支
持
を
受
け
る
。
と
こ
ろ
が
連
邦
議

会
の
最
大
多
数
派
を
占
め
る
ロ
シ
ア
人
は
、
や
は
り
連
邦
優
位
の
主
張
を
圧
倒
的
に
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る

(例
え
ば
連
邦
議
会
内
の

エ
ス
ト
ニ
ア
人
が
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
議
会
と
共
同
歩
調
を
と
る
の
と
は
違
う
の
で
あ
る
)
。
ロ
シ
ア
議
会
と
連
邦
議
会
の
ロ
シ
ア
人
は
、

ロ
シ
ア
の
違

っ
た
社
会
層
を
代
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
彼
ら
は
、
基
本
的
に
は
共
通
の
利
害
を
有
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
所
属
す
る
機
関
の
役
割
に
忠
実
に
従

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
共
和
国
議
会
の
代
議
員
が
も
し
連
邦
代
議
員
に
選

出
さ
れ
れ
ば
、
彼
は
た
ち
ま
ち
態
度
を
変
え
る
に
違
い
な
い
。
連
邦
と
ロ
シ
ア
の
対
立
は
そ
の
程
度
の
も
の
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
あ

ハじ
ロ

る
論
者
が
言
っ
た
よ
う
に
、
連
邦
と

ロ
シ
ア
は
、
「変
愛
結
婚
」
は
無
理
だ
と
し
て
も

「打
算
結
婚
」
は
可
能
な
の
で
あ
る
。
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(六
)
連
邦
と
共
和
国
の
法
律
戦
争

加
盟
共
和
国
の
独
立
宣
言
や
主
権
宣
言
、
各
地
域
の
自
立
傾
向
、
経
済
の
崩
壊
に
よ
る
地
域
の
経
済
鎖
国
体
制
等
々
に
よ
っ
て
、
現
在

の
ソ
連
で
は
、
統

一
的
な
法
の
支
配
の
維
持
が
困
難
な
状
態
に
な

っ
て
い
る
。
以
前
か
ら
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
あ

っ
た
が
、
そ
れ
が
い
っ

そ
う
ひ
ど
く
な

っ
て
き
た
。
ソ
連
邦
と
加
盟
共
和
国
が
互
い
に
相
手
の
法
律
の
無
効
を
宣
言
し
あ
う
と
い
っ
た
状
態
も
現
出
し
て
い
る
。

そ

の
よ
う
な
状
態
を
指
し
て
最
近
は

「法
律
戦
争
」
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

加
盟
共
和
国
が
ソ
連
邦
の
法
律
に
違
反
す
る
内
容
の
主
権
宣
言
を
行

っ
た
り
し
た
場
合
、
以
前
は
、
憲
法
統
制
権
を
も

っ
て
い
る
ソ
連

邦
最
高
会
議
幹
部
会
が
、
そ
れ
を
無
効
と
宣
言
し
て
い
た
。
大
統
領
制
が
導
入
さ
れ
た
後
は
、
大
統
領
が
そ
の
合
法
性
保
障
権
を
行
使
し

て
、
同
じ
よ
う
に
加
盟
共
和
国
の
法
律
等
を
無
効
と
し
て
い
た
。
他
に
ソ
連
邦
憲
法
監
督
委
員
会
と
い
う
機
関
も
あ

る
が
、
こ
れ
は
現
在

は
連
邦
間
題
に
は
関
与
し
な
い
と
い
う
態
度
を
と

っ
て
い
る
。

ソ
連
邦
の
裁
判
所
は
無
能
で
あ

っ
て
、
事
実
上
合
法
性
保
障
機
能
を
も
た



956神 戸 法 学 雑 誌XL

な
い
。

ソ
連
邦
の
最
高
会
議
や
そ
の
幹
部
会
が

一
定
の
役
割
を
果
す
こ
と
は
あ
る
。
例
え
ば
、
九
〇
年

一
一
月
に
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
最
高

会
議
が

「
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
領
土
上
の
ソ
連
軍
お
よ
び
特
殊
民
警
部
隊
の
犯
罪
行
為
を
許
さ
な
い
決
定
」
を
採
択
し

(ラ
ト
ビ
ア
か
ら
見

れ
ば
彼
ら
は
侵
略
軍
で
あ
る
)
、
軍
人
等
の
民
事
上
の
権
利
を
差
別
す
る
挙
に
で
た
時
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
は
そ
れ
を
憲
法
違
反
と
批
判
し
、

撤
回
す
る
よ
う
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を
発
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
ア
ピ
ー
ル
に
す
ぎ
ず
、
法
的
な
効
力
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
ソ
連

邦
の
法
律
の
統

一
を
保
障
す
る
機
能
を
果
し
て
い
る
の
は
、
専
ら
大
統
領
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

他
方
で
加
盟
共
和
国
の
側
は
、
勝
手
に
主
権
を
宣
言
し
、
多
く
の
場
合
、
共
和
国
の
法
律
が
連
邦
の
法
律
よ
り
優
先
す
る
と

い
う
原
則

を
定
め
た
。
ソ
連
憲
法
は
、
連
邦
の
法
律
が
共
和
国
の
法
律
に
優
先
す
る
と
い
う
原
則
を
定
め
て
い
る
が
、
共
和
国
側
は
そ
れ
に
真

っ
向

か
ら
挑
戦
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
連
邦
と
共
和
国
の
法
律
戦
争
は
、
い
か
に
し
て
解
決
す
れ
ば

い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
行
の
ソ
連
憲
法
を
前
提
に
す
る
限

り
、
連
邦
の
権
限
は
圧
倒
的
に
強

い
。
そ
し
て
法
令
の
効
力
関
係
に
つ
い
て
、
ソ
連
憲
法
が
共
和
国
憲
法
に
優
先
し

(第
七
三
条

一
一
項
)
、

ソ
連
の
法
律
が
共
和
国
の
法
律
に
優
先
す
る

(第
七
四
条
)
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
連
邦
の
最
高
会
議
は
、

ソ
連
邦
の
憲
法

.
法

律
に
違
反
す
る
加
盟
共
和
国
政
府
の
決
定
を
破
棄
で
き
る

(第

二

三
条
九
項
。
な
お
連
邦
の
最
高
会
議
は
、
連
邦
政
府
の
決
定
を
、
い

つ
で
も
破
棄
で
き
る
。
こ
れ
は
違
憲

・
違
法
の
判
断
と
は
無
関
係
に
で
き
る
。
連
邦
政
府
は
連
邦
最
高
会
議
に
直
接
従
属
す
る
機
関
だ
か

、

ら
で
あ
る
。
し
か
し
共
和
国
政
府
は
、
連
邦
最
高
会
議
に
直
接
従
属
し
て
は
い
な
い
の
で
、
条
件
が
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
)
。
連
邦
政

府
は
加
盟
共
和
国
政
府
の
決
定
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る

(第

一
三
四
条
。
停
止
す
る
だ
け
で
破
棄
は
で
き
な
い
。
共
和
国
政

府
に
よ
る
自
発
的
徹
回
か
上
級
機
関
の
解
決
に
任
せ
る
こ
と
に
な
る
。
や
は
り
直
接
の
従
属
関
係
で
は
な
い
の
で
破
棄
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
)。

以
上
の
よ
う
な
憲
法
の
規
定
を
前
提
に
す
る
限
り
、
連
邦
の
権
限
が
圧
倒
的
に
強
い
の
で
あ
る
が
、
近
い
将
来
の
新
連
邦
条
約
を
睨
ん

で
、
そ
れ
を
修
正
す
る
試
み
も
す
で
に
始
ま

っ
て
い
た
。

一
九
九
〇
年
四
月

一
〇
日
に
は
、
「連
邦
経
済
関
係
法
」
が
制
定
さ
れ
、
連
邦
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と
共
和
国
の
経
済
上
の
権
限
の
区
分
を
定
め
て
い
る
が
、
ソ
連
に
よ
く
あ
る

一
般
的
で
無
内
容
な
法
律
で
、
す
ぐ
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

次

い
で
同
年
四
月
二
六
日
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
は
、
「権
限
区
分
法
」
を
制
定
し
て
、
連
邦
と
そ
の
構
成
部
分
の
権
限
を
分
割
す
る
基
準

を
定
め
た
。
そ
れ
は
先
の
憲
法
の
規
定
に
比
べ
て
、
共
和
国
の
権
限
を
若
干
拡
大
し
て
い
る
。
憲
法
で
は
、
連
邦
の
権
限
を
列
挙
す
る
と

同
時
に
、
最
後
に

「全
連
邦
的
意
義
を
も
つ
そ
の
他
の
諸
問
題
」
と

い
う
規
定
を
お
い
て
い
た
。
こ
の
条
項
に
よ
っ
て
、
事
実
上
あ
ら
ゆ

る
問
題
を
連
邦
の
管
轄
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
権
限
区
分
法
は
、
そ
の
よ
う
な
包
括
的
規
定
を
廃
止
し
、
防
衛

・
外
交

・
貨

幣

・
税
制

・
輸
送

・
通
信
等
々
、
連
邦
の
管
轄
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
し
て
連
邦
と
加
盟
共
和
国
の
共
同
管
轄
と

い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
作

り
、
市
民
的
自
由
、
労
働
保
護
、
社
会
秩
序
維
持
等
々
を
列
挙
し
、
民
法

・
刑
法
を
は
じ
め
と
す
る
基
本
法
の
制
定
も
共
同
管
轄
と
し
て

い
る
Q

連
邦
と
加
盟
共
和
国
は
、
個
別
の
協
定
で
、
そ
の
権
限
の

一
部
を
互
い
に
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
の
指
導

・
援
助
を
求
め
る

共
和
国
は
、
そ
の
権
限
を
大
幅
に
連
邦
に
委
ね
て
も
い
い
し
、
逆
に
連
邦
は
そ
の
管
轄
に
属
し
て
い
る
鉄
道
の
管
理
権
を
ロ
シ
ア
共
和
国

に
委
ね
る
、
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
多
元
的
な
結
合
形
態
を
も

つ
連
邦
が
構
想
さ
れ

て

い
た
の
で
あ
る
。
連
邦
法
が
共
和
国
法
に
優
先
す
る
と

い
う
原
則
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
次
の
点
は
共
和
国
の
権
限
を
少
し
拡
大
し
た
。

共
和
国
の
最
高
会
議
は
、
ソ
連
政
府
の
決
定
が
そ
の
利
益
を
侵
害
し
て
い
る
と
き
は
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が

で
き
る

(異
議
を
述
べ
る
だ
け
で
決
定
は
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)。
ま
た
共
和
国
の
最
高
会
議

・
政
府
は
、
連
邦

・
共
和
国
の
法

令

に
違
反
す
る
ソ
連
邦
の
省
令
以
下
の
下
位
法
令
の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る

(最
終
的
決
定
は
ソ
連
邦
の
最
高
会
議
ま
た
は
政

府
が
行
う
),
こ
の
二
つ
は
、

一
九
二
二
年
の
連
邦
結
成
条
約
や

一
九
二
四
年
の
ソ
連
憲
法
に
あ

っ
た
制
度
を
復
活
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

加
盟
共
和
国
や
民
族
構
成
体

(自
治
共
和
国
等
)
は
相
互
に
経
済

・
社
会

・
文
化
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
ソ
連
邦
や
他

の
共
和
国
な
ど
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
,
加
盟
共
和
国
は
外
国
と
条
約
を
結
ん
だ
り
、
国
際
組
織
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
ソ
連
の
法
律
や
国
際
的
な
義
務
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
。
主
権
宣
言
後
、

一
連
の
加
盟
共
和
国
は
、
連
邦
を
媒
介
せ
ず
に
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直
接
相
互
に
交
流
を
も
ち
、
協
定
を
結
ぶ
例
が
増
え
て
き
た
。
特
に
ロ
シ
ア
共
和
国
は
、
主
権
国
家
た
る
実
績
を
積
み
、

ソ
連
邦
に
対
抗

す

る
力
を
つ
け
る
た
め
に
も
、
精
力
的
に
他
の
加
盟
共
和
国
と
の
間
で
二
国
間
協
定
を
結
ぶ
道
を
追
求
し
て
い
る
。
バ
ル
ト
諸
国
と
も
協

定
を
結
ん
だ
し
、
と
り
わ
け
九
〇
年

一
一
月
に
は
、
最
大
の
共
和
国
で
あ
る
ロ
シ
ア

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
二
国
間
で
条
約
が
調
印
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
主
権
を
確
認
し
合

っ
た
。
こ
れ
ら
の
協
定
の
な
か
に
は
連
邦
管
轄
に
触
れ
る
も
の
も
あ
り
、
連
邦
側
は
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
共
和
国
は
さ
ら
に
、
日
本
な
ど
の
外
国
に
対
し
て
も
、
経
済

・
文
化
に
関
す
る
条
約
を
結
ぶ
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

エ
リ
ツ
ィ

ハ
　

マ

ン
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
は
韓
国
と
も
条
約
を
結
ぼ
う
と
し
た
が
、
ソ
連
政
府
が
そ
れ
を
妨
害
し
た
と
い
う
。

さ
て
先
の
よ
う
な
連
邦
の
権
限
区
分
法
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
共
和
国
も
独
自
の

「統
治
機
能
区
分
決
定
」
を
採
択

し
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
直
接
連
邦
が
管
理
す
る
の
は
国
防
省
、
国
家
保
安
委
員
会
、
航
空
省
、
交
通
省
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
、
原
子
力

エ
ネ
ル
ギ
ー

・
原
子
力

工
業
省
、
通
信
省
、
海
運
省
、
防
衛
産
業
、
宇
宙
計
画
な
ど
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
共
和
国
に
も
内
務
省
、
国
家
保
安
委
員
会
を
創
設
す
る
。

共
和
国
国
立
銀
行
、
共
和
国
対
外
経
済
銀
行
を
創
設
し
、
共
和
国
税
関
の
創
設
を
検
討
す
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
官
庁

・
企
業
の
管
理
シ

ス
テ
ム
を
検
討
す
る
。
上
記
の
連
邦
官
庁
に
対
す
る
共
和
国
側
か
ら
の
監
視
機
関
の
創
設
。
上
記
の
連
邦
管
轄
以
外

の
管
理
機
関
は
共
和

国

へ
移
管
す
る
が
、
そ
れ
は
共
和
国
省
を
創
る
と
い
う
方
法
で
は
な
く
、
行
政
機
関
の
縮
小

・
企
業
の
自
立
と

い
う
方
向
で
考
え
る
。
他

の
加
盟
共
和
国
と
の
経
済

・
社
会

・
文
化
に
関
す
る
条
約
の
締
結
、
外
国
と
の
条
約
の
締
結
等
々
。

こ
の
ロ
シ
ア
共
和
国
の
決
定
は
、
新
連
邦

へ
の
移
行
計
画
と
い
っ
た
も
の
で
、
連
邦
側
と
直
ち
に
衝
突
す
る
性
格

の
も
の
で
は
必
ず
し

も
な
い
が
、
し
か
し
具
体
的
な
衝
突
も
発
生
し
た
。

ソ
連
邦
と
ロ
シ
ア
共
和
国
の
第

一
次
法
律
戦
争
は
、
銀
行
制
度
を
め
ぐ
っ
て
発
生
し
た
。
革
命
勝
利
の
第

一
の
条
件
は
ま
ず
銀
行
を
掌

握

す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
マ
ル
ク
ス
の
説
い
た
パ
リ

・
コ
ミ
ェ
ー
ン
教
訓
で
あ

っ
た
。
ロ
シ
ア
革
命
に
際
し
て
は
こ
の
教
訓
が

明
確
に
記
憶
さ
れ
て
お
り
、
革
命
後
直
ち
に
銀
行
の
国
有
化
が
布
告
さ
れ
た
。
こ
の
教
訓
は
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
ら
現
ロ
シ
ア
共
和
国
指
導
部

の
頭
を
も
擦
め
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
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ロ
シ
ア
共
和
国
最
高
会
議
は
、
九
〇
年
六
月
、
ロ
シ
ア
領
土
内
の
す
べ
て
の
銀
行
を
共
和
国
の
財
産
と
宣
言
し
た
。
国
立
銀
行
総
裁
ゲ

ラ
シ
チ
ェ
ン
コ
は
慌
て
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
に
善
処
を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て
七
月
、
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
大
統
領

は
銀
行
制
度
に
関

す
る
大
統
領
令
を
発
し
、
新
し
い
連
邦
条
約
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
、
現
在
の
銀
行
制
度
を
維
持
す
る
よ
う
に
説
き
、
加
盟
共
和
国
最
高
会

議
に
対
し
て
、
現
行
制
度
を
侵
害
す
る
立
法
を
し
な
い
よ
う
勧
告
し
た
。
そ
し
て
当
面
、
統

一
的
な
信
用

・
貨
幣
政
策
を
策
定
し
、
銀
行

制
度
を
共
同
で
管
理
す
る
た
め
、
加
盟
共
和
国
国
立
銀
行
の
指
導
者
も
含
む
ソ
連
邦
国
立
銀
行
会
議
の
設
置
を
決
め
た
。
ま
た

一
連
の
共

和
国
が
提
唱
し
て
い
た
共
和
国
独
自
貨
幣
の
導
入
に
つ
い
て
、
そ
の
危
険
性
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
と
も
か
く
こ
う
し
て
銀
行
戦
争
は
、

連
邦
の
主
導
権
の
も
と
に

一
応
終
息
し
た
。

第
二
次
法
律
戦
争
は
、
天
然
資
源
の
所
有
権
を
め
ぐ

っ
て
発
生
し
た
。
九
〇
年
七
月
二
五
日
、
ソ
連
政
府
は
、
ス
イ
ス
の
デ

・
ビ
ア
ス

社
と
の
間
で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
売
却
の
五
〇
年
契
約
を
結
ん
だ
。
外
貨
不
足
に
悩
む
ソ
連
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
貴
金
属
を
売
り
急

い
で
い

た
と
も
い
わ
れ
る
。
従
来
天
然
資
源
は
全
連
邦
の
所
有
で
あ
り
、
そ
の
管
理
処
分
権
は
連
邦
政
府
に
あ
っ
た
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
処
置
に

法
的
な
問
題
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
ロ
シ
ア
共
和
国
は
そ
の
主
権
宣
言
に
よ

っ
て
、

ロ
シ
ア
領
土
内
の
天
然
資
源
を
共
和
国
の
財
産
と
宣

言
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
ロ
シ
ア
側
も
座
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
八
月
九
日
、
ロ
シ
ア
共
和
国
最
高
会
議
幹
部
会
は
、
共
和
国

経
済
主
権
保
護
決
定
を
採
択
し
た
の
で
あ
る
。

同
決
定
は
、
ロ
シ
ア
共
和
国
の
同
意
な
し
に
希
少
金
属
、
木
材
、
石
油
、
石
炭
、
毛
皮
等
を
売
却
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
り
、
ロ
シ
ア

共
和
国
が
主
権
を
宣
言
し
た
後
に
結
ば
れ
た
約

一
〇
億
ド
ル
の
売
買
契
約
は
無
効
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。
ロ
シ
ァ
側

の
説
明
に
よ
れ
ば
、

住
民
が
ガ
ソ
リ
ン
を
求
め
て
何
キ
ロ
も
行
列
し
、
農
産
物
収
穫
の
た
め
の
燃
料
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
き
、
資
源
を
投
げ
売
り
す
る
こ

と
は
国
家
犯
罪
に
等
し
い
。
契
約
は
無
効
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
生
じ
る
損
害
を
西
側
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
は
覚
悟
す
べ
き
で
あ
る
と

い

う

の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
、
同
年
八
月
二
三
日
は
大
統
領
令
を
発
し
た
。
そ
し
て
大
統
領
の
合
法
性
保
障
権
を
行
使
し
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て
先
の
ロ
シ
ア
共
和
国
の
決
定
を
無
効
と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
新
連
邦
条
約
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
は
現
行
憲
法
が
有
効

で
あ
り
、
天
然
資
源
の
処
分
権
は
連
邦
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ァ
側
の
主
張
は
経
済
困
難
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
物
資

や
信
用
を
外
国
か
ら
獲
得
す
る
手
続
を
複
雑
に
し
、
国
の
利
益
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
大
統

領
令
は
、
獲
得
し
た

外
貨
の
配
分
の
問
題
に
つ
い
て
は
連
邦
と
共
和
国
の
政
府
間
で
話
し
合
う
よ
う
指
示
し
、
ま
た
外
国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
て
、
ソ
連
邦

の
結
ん
だ
契
約
は
必
ず
守
ら
れ
る
と
約
束
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
八
月
二
五
日
、
ロ
シ
ア
共
和
国
最
高
会
議
幹
部
会
は
、
直
ち
に
こ
の
大
統
領
令
を
無
効
と
宣
言
し
た
。
互
い
に
無
効

と
宣
言
し
合
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
法
律
的
に
は
現
在
の
ソ
連
は
二
重
権
力
状
態
に
あ
る
。
し
か
し
現
行
法
を
前
提
に
す
れ
ば

ソ
連
邦

の
方
に
分
が
あ
る
し
、
現
在
の
力
関
係
で
も
連
邦
の
方
が
は
る
か
に
強
い
。
ロ
シ
ァ
側
は
、
た
だ
言
い
た
い
こ
と
を

言
っ
て
み
る
だ
け
と

い
う
感
じ
で
、
自
分
自
身
本
気
で
そ
の
主
張
が
と
お
る
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

九
〇
年
九
月
に
は

「
タ
バ
コ
戦
争
」
が
生
じ
た
。
諸
商
品
の
不
足
の
な
か
で
も
特
に
タ
バ
コ
が
不
足
し
、
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の

た
め
モ
ス
ク
ワ
市
は
タ
バ
コ
の
値
上
げ
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
価
格
の
決
定
権
を
有
す
る
ソ
連
邦
の
価
格
委
員
会
は
、
モ
ス
ク

ワ
市
の
決
定
を
破
棄
し
、
モ
ス
ク
ワ
市
の
試
み
は
失
敗
に
終

っ
た
。

九
〇
年
九
月
に
な
る
と
、
市
場
経
済

へ
の
移
行
計
画
を
め
ぐ
っ
て
ソ
連
邦
と
ロ
シ
ア
共
和
国
の
対
立
が
激
化
し
た
。
ロ
シ
ア
共
和
国
は

急
進
的
な
移
行
計
画

(
い
わ
ゆ
る
五
百
日
計
画
案
"
シ
ャ
タ
ー
リ
ン
・
ヤ
ブ
リ
ン
ス
キ
ー
案
)
を
採
択
し
た
が
、
当
初
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

大
統
領
も
そ
れ
に
同
意
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
ル
イ
シ
コ
フ
首
相
の
率
い
る
政
府
が
そ
れ
に
激
し
く
抵
抗
し
た
た
め
、
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
も
妥
協
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
九
月

一
九
日
、
ロ
シ
ア
共
和
国
最
高
会
議
は
、
ソ
連
政
府

へ
の
辞
職
勧
告

案
を
圧
倒
的
多
数
で
可
決
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
法
的
な
効
力
を
も
た
な
い
単
な
る
勧
告
に
す
ぎ
な
い
。

一
〇
月

一
九
日
、
ソ
連
邦
の
最
高
会
議
は
、
市
場
経
済
移
行
計
画
を
承
認
し
た
が
、
そ
れ
は

「
五
百
日
計
画
」
と
違

っ
て
、
日
程
が
不

定
の
メ
リ
ハ
リ
の
な
い
漢
然
と
し
た
移
行
計
画
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
市
場
経
済

へ
の
移
行
を
め
ぐ

っ
て
、
ソ
連
邦
と

ロ
シ
ア
共
和
国
は
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異
な
っ
た
計
画
を
決
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
連
邦
抜
き
で
ロ
シ
ア
共
和
国
の
み
で
経
済
改
革
を
進
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

こ
の
点
で
は
事
実
上
ロ
シ
ア
共
和
国
の
経
済
戦
略
は
失
敗
に
終

っ
た
と
い
え
る
。

ハ
　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
前
に
し
て
、

一
九
九
〇
年

一
〇
月
二
四
日
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
は
、
「
連
邦
法
保
障
法
」
を
制
定
し
た
。
そ
の
前

文
で
は
、
共
和
国
の
主
権
宣
言
以
降
、
加
盟
共
和
国
が
承
認
し
た
連
邦
法
の
み
効
力
を
も
つ
と
し
た
り
、
連
邦
法
の
効
力
を
停
止
し
た
り

す
る
権
利
が
あ
る
と
み
な
し
て
、
ソ
連
邦
の
法
律
の
適
用
を
拒
否
す
る
例
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
連
邦

条
約
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
の
措
置
と
し
て
い
く
つ
か
の
規
定
を
お
い
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
先
に
紹
介
し
た
九
〇
年
四
月
の

「権
限
区

分
法
」
を
再
確
認
し
、
部
分
的
に
具
体
化
し
た
だ
け
の
内
容
で
あ
る
。
連
邦
法
の
効
力
に
前
提
条
件
を

つ
け
る

(共
和
国
に
よ
る
承
認
等
)

よ
う
な
共
和
国
法
は
、
ソ
連
邦
の
主
権
を
侵
害
す
る
不
法
な
試
み
で
あ
り
、
無
効
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
大
統
領
は
、
連
邦
法

の
遵
守
を

保
障
し
な
い
連
邦
管
轄
下
の
国
営
企
業

・
施
設

・
団
体
の
指
導
者
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
大
統
領
が
直
接
企

業
長
を
解
任
す
る
と

い
っ
た
こ
と
は
、
大
統
領
に
非
常
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る

(
一
九
九
〇
年
九
月
)
と
い
う
条
件
の
も
と
で
の
み
可

能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
連
邦
法
保
障
法
に
対
し
て
、
同
日
ロ
シ
ア
共
和
国
最
高
会
議
は
直
ち
に
反
応
を
示
し
た
。
そ
し
て

「連
邦
法
効
力
法
」
を
制
定
し
、

ロ
シ
ア
共
和
国
内
に
お
い
て
は
、
連
邦
法

(大
統
領
令
も
含
め
)
は
ロ
シ
ア
共
和
国
最
高
会
議
が
承
認
し
た
と
き
に
の
み
効
力
を
有
す
る

と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
九
〇
年
九
月
に
ロ
シ
ア
共
和
国
で
行
わ
れ
た
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
連
邦
は
ロ
シ
ア
の
決
定
を
破
棄
ま
た
は
停

止
す
る
権
利
を
も
つ
べ
き
だ
と
い
う
主
張
に
賛
成
す
る
も
の
二
三

・
O

(数
字
は
パ
ー
セ
ン
ト
、
以
下
同
じ
)、
反
対
五
二

・
五
で
あ
っ
た
。

逆
に
、
ロ
シ
ア
は
連
邦
の
決
定
を
破
棄
ま
た
は
停
止
す
る
権
利
を
も

つ
べ
き
だ
と
い
う
主
張
は
、
賛
成
四
八

・
一
、
反
対
一
二

・
九
で
あ

ハ
　

ソ
る
。
こ
れ
で
み
る
限
り
、
ロ
シ
ア
共
和
国
内
で
は
同
共
和
国
の
立
場
が
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

九
〇
年

二

月

一
四
日
に
両
者
の
問
で
具
体
的
な
紛
争
が
発
生
し
た
。
第
三
次
ソ
連
邦

・
ロ
シ
ア
戦
争
で
あ
る
。
同

日
ソ
連
邦
政
府
は
、

一
連
の
贅
沢
品
の
価
格
を
自
由
化
す
る
と
い
う
内
容
の
政
令
を
発
し
た
。
し
か
し
同
じ
日
、
ロ
シ
ア
共
和
国
最
高
会
議
は

「価
格
政
策
緊
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急
措
置
決
定
」
を
採
択
し
、
同
政
令
は
ロ
シ
ア
共
和
国
に
お
い
て
は
効
力
を
も
た
な
い
と
し
、
次
の
決
定
が
な
さ
れ
る
ま
で
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
贅
沢
品
の
販
売
を
中
止
す
る
よ
う
商
店
に
指
令
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
や
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
市
議
会
は
、
ロ
シ
ア
共
和
国
に
同
調

す

る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
他
の
多
く
の
共
和
国
も
ロ
シ
ア
に
倣
っ
た
。
国
営
商
店
は
共
和
国
や
州

・
市
の
管
轄

で
あ
る
の
で

(所
有

主
体
は
全
連
邦
で
あ
る
が
)
、
多
く
の
商
店
は
ロ
シ
ア
共
和
国
の
決
定
に
従
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
連
邦
と
共
和
国
の
法
律
戦
争
で
、
初
め

て
共
和
国
側
が
緒
戦
の
勝
利
を
収
め
た
事
例
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
贅
沢
品
は
、
高
く
売
れ
る
他
の
共
和

国
に
流
出
し
て
し
ま

い
、
ロ
シ
ア
共
和
国
は
、
税
収
の
点
か
ら
も
巨
大
な
損
失
を
被
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
し
か
も

二

一月
に
な
る
と
、
結

局
ほ
と
ん
ど
の
共
和

ハ
　

　

国
が
贅
沢
品
の
価
格
自
由
化
決
定
を
行
い
、
事
実
上
連
邦
政
府
の
政
令
に
従

っ
た
か
た
ち
と
な

っ
た
。

新
連
邦
条
約

の
締
結
間
題
が
政
局
の
焦
点
と
な

っ
た
九
〇
年
末
か
ら
九

一
年
に
か
け
て
、
九

一
年
度
の
予
算
編
成

が
連
邦

・
共
和
国
間

の
重
大
の
争
点
と
な
っ
た
。
例
年
、
予
算
は
前
年
度
の
末
ま
で
に
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
九

一
年
度
予
算
は
、
九
〇
年
末
に
な

っ
て
も

結
局
成
立
し
な
か
っ
た
。

ロ
シ
ア
共
和
国
な
ど
が
連
邦

へ
の
拠
出
金
の
額
を
大
幅
に
減
ら
し
た
た
め
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
共
和
国
は
従
来
の

主
張
ど
お
り
、
約
七
〇
〇
億
ル
ー
ブ
ル
を
二
三
四
億
ル
ー
ブ
ル
に
減
額
し
た
の
で
あ
る
。
九

一
年
に
入

っ
て
連
邦
評
議
会
で
こ
の
問
題
の

協
議
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
、
新
連
邦
条
約
が
締
結
さ
れ
、
連
邦
と
共
和
国
の
権
限
が
明
確
に
区
分
さ
れ
る
ま
で
、
「立
法
の
モ
ラ
ト
リ

ア
ム
」
を
提
唱
し
て
き
た
。

つ
ま
り
そ
れ
ま
で
立
法
活
動
を
停
止
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
共
和

国
に
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

を
要
求
す
る
だ
け
で
、
連
邦
は
立
法
活
動
を
行
い
、
ま
た
連
邦
大
統
領
は
命
令
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
好
都
合
に
は
い
か

な

い
。

以
上
の
よ
う
に
、
連
邦
と
共
和
国
が
法
律
的
に
二
重
権
力
状
態
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
立
法
活
動
を
行
い
、
独
自
の
経
済
改
革
を

構
想
し
、
独
自
の
政
策
を
追
求
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な

っ
て
い
る
。
法
律
的
に
は
無
政
府
状
態
と
い
っ
た
感
じ
で
あ

る
。
し
か
し
、
ソ
連

の
法
律
が
な
か
な
か
実
効
性
を
も
た
な
い
の
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
以
降
ソ
連
で
は
法
は
事
実
上
死
滅
状
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態
に
あ

っ
た
こ
と
は
別
稿
で
も
詳
し
く
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
法
意
識
が
弱

い
と
い
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
社
会
主
義
の
社

会
構
造
そ
の
も
の
が
法
を
排
除
す
る
本
質
を
も

っ
て
い
た
こ
と
も
そ
こ
で
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
始
ま
っ
て
か

ら
、
社
会
主
義
の
諸
原
則
が
放
棄
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
り
、
そ
の
こ
と
は

一
面
法
治
国
家
を
確
立
す
る
に
有
利
な
条
件
と
な
っ
た
。
し
か

し
他
方
で
従
来
共
産
党
が
支
え
て
き
た
規
律

(歪
ん
だ
か
た
ち
で
は
あ

っ
た
が
)
が
緩
み
、
「革
命
」
を
展
開
し
て
い
る

(革
命
と
法
の

支
配
は
両
立
し
な
い
)
と

い
う
点
で
は
、
法
的
な
無
政
府
状
態
は
い
っ
そ
う
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
。

大
統
領
令
も
な
か
な
か
実
行
さ
れ
な
い
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
も
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
…

大
統
領
令
は
す

べ
て
の
機
関
が
無

条
件
で
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

…

と
こ
ろ
が
わ
が
国
で
は
、
『そ
も
そ
も
こ
れ
は
い
か
な
る
大
統
領
令

で
あ
る
か
、
そ
れ
を

遂
行
す
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
』
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
始
ま
り
、
行
政
権
が
正
常
に
機
能
す
る
段
階
ま
で
に
は

つ
い
に
到
達
し
な
い
の
で

ハ
　

　

あ
る
」
。
し
か
し
大
統
領
令
が
実
行
さ
れ
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
。
大
統
領
令
の
内
容
に
は
、

一
定
の
問
題
に
つ
い
て
政
府
そ
の
他
の
機

関
に
検
討
す
る
よ
う
指
示
し
た
も
の
が
多
い
。
指
示
さ
れ
た
側
は
検
討
を
開
始
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
検
討
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち

に
立
ち
消
え
に
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
の
う
ち
情
勢
は
変
る
し
、
別
の
新
し
い
指
示
が
で
る
か
ら
、
前
の
指
示
は
御
破
算
で
あ
る
。
法
令
は

信
用
を
失

い
、
ま
す
ま
す
執
行
さ
れ
な
く
な
る
。
第

一
、
決
定
の
数
が
多
す
ぎ
、
朝
令
暮
改
が
は
な
は
だ
し
す
ぎ
る
。
正
し
い
決
定
を
書

い
た
文
書
さ
え
作

っ
て
お
け
ば

一
件
落
着
と
い
う
官
僚
の
発
想
で
あ
る
。

レ
ー
ニ
ン
で
は
な
い
が
、
「数
は
少
な
く
て
も
質
の
良
い
も
の
」

が
必
要
で
あ
り
、
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
大
統
領
も
あ
ま
り
喋
ら
な
い
で
、
何
か

一
つ
で
も

「不
言
実
行
」
し
て
み
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。ソ

連
邦
最
高
会
議
立
法
委
員
長
の
カ
ル
ム
イ
コ
フ
は
、
「法
律

の
失
業
」
と

い
う
言
葉
を
使

っ
て
い
る
。
法
律
を
制
定
し
て
も
制
定
し

て
も
、
役
に
立

っ
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
中
央
が
法
律
を
制
定
し
て
も
、
地
方
は
そ
れ
を
検
討
し
、
研
究
す

る
だ
け
で
、
結
局
適

用
し
な
い
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
革
命
直
後
の
ソ
連
で
は
、
地
方
は
中
央
の
法
律
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
必
要
は
な
く
、
地
方
の
実
情
に
合

う
よ
う
適
当
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
だ
け
地
方
の
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
民
主
的
な

「自
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主
性
」
は
封
建
的
な

「割
拠
性
」
と

一
体
の
も
の
で
あ

っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
集
権
性
が
強
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
「自
主
性
」

は
失
わ
れ
た
が
、
封
建
的
な
割
拠
制
の
方
は

一
貫
し
て
続
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
法
的
無
秩
序
の
士
壌
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
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)
新
連
邦
条
約
へ
の
道
程

民
族
紛
争
の
噴
出
の
な
か
で
、
連
邦
制
度
も
動
揺
し
始
め
た
。
八
九
年
前
半
ま
で
は
、
こ
の
問
題
を
、
共
和
国
の
独
立
採
算
制

へ
の
移

行
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
い
う
発
想
が
強
か

っ
た
。
当
初
経
済
改
革
が
企
業

へ
の
完
全
独
立
採
算
制
の
導
入
で
達
成
で
き
る
と
考
え
て

い
た
の
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
。
そ
の
後
経
済
改
革
は
、
企
業
の
民
営
化
路
線

へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
が
、
同
じ
よ
う

に
連
邦
の
問
題
も
、

新

し
い
連
邦
条
約
の
締
結
と
、
そ
れ
に
よ
る
連
邦
体
制
の
刷
新

へ
と
向
っ
て
い
っ
た
。
新
連
邦
条
約
の
問
題
は
、

一
九
八
九
年
の
第

一
回
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人
民
代
議
員
大
会
や
最
高
会
議
第

一
会
期
で
も
す
で
に
話
題
に
な

っ
て
い
た
が
、
同
年
九
月
の
共
産
党
中
央
委
員
会
総
会
に
よ
っ
て
採
択

さ
れ
た
民
族
綱
領
で
明
確
に
提
起
さ
れ
た
。

民
族
綱
領
で
は
、
連
邦
と
共
和
国
の
権
限
を
明
確
に
区
分
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
、
連
邦
の
管
轄
と
し
て
は
、
政
治

・
経
済
体
制
の
基

礎
の
決
定
、
国
防

・
安
全
の
保
障
、
外
交
等
々
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
法
は
共
和
国
法
に
優
先
す
る
が
、
連
邦
法
が
そ
の
権
限
を
超

え
て
い
る
場
合
、
共
和
国
は
そ
の
撤
回
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
盟
共
和
国
は
、
連
邦
政
府
の
決
定
が
共
和
国

の
憲
法
上
の
権
利
を

侵
害
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
法
律
の
効
力
問
題
は
、
そ
の
後
の
権
限
区
分
法
で
は
、

一
段
低

い
レ
ベ
ル
で
し
か
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
共
和
国
が
停
止
で
き
る
の
は
省
庁
の
決
定

(省
令
)
で
あ

っ
て
、
政
府
決
定

(政
令
)

で
は
な
い
。
と
も
か
く
、
新
連
邦
問
題
が
実
際
に
動
き
だ
す
の
は
、
九
〇
年
に
入
り
、
三
月
に
大
統
領
制
が
導
入
さ
れ
た
後
で
あ
っ
た
。

九
〇
年
三
月
に
は
、
新
連
邦
条
約
案
が
提
出
さ
れ
、
最
高
会
議
で
審
議
が
始
ま

っ
た
が
、
結
局
そ
れ
は
正
式
の
新
連
邦
条
約
案
を
作
成

す
る
ま
で
の

一
時
的
な
措
置
と
し
て
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
が
同
年
四
月
に
採
択
さ
れ
た
既
述
の

「権
限
区
分
法
」
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
民
族
院
議
長
ニ
シ
ャ
ノ
フ
を
中
心
に
、
新
連
邦
条
約
案
の
基
礎
作
り
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

新
連
邦
条
約
案
の
作
成
作
業
が
公
式
に
出
発
す
る
の
は
、
九
〇
年
六
月
で
あ
る
。
六
月

一
二
日
に
、
大
統
領
制
度
と
と
も
に
発
足
し
た

連
邦
評
議
会
が
開
か
れ
、
新
条
約
案
作
成
の
た
め
、
全
共
和
国
の
代
表
の
参
加
す
る
作
業
グ
ル
ー
プ
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
、
「主
権
社
会
主
義
国
家
連
邦
」
、
「刷
新
さ
れ
た
連
邦
」
と
い
う
言
葉
を
使

い
、
以
後
し
ば
ら
く

の
間
、
新
連
邦
を
指
す
言
葉
と
し
て
こ
の
表
現
が
用
い
ら
れ
た
。
会
議
の
よ
う
す
を
伝
え
た
マ
ス
レ
ン
ニ
コ
フ
大
統
領
報
道
官
に
よ
れ
ば
、

新
連
邦
に
は
従
来
の
連
邦
か
ら
国
家
連
合
に
至
る
多
様
な
形
態
が
あ
り
う
る
と
い
う
。
帝
政
時
代
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ブ
ラ
ハ
、
外

コ
ー

カ
サ
ス
の
あ
り
方
も
参
考
に
な
る
、
連
邦
の
権
限
と
し
て
残
す
の
は
、
外
交

・
防
衛

・
財
政

・
経
済
の

一
部
で
あ
る
、
と

っ
た
議
論
が
で

た
と
い
う
。
六
月

一
四
日
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
は
、
加
盟

・
自
治
共
和
国
の
最
高
会
議
に
ア
ピ
ー
ル
を
送
り
、
全
連
邦
市
場
の
形
成
、
連

邦

の
刷
新
、
新
連
邦
条
約
の
作
成
に
協
力
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
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九
〇
年
七
月
二
〇
日
、
大
統
領
評
議
会
と
連
邦
評
議
会
の
合
同
会
議
が
開
か
れ
、
初
め
て
本
格
的
に
こ
の
問
題
が
審
議
さ
れ
た
。
ニ
シ
ャ

ノ
フ
が
新
連
邦
条
約
案
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
討
議
が
行
わ
れ
た
が
、
主
権
国
家
連
邦
の
概
念
が
基
本
的
に
支
持
さ
れ
た
と
い

う
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
、
市
場

へ
の
移
行
問
題
と
新
連
邦
条
約
問
題
は

一
つ
の
メ
ダ
ル
の
両
面
と
語

っ
た
。
同
大
統
領
は
、
連
邦

管
轄
に
残
す
分
野
と
し
て
、国
防

・
国
境
管
理

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
通
貨

・
安
全
保
障

・
人
権

・
輸
送

・
通
信
の
八
分
野
を
挙
げ
た
と

い
う
。

共
和
国
側
か
ら
は
、
現
連
邦

の
主
導
す
る
新
条
約
作
成
を
批
判
し
、
共
和
国
相
互
間
で
合
意
形
成
を
画
る
方
法
を
と
る
よ
う
要
求
す
る
意

見
が
あ

っ
た
と
い
う
。
と
も
か
く
九
〇
年
の
年
末
ま
で
に
条
約
案
を
完
成
す
る
と
い
う
日
程
が
決
ま

っ
た
。
七
月
二
四
日
、
ソ
連
邦
最
高

会
議
幹
部
会
は
、
新
連
邦
条
約
案
作
成
の
た
め
の
作
業
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
た
。

さ
て
七
月
二
〇
日
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
は
、
バ
ル
ト
諸
国
人
民

へ
の
ア
ピ
!
ル
を
発
し
、
新
連
邦
条
約
作
成
作
業
に
参
加
す
る

よ
う
呼
び
か
け
た
。
し
か
し
七
月
二
八
日
、
バ
ル
ト
三
国
の
最
高
会
議
議
長
の
参
加
し
た
バ
ル
ト
共
和
国
評
議
会

は
、
新
連
邦
条
約
の
審

議
に
参
加
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
八
月

一
一
日
に
は
、
バ
ル
ト
三
国
の
人
民
戦
線
組
織
の
連
合
組
織
が
声
明

を
発
表
し
、
連
邦
条
約
に
参
加
す
る
意
思
が
な

い
こ
と
を
重
ね
て
表
明
し
た
。
三
国
の
連
帯
を
切
り
崩
す
た
め
、
他
の
国
は
参
加
す
る
ら

し
い
と
い
っ
た
根
拠
の
な
い
噂
が
振
り
撒
か
れ
て
い
る
た
め
と
い
う
。

ロ
シ
ア
共
和
国

の
エ
リ
ツ
ィ
ン
議
長
は
、
八
月
二
日
、
新
連
邦
構
想
を
批
判
し
、
「主
権
国
家
の
共
同
体
」
を
提
唱
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
連
邦
の
管
轄
に
残
す
の
は
、
防
衛
、
安
全
、
信
用

・
貨
幣
の
三
分
野
だ
け
だ
と
い
う
。
ハ
ズ
ブ
ラ
ー
ト

フ
・
ロ
シ
ア
共
和
国
最
高
会

議
第

一
副
議
長
は
、
連
邦
の
管
轄
と
し
て
防
衛
、
安
全
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
海
上

・
航
空
輸
送
、
外
交
の

一
部
を
あ
げ
、
他
の
経
済
、
社
会
、

文
化
、
金
融

・
信
用
政
策
、
対
外
経
済
活
動
は
す
べ
て
共
和
国
の
権
限
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
、
「強
力
な
中
央
ー
強
力
な
共
和
国
」

と
い
う
流
行
し
て
い
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
替
え
て
、
「強
力
な
加
盟
国
家
-
効
率
的
な
中
央
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
唱
し
て
い
る
。

連
邦
問
題
と
市
場
移
行
問
題
は
相
互
に
関
係
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
と
エ
リ
ツ
ィ
ン

・
ロ

シ
ア
共
和
国
最
高
会
議
議
長
の
間
に
確
執
が
あ
り
、
両
者

の
調
整
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
八
月
二
日
に
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
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統
領
は

「措
置
」
を
発
表
し
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と

エ
リ
ツ
ィ
ン
の
指
揮
下
に
、
「連
邦
条
約
の
基
礎
に
な
る
市
場
経
済

へ
の
移
行
の
た
め

の
連
邦
計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
作
成
の
た
め
」
の
作
業
グ
ル
ー
プ

(シ
ャ
タ
ー
リ
ン
、
ペ
ト
ラ
コ
フ
、
ア
バ
ル
キ
ン
等
)
が
組
織
さ
れ
た
。

八
月
三
〇
～
三

一
日
、
大
統
領
評
議
会

・
連
邦
評
議
会
の
合
同
会
議
が
開
か
れ
、
ニ
シ
ャ
ノ
フ
が
作
業
グ
ル
ー
プ

の
経
過
報
告
を
行
っ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
バ
ル
ト
三
国
を
除
く

一
二
の
共
和
国
は
連
邦
制
の
維
持
に
賛
成
し
た
と
い
う
。
多
く
は
連
邦
制
を
主
張
し
、

一
部
は

国
家
連
合
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う
。
中
央

ア
ジ
ア
の
五
共
和
国
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
白

ロ
シ
ア
の
七
共
和
国
が
草
案
を
提
出
し
、

代
議
員
グ
ル
ー
プ
が
二
〇
、
各
種
団
体
が
四
つ
の
草
案
を
提
出
し
た
。
そ
の
他
全
部
で
約
二
〇
〇
の
案
が
だ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
新
連

邦
の
名
称
と
し
て
は
、
「主
権
社
会
主
義
国
家
連
邦
」
、
「主
権
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
連
邦
」
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
の
根
本
的
刷
新
で

は
意
見
は

一
致
し
た
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
め
ぐ

っ
て
は
対
立
が
あ

っ
た
。

多
数
派
は
土
地

・
天
然
資
源

・
経
済
設
備
に
つ
い
て
連
邦
に
固
有
の
所
有
権
を
認
め
た
が
、
少
数
派
は
共
和
国
の
み
を
所
有
主
体
と
す

る
こ
と
を
主
張
し
た
と
い
う
。
防
衛

・
安
全

・
防
衛
産
業

・
原
子
力

エ
ネ
ル
ギ
i

・
自
然
保
護
の
問
題
を
連
邦
管
轄
と
す
る
こ
と
で
は
意

見
は

一
致
し
た
。
連
邦
固
有
の
財
政
収
入
を
認
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
特
別
の
項
目
に
つ
い
て
の
み
共
和
国
予
算
か
ら
振
り
替
え
と
い
う

か
た
ち
を
と
る
の
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
各
種
軍
隊

(内
務
軍
な
ど
を
含
む
)
に
つ
い
て
、
連
邦
軍
と
と
も
に
共
和
国
軍
を
創
設

す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
多
い
。
そ
の
他
、
共
和
国
の
外
交
権
、
自
治
共
和
国
の
扱
い
、
立
法
活
動

・
裁
判
所

・
検
察
庁
を
め
ぐ
っ
て
も

争

い
が
あ

っ
た
。

と
も
か
く
こ
れ
で
新
連
邦
条
約
準
備
の
第

一
段
階
は
終
り
、
次
は
連
邦
と
各
共
和
国
の
ト

ッ
プ
の
参
加
す
る
高
い
レ
ベ
ル
の
準
備
委
員

会
を
設
置
し
、
最
終
案
を
作
成
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
た
だ
ロ
シ
ア
共
和
国
側
は
、
ソ
連
邦
を
牽
制
す
る
意
味
も
あ

っ
て
、
も
っ
と
悲
観

的
な
見
方
を
し
て
い
る
。
新
連
邦
構
想
に
つ
い
て
各
共
和
国
の
意
見
の
相
違
が
大
き
く
、
合
意
は
困
難
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。

バ
ル
ト
三
国
の
外
に
、
モ
ル
ド
ワ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
も
参
加
を
拒
否
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
白
ロ
シ
ア
も
共
和

国
軍
創
設
問
題
で
異
論
が
あ

っ
て
現
状
で
は
調
印
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
。
結
局
参
加
す
る
の
は
中
央
ア
ジ
ア
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
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い
う
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
だ
け
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
。

ま
た
こ
の
時
期
に
は
、
市
場
経
済
移
行
問
題
と
連
邦
条
約
の
関
係
が
問
題
に
な
っ
た
。
市
場
経
済

へ
の
移
行
は
、
全
連
邦
レ
ベ
ル
の
統

一
市
場
を
創
設
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
連
邦
体
制
の
強
化
を
志
向
し
て
い
る
。
他
方
で
連
邦
制
度
の
刷
新
は
、
各
共
和
国
の
自
立
性

を
高
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
両
者
は
と
も
に
急
進
改
革
派
が
め
ざ
し
て
い
る
方
向
で
あ
り
な
が
ら
、
互
い
に
矛
盾
し
て
い
る
面
が

あ
る
こ
と
は
先
に
も
指
摘
し
た
。
そ
の
た
め
共
和
国
の
主
権
擁
護
と
全
連
邦
市
場
の
統

一
性
の

「弁
証
法
的
統

一
」
(日
本
語
で
い
う

「玉

虫
色
の
解
決
」)
を
画
る
、
と
い
っ
た
ソ
連
に
伝
統
的
な

い
い
加
減
な
解
決
策
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

九
月

一
〇
日
に
ソ
連
邦
最
高
会
議
第
四
会
期
が
始
ま

っ
た
。
議
長
ル
キ
ヤ
ノ
フ
は
、
新
連
邦
条
約
の
準
備
状
況
を
報
告
し
、
連
邦
管
轄

と
し
て
認
め
ら
れ
る
分
野
を
次
の

一
〇
項
目
に
整
理
し
た
。
①
国
防
、
②
安
全
、
③

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
④
運
輸

・
通
信
、
⑤
外
交

・
貿
易

・

関
税
政
策
の
策
定
、
⑥
環
境
保
全
、
⑦
後
進
地
域
の
援
助
、
⑧
自
然
災
害
復
旧
、
⑨
犯
罪
と
の
闘
争
、
⑩
そ
の
他

現
状
が
要
求
す
る
諸
問

題
。九

月
に
は
ソ
連
邦
最
高
会
議
民
族
院
で
、
同
副
議
長
オ
レ
イ
ニ
ッ
ク
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
連
邦
問
題
に
つ
い
て
新
興
政
党
の
討
論
会

が
行
わ
れ
て
い
る
。
参
加
し
た
の
は
、
自
由
民
主
党
、
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ジ
カ
リ
ス
ト
連
合
、
社
会
党
、
共
産
党

マ
ル
ク
ス
主
義
綱
領
派
、

立
憲
民
主
党
、
「市
民
行
動
」、
人
民
自
由
党
、
「
レ
ー
ニ
ン
主
義

・
共
産
主
義
理
念

の
た
め
の
統

一
」
な
ど
で
あ

る
。
意
見
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
少
数
政
党
の
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
興
味
深
い
。

一
二
月
に
も
同
じ
よ
う
な
会
合
が
も
た
れ
て
い
る
。

九
月
二
五
日
に
は
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
で
、
民
族
院
議
長

ニ
シ
ャ
ノ
フ
が
、
そ
れ
ま
で
の
新
連
邦
条
約
の
準
備

の
経
過
を
報
告
し
た
。

ピ

そ
の
な
か
で
新
し
い
点
と
し
て
は
、
国
名
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ジ
ア
共
和
国
連
邦
と
い
う
案
も
あ
る
と
い
う
。
以
前
サ
ハ
ロ
フ
博

士
が
提
案
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
連
邦
で
は
な
く
国
家
連
合
を
主
張
す
る
共
和
国
も
な
お
存
在
す
る
。
国
家
機
能

の
区
分
に
つ
い
て
は
、

防
衛
、
安
全
、
防
衛
産
業
、
原
子
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
保
護
な
ど
が
連
邦
の
管
轄
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は

一
致
が
あ
る
と

い
う
。
全

連
邦
的
な
経
済
的

・
法
的
空
間
の
形
成
、
宇
宙
研
究
、
鉄
道

・
航
空

・
水
運

・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
税
関
、
貨
幣

・
信
用
制
度
、
対
外
活
動
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に
つ
い
て
は
、
連
邦
管
轄
と
す
る
意
見
と
、
連
邦

・
加
盟
共
和
国
の
共
同
管
轄
と
す
る
見
解
が
対
立
し
て
い
る
と
い
う
。
立
法
活
動

・
裁

判
制
度

・
検
察
制
度
に
つ
い
て
は
、
共
同
管
轄
説
と
共
和
国
管
轄
説
が
対
立
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
軍
隊
は
、
全
連
邦
軍
と
共
和
国
の

民
族

・
内
務
軍
で
編
成
す
る
と

い
う
の
が
多
数
意
見
の
よ
う
で
あ
る
。

一
〇
月

一
日
ソ
連
邦
最
高
会
議
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
の
提
案
に
し
た
が
い
、
新
連
邦
条
約
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
成
す
る
た
め
の

委
員
会

の
設
置
を
決
定
し
た
。
そ
れ
に
は
ソ
連
邦
の
大
統
領
、
最
高
会
議
議
長
、
首
相
、
加
盟
共
和
国
の
全
権
代
表
が
参
加
し
、
自
治
共

和
国
そ
の
他

の
自
治
構
成
体
の
代
表
も
加
わ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

そ
の
後
市
場
移
行
問
題
に
焦
点
が
移

っ
た
が
、

一
〇
月

一
九
日
に
移
行
計
画
が
曲
り
な
り
に
も
決
定
さ
れ
る
と
、
再
び
連
邦
問
題
が
政

局
の
焦
点
と
な
っ
た
。

一
一
月
二
日
の
連
邦
評
議
会
で
も
、
新
連
邦
条
約
問
題
が
討
議
さ
れ
、
準
備
を
早
め
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

一
一
月
九
日
に
は
新

連
邦
条
約
の
草
案
が
わ
が
国
の

一
部
マ
ス
コ
ミ
で
も
伝
え
ら
れ
た
。

一
一
月
半
ば
に
は
草
案
が
最
高
会
議
に
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
た
。

一
一
月
二
四
日
に
は
最
終
案
が

『イ
ズ
ベ
ス
チ
ャ
』
紙
上
に
公
表
さ
れ
た
。

一
二
月
三
日
、
最
高
会
議
は
こ
の
条
約
案
を
基
本
的
に
了
承

し
た
。

こ
の
よ
う
な
連
邦
主
導
の
新
連
邦
条
約
案
作
成
作
業
に
対
し
て
、

ロ
シ
ア
共
和
国
は
、
こ
の
作
業
に
参
加
し
つ
つ
も
、
同
時
に
他
の
加

盟
共
和
国
と
の
問
で
個
別
的
に
経
済

・
文
化
協
力
協
定
を
結
ぶ
道
を
精
力
的
に
追
求
し
た
。

つ
ま
り
新
連
邦
は
、
既
成
の
連
邦
を
前
提
と

せ
ず
に
加
盟
共
和
国
が
そ
の
自
発
的
意
思
で
結
成
す
る
の
で
あ
る
以
上
、
各
加
盟
共
和
国
が
対
等
の
資
格
で
条
約
を
結
び
、
そ
の
積
み
重

ね
の
上
に
新
連
邦
条
約
が
作
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
共
和
国
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
加
盟
共
和

国
と
個
別
の
協
定
や
条
約
を
結
ん
で
い
る
。
例
え
ば
九
〇
年

一
一
月
二

一
日
に
は
、
ロ
シ
ア
と
カ
ザ
フ
両
共
和
国
間
で
条
約
が
締
結
さ
れ

た
。
両
者
が
平
等
の
資
格
で
条
約
を
結
ぶ
の
は
史
上
初
め
て
の
こ
と
だ
と

い
う
。
カ
ザ
フ
共
和
国
大
統
領
ナ
ザ
ル
バ
ー

エ
フ
に
よ
れ
ば
、

新
連
邦
条
約
の
締
結
の
た
め
に
は
、
ま
ず
連
邦
に
よ
る
共
和
国
の
主
権
の
承
認
や
財
産
の
区
分
な
ど
が
先
行
す
べ
き
で
あ
り
、
カ
ザ
フ
で
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は
新
連
邦
条
約
案
は
ま

っ
た
く
審
議
し
て
い
な
い
と
い
う
。
ロ
シ
ア
共
和
国
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
議
長
も
、
連
邦
条
約

の
締
結
に
は
時
間
が
か

　
ユ

ロ

か
り
そ
う
だ
と
語
っ
て
い
る
。

同
じ

一
一
月
に
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
二
大
共
和
国
間
で
、
両
国
間
の
関
係
の
基
本
条
約
が
結
ば
れ
た
。
そ
れ
は
ソ
連
邦
の

存
在
を
前
提
と
せ
ず
、
両
共
和
国
の
主
権
宣
言
を
出
発
点
と
し
た
条
約
に
な
っ
て
お
り
、
あ
た
か
も
独
立
国
家
間
の
条
約
の
よ
う
で
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
、
既
成
の
連
邦
中
央
と
で
は
な
く
、
主
権
共
和
国
間
の
条
約
を
重
視
し
、
九
〇
年
末
ま
で
に

一
二
の
共
和
国
と
協
定
を
結

び
、
ま
た
連
邦
よ
り
も
自
ら
の
主
権
国
家
と
し
て
の
確
立
が
先
決
問
題
だ
と
い
う
態
度
を
と

っ
て
い
る
。

一
二
月
に
は
ロ
シ
ア
と
白
ロ
シ

ア
の
間
で
も
相
互
協
力
条
約
が
締
結
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
は
現
国
境
線
を
神
聖
不
可
侵
と
す
る
条
項
も
含
ま
れ
て

い
る
。

連
邦
側
は
、
条
約
案
作
成
に
各
共
和
国
代
表
も
参
加
し
、

一
一
共
和
国
は
基
本
的
に
賛
成
し
て
い
る
な
ど
と
言

っ
て
い
る
が
、
共
和
国

の
側
は
慎
重
論
が
強
い
。

一
二
月
前
半
の
段
階
で
、
連
邦
条
約
に
積
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
の
は
白
ロ
シ
ア
、
タ
ジ
ク
、
キ
ル
ギ
ス
、

ト
ル
ク
メ
ン
各
共
和
国
程
度
で
、
バ
ル
ト
三
国
と
グ
ル
ジ
ア
は
拒
否
、
モ
ル
ド
ワ
も
否
定
的
で
あ
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
は

一
時
に
比
べ
る
と

穏
健
化
し
て
き
て
い
る
が
、
ナ
ゴ
ル
ノ

・
カ
ラ
バ
フ
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
限
り
、
や
は
り
締
結
し
な
い
と
言

っ
て
い
る
。
残
る
ロ
シ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
カ
ザ
フ
、
ウ
ズ
ベ
ク
は
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
九
〇
年

一
二
月

一
七
日
、
連
邦
問
題
を
主
要
な
議
題
の

一
つ
と
し
た
第
四
回
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
大
会
を
迎
え
た
。

(1
)

O
罫

O

器

鼠

岩

8

8

9

良

o
ぴ
℃
o
o
畠
国
麟
囚
器
髪

o鋸

詳

&̂

田
o
o屋

頴
》
』

N
ぎ

温

蜜

一ε

O
づ

(
八
)
新
連
邦
条
約
案
の
内
容

一
九
九
〇
年

一
一
月
二
四
日
に
公
表
さ
れ
た
新
連
邦
条
約
案
は
、
付
録
で
邦
訳
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
と
問
題
点
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
な
お
、
同
条
約
案
に
含
ま
れ
て
い
る
新
し
い
国
家
機
構

(大
統
領
制
の
改
革
等
)
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
の
で
、
こ
こ
で
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は
連
邦
制
度
固
有
の
間
題
に
対
象
を
限
定
す
る
。

草
案
に
よ
れ
ば
、
連
邦
と
そ
れ
を
構
成
す
る
共
和
国
は
と
も
に
主
権
国
家
で
あ
る
。
共
和
国
の
連
邦

へ
の
加
盟
は
自
由
意
思
に
よ
り
、

連
邦
の
権
限
は
共
和
国
か
ら
委
譲
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
る
。
共
和
国
の
国
家
構
造
は
自
主
的
に
決
定
さ
れ
る
が
、
民
主
主
義
の
原
則
に

立
脚
し
、
法
治
国
家
の
建
設
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
共
和
国
は
人
権
を
保
障
し
、
平
和
の
実
現
に
努
め
る
。
脱
退
に
つ
い
て
の
規

定
は
な
い
た
め
、
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。

連
邦
の
構
成
主
体
に
は
不
明
確
な
点
が
残

っ
て
い
る
。
ま
ず
草
案
に
よ
る
と
条
約
の
当
事
者
は
共
和
国
と
な

っ
て
お
り
、
自
治
州

.
自

治
区
は
含
ま
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
こ
れ
ら
自
治
単
位
の
共
和
国

へ
の
格
上
げ
も
認
め
る
の
で
あ
ろ
う
か

(既
述
の
よ
う
に
、
こ

れ
ら
自
治
単
位
の

一
部
は
す
で
に
共
和
国
設
立
を
宣
言
し
て
い
る
)
。
ま
た
共
和
国
は
直
接
連
邦
に
加
盟
す
る
外

(従
来
の
加
盟
共
和
国

型
)
、
他

の
共
和
国
の

一
部
と
し
て
連
邦
に
加
盟
す
る

(自
治
共
和
国
型
)
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
後
者
の
場
合
の
共
和
国
の
法
的
位
置

づ
け
は
困
難
で
あ
る
。
従
来
の
自
治
共
和
国

(例
え
ば
ヤ
ク
ー
ト
自
治
共
和
国
)
は
加
盟
共
和
国

(
ロ
シ
ア
共
和
国
)
の

一
部
で
あ
っ
て
、

ソ
連
邦
の
構
成
主
体
で
は
な
か

っ
た
。
草
案
で
は
、
「自
治
共
和
国
」
(す
で
に
そ
の
よ
う
な
名
称
は
使
わ
な
い
の
で
あ
る
が
、
便
宜
的
に

そ
う
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
)
は

「
加
盟
共
和
国
」

(こ
の
語
も
す
で
に
用
い
ら
れ
な
い
が
、
便
宜
的
に
使
う
〉
の

一
部

で
あ
り
な
が
ら
、
同

時
に
連
邦
の
構
成
主
体
で
も
あ
り
、
連
邦
構
成
主
体
と
し
て
の
権
利

・
義
務
を
有
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
他
方
で
加
盟
共
和
国
と
自
治

共
和
国
の
法
的
関
係
は
両
者
の
条
約
等
で
決
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
自
治
共
和
国
の
権
利
拡
大
要
求
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る

一
部
加
盟
共
和
国
の
主
張
を
折
衷
し
た
苦
肉
の
策
で
あ

ハ
　

　

り
、
起
草
責
任
者
ニ
シ
ャ
ノ
フ
も
そ
の
苦
衷
を
披
歴
し
、
「
こ
れ
以
外
に
解
決
方
法
は
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
自
治
共
和
国
の

こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
は
国
家
組
織
を
著
し
く
複
雑
に
し
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
の
矛
盾
を
も
た
ら
す
に
違
い
な
い
。
例
え
ば
、
マ
リ
自
治
共

和
国
は
ロ
シ
ア
共
和
国
の

一
部
に
留
ま
る
が
、
ロ
シ
ア
共
和
国
が
構
成
主
体
と
な
っ
て
い
る
ソ
連
邦
か
ら
脱
退
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
論

理
的
に
は
生
じ
う
る
。
草
案
起
草
に
関
わ
っ
た
ク
ド
ゥ
リ
ャ
フ
ツ
ェ
フ
も
、
こ
の
点
に
矛
盾
が
存
在
す
る
こ
と
を
認

め
、
コ

つ
の
文
書
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ハ
　

　

で
そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
釈
明
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
加
盟
共
和
国
型
と
自
治
共
和
国
型
の
選
択
は
、
各
共
和
国
の
自
由
に
任
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
グ
ル
ジ
ア
か

ら
の
独
立
を
唱
え
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
共
和
国
は
ソ
連
邦
に
直
接
加
盟
す
る
こ
と
を
望
む
で
あ
ろ
う
が
、
グ
ル
ジ
ア
は
そ
れ
を
許
さ
な
い
で
あ

ろ
う
。
現
行
憲
法
を
前
提
に
す
れ
ば
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
グ
ル
ジ
ア
か
ら
の
離
脱
は
、
グ
ル
ジ
ア
の
許
可
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ

と
も
新
連
邦
条
約
締
結
そ
の
も
の
が
憲
法
改
正
行
為
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
旧
憲
法
の
該
当
条
項
は
失
効
し
、
問
題
は
な
い
こ
と

に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
、
連
邦
構
成
主
体
に
つ
い
て
、
不
明
確
な
点
が
多
い
こ
と
は
多
く
の
論
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

条
約
の
締
結
主
体
が
不
明
な
ま
ま
、
そ
の
締
結
が
急
が
れ
て
い
る
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
の
拙
速
主
義
と
い
う
外
は
な

い

。な
お
領
土
に
つ
い
て
、
現
行
憲
法
で
は
、
共
和
国
の
領
土
の
変
更
は
そ
の
共
和
国
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
草
案
に
は
、

「共
和
国
間
の
国
境
は
そ
の
合
意
に
よ
っ
て
の
み
変
更
で
き
る
」
と
い
う
条
項
が
あ
る

(第
二
条
二
項
)
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
共
和

国
間
の
国
境
に
の
み
言
及
さ
れ
て
い
て
、
共
和
国
と
ソ
連
邦
外
の
国
と
の
間
の
国
境

(例
え
ば
日
本
と
の
北
方
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
)
に

は
触
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
連
邦
の
権
限
の
な
か
に
は
、
ソ
連
邦
の
国
境
の
決
定
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
共
和
国
の
合
意
を
領
土
変
更
の

条
件
と
し
て
定
め
た
現
行
憲
法
の
規
定
と
は
異
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
条
約
が
調
印
さ
れ
れ
ば
、
北
方
領
土

の
返
還
に
ロ
シ
ア
共

、

和
国
の
同
意
は
必
要
と
し
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

連
邦
と
共
和
国
の
権
限
の
配
分

(第
五
条
)
に
つ
い
て
は
、
あ
い
ま

い
な
点
も
多

い
が
、
条
文
を
み
る
限
り
、
連
邦
の
権
限
は
か
な
り

狭
く
限
定
さ
れ
て
い
る
。
あ
い
ま
い
な
点
の

一
つ
は
、
同
義
反
復
的
規
定
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
ソ
連
憲
法

の
制
定
が
連
邦
権
限

の
最
初
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
共
和
国
が
連
邦
憲
法
を
制
定
す
る
は
ず
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
当
然
で
あ
る
。
問
題
は
連
邦
憲
法
に
よ
っ

て
何
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
あ
る
。
連
邦
の
防
衛

・
安
全
保
障
に
つ
い
て
同
じ
で
あ
る
。
ソ
連
軍
の
編
成

・
指
揮
は
連
邦

の
権

限
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
然
で
あ

っ
て
、
そ
れ
自
体
は
共
和
国
軍
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ソ
連
軍
を
指
導
す
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る
の
は
連
邦
の
権
限
、
共
和
国
軍
を
指
導
す
る
の
は
共
和
国
の
権
限
と
い
っ
た
解
釈
は
可
能
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
の
制
定
が
連
邦
の
権
限

だ
と
し
て
も
、
共
和
国
は
共
和
国
の
憲
法
を
制
定
し
う
る
の
と
同
じ
論
理
で
あ
る
。
し
か
し
草
案
は
共
和
国
の
軍
隊

に
つ
い
て
は
何
も
規

定
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
ど
う
な
る
の
か
明
確
で
な
い
。
通
常

の
共
和
国
軍
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
国
家
保
安
委
員
会
軍
や
内
務

省
軍
は
ど
う
な
る
の
か
と

い
う
問
題
も
あ
る
。
従
来
も
憲
法
上
、
国
家
保
安
委
員
会
や
内
務
省
は
共
和
国
に
も
存
在
し
た

(ロ
シ
ア
共
和

国
を
除
く
)
が
事
実
上
そ
れ
は
連
邦
の
そ
れ
に
、
あ
る
い
は
共
産
党
に
直
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

連
邦
の
外
交
が
連
邦
の
権
限
で
あ
る
こ
と
も
同
義
反
復
的
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
共
和
国
も
外
交
権
を
も
ち

(た
て
ま
え
上
は

従
来
か
ら
そ
う
で
あ

っ
た
)
、
共
和
国
の
外
交
は
共
和
国
の
権
限
と
な
る
。
し
か
し
、
共
和
国
の
外
交
権
に
つ
い
て
は

一
定
の
歯
止
め
が

か
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
連
邦
は
、
共
和
国
の
対
外
活
動
を

「調
整
」
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「調
整
」
の
語
は
、

ソ
連
の
法
律
に
よ
っ
て
で
て
く
る
法
的
に
は
無
内
容
な
言
葉
の
典
型
で
あ
る
。
従
来
は

「調
整
」
と
は

「強
制
」
を
意
味
し
て
い
た
と
今

日
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ

「調
整
」
が
不
可
能
な
場
合
に
い
か
に
問
題
を
処
理
す
る
か
を
定
め
る
の
が
本
来
の
法
律
の

役
割
で
あ
る
が
、

ソ
連
で
は
逆
に

「調
整
」
が
最
後

の
決
め
手
な
の
で
あ
る
。
ソ
連
の
法
律
が
実
行
さ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
実
行
で
き
な

い
原
因
の

一
つ
は
、
そ
れ
が
明
確
な
規
範
的
内
容
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
が
、
こ
の
草
案
を
み
て
も
、
連
邦
と
共
和
国
の
外
交
権
の

範
囲
は
ま
っ
た
く
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

連
邦
の
排
他
的
権
限
と
し
て
は
、
宣
戦
布
告

・
講
和
締
結
、
関
税
業
務
、
通
貨
政
策
、
防
衛
産
業
、
宇
宙
開
発
、
通
信

・
情
報
、
度
量

衡

の
管
理
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
他
に
共
和
国
と

の
共
同
管
轄
が
か
な
の
あ
る
。
共
同
管
轄
は
、
長
期
的
に
は
結
局
連
邦
の
権
限
に

事
実
上
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。
国
の
経
済
発
展
戦
略
の
決
定
は
、
共
和
国
と
共
同
で
行
う
。
ロ
シ
ア
共
和
国
と

の
間
で
紛
争

の
あ

っ

た
金
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
問
題
に
つ
い
て
、そ
の
保
管
は
連
邦

の
権
限
で
あ
る
が
、そ
の
使
用
は
共
和
国
と
の
合
意
に
よ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

・

輸
送
な
ど
の
管
理
も
共
和
国
と
共
同
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
政
策
に
つ
い
て
は
そ
の
基
本
原
則
を
連
邦
と
共
和
国
が
共
同
で

決
定
し
、
そ
の
実
施
主
体
は
共
和
国
に
な
る
。
文
化

・
教
育

・
科
学
振
興
は
共
和
国
の
管
轄
で
、
連
邦
は
そ
れ
を

「
調
整
」
す
る
。
ま
た
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連
邦
は
、
治
安
維
持

・
犯
罪
と
の
闘
い
の
活
動
を

「調
整
」
す
る
。

連
邦
予
算
の
編
成
と
執
行
と
い
う

の
も
同
義
反
復
的
で
あ
る
。
連
邦
税
の
徴
収
は
連
邦
独
自
で
決
定
で
き
る
。
た
だ
長
期
的
な
連
邦
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
費
用
の
分
担
は
共
和
国
と
共
同
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
る

(第
八
条
)。
従
来
共
和
国
予
算
は
連
邦
予

算

の
一
部
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
大
枠
は
連
邦
予
算
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
。
草
案
で
は
、
共
和
国
の
予
算
や
税
制
は
、
共
和
国
自

身
が
決
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
部
門
別
産
業
省
が
統
括
し
て
き
た

一
般
の
産
業
部
門
は
ど
こ
が
管
理
す
る
の
か
明
確
で
な
い
。
連
邦

・
共
和
国
の
管
轄
を
離

れ

て
民
営
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
民
営
化
し
て
も
、
少
な
く
と
も
当
分
の
間
は
国
家
は
最
大
の
株
主
と
し
て
企

業
を
支
配
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
場
合
の
国
家
は
何
を
意
味
す
る
の
か
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
ソ
連
の
基
本
立
法
は
、
連
邦
が

「基
本
法
」
を
制
定
し

(例
え
ば

「民
事
基
本
法
」)
、
共
和
国
が
そ
の
範
囲
内
で

「
法
典
」

を
制
定
す
る

(例
え
ば

「民
法
典
」)
と

い
う
方
式
を
と
っ
て
き
た
。
連
邦
が
制
定
す
る
基
本
法
の
範
囲
に
制
限
は
な
か
っ
た
。
し
か
し

草
案
に
よ
る
と
、
共
和
国
の
合
意
を
得
た
問
題
に
つ
い
て
、
連
邦
は
基
本
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
共
和
国
と
の
合

意
が
な
け
れ
ば
連
邦
の
基
本
法
は
制
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
も
規
定
形
式
が
問
違
っ
て
い
る
。
法
律
と
い
う
の
は
形

式
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
連
邦
管
轄
に
つ
い
て
は
連
邦
が
、
共
和
国
管
轄
に
つ
い
て
は
共
和
国
が
立
法
権
を
も
つ
。
連
邦
管
轄
に

つ
い
て
は

共
和
国
の
合
意
な
し
に
連
邦
法
が
制
定
し
う
る
は
ず
で
あ
る
。共
和
国
の
合
意
が
問
題
に
な
る
の
は
共
同
管
轄
に
つ
い
て
の
み
で
あ
ろ
う
。

連
邦
と
共
和
国
の
間
で
法
律
戦
争
が
起

っ
て
い
る
が
、
法
令
の
効
力
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た

(第
九
条
)
。
連
邦
管
轄

を
除
い
て
、
共
和
国
内
で
は
共
和
国
法
が
最
高
性
を
も

つ
。
「最
高
性
」
を
も

つ
と
い
う
よ
り
も
、
連
邦
は
関
与
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

共
和
国
法
の
み
が
有
効
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
連
邦
管
轄
に
つ
い
て
は
連
邦
法
が
最
高
性
を
も
つ
。
共
同
管
轄
に

つ
い
て
は
、
連
邦
法

は
共
和
国
が
異
議
を
唱
え
な
い
限
り
で
発
効
す
る
こ
と
に
な
る
。
共
和
国
は
、
連
邦
法
が
共
和
国
憲
法
に
違
反
し
た
り
、
連
邦
の
権
限
を

超
え
て
い
る
場
合
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
側
も
同
様
の
権
利
を
も
つ
。
紛
争
を
最
終
的
に
解
決
す
る
の
は
新
設
予
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定
の
ソ
連
邦
憲
法
裁
判
所
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
連
邦
大
統
領
が
、
合
法
性
保
障
権
に
基
い
て
、
連
邦
法
に
矛
盾
す
る
共
和
国
法
を
無
効
に
し
た
り
し
て
い
た
が
、
こ
の
条

約
案
で
は
そ
の
制
度
が
維
持
さ
れ
る
の
か
否
か
明
確
で
な
い
。
た
だ
大
統
領
の
権
限
に
は
相
変
ら
ず
合
法
性
保
障
権
が
含
ま
れ
て
い
る
(第

一
二
条
)
か
ら
、
従
来
ど
お
り
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
憲
法
裁
判
所
を
新
設
す
る
意
味
も
薄
く
な
る
。
ま
た
市
民
の
権
利

・

自
由
の
保
障
も
連
邦

・
共
和
国
の
共
同
管
轄
に
な
っ
て
い
る

(第
五
条

一
項
)
。
従
来
は
、
市
民
の
権
利

・
自
由
の
侵
害
を
根
拠
に
、
や

は
り
連
邦
大
統
領
が
合
法
性
保
障
権
を
行
使
し
て
、
人
権
侵
害
を
除
去
す
る
よ
う
命
じ
た
り
し
て
い
た
が
、
今
後
は
連
邦
大
統
領
単
独
で

は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
も
明
確
で
な
い
。

国
有
財
産
の
所
有
主
体
に
つ
い
て
も
法
律
戦
争
が
発
生
し
て
い
た
が
、
草
案
で
は
、
原
則
と
し
て
共
和
国
が
国
有
財
産
の
所
有
者
と
さ

れ
て
い
る

(第
七
条
)
。
土
地

・
天
然
資
源
な
ど
も
共
和
国
の
所
有
で
あ
る
。
連
邦
管
轄
に
関
わ
る
国
有
財
産

(例
え
ば
ソ
連
軍
の
施
設
)

を
除
い
て
、
国
有
財
産
は
共
和
国
に
帰
属
す
る
の
で
あ
る
。
鉄
道
等
共
同
管
轄
に
属
す
る
財
産
の
所
有
主
体
は
明
確

で
は
な
い
。
土
地

・

天
然
資
源
は
共
和
国
の
所
有
で
あ
る
が
、
連
邦
の
権
限
の
行
使
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
土
地
所
有
権
を
楯
に
と
っ
て
、

連
邦
施
設
の
撤
去
を
命
じ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
土
地
所
有
権
を
共
和
国
に
認
め
た
こ
と
は
、
す
で
に
紛
争

と
な
っ
て
い
る
金

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
問
題

(既
述
の
と
お
り
こ
れ
は
共
同
管
轄
と
さ
れ
て
い
る
が
)
、
軍
事
基
地

の
撤
去

の
問
題
等
、

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
を
引
き
起
し
そ
う
で
あ
る
。

連
邦
の
権
限
は
全
共
和
国
の
合
意
が
な
け
れ
ば
変
更
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
個
々
の
共
和
国
が
追
加
的

に
そ
の
権
限
の
一
部

を
連
邦
に
委
ね
た
り
、
逆
に

一
部

の
共
和
国
に
連
邦
権
限
の

一
部
を
委
ね
る
こ
と
も
あ
り
う
る

(第
六
条
)
。
共
和

国
は
連
邦
機
関
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
邦
の
権
限
行
使
に
関
与
す
る
。
実
際
に
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
参
加
し
う
る
の
か
明
確

で
は
な
い
が
、
再
編

を

予
定
さ
れ
る
連
邦
評
議
会
の
役
割
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
連
邦

・
共
和
国
の
共
同
管
轄
が
多
い
が
、
こ
の
問
題
の
処
理
は
困
難
で
あ
る
。
連
邦
評
議
会

が
そ
の
調
整
を
行
う
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場
に
な
る
が
、
個
々
の
間
題
に
つ
い
て
い
ち
い
ち
合
意
を
得
る
の
は
大
変
で
あ
ろ
う
。
共
和
国
の
足
並
も
な
か
な
か
揃
わ
な
い
で
あ
ろ
う

か
ら
、
統

一
し
た
政
策
を
実
行
す
る
の
は
難
し
い
。
こ
の
草
案
だ
け
み
る
と
、
連
邦
評
議
会
は

「
調
整
」
機
関
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、

そ
こ
で
の
合
意
そ
の
も
の
は
法
的
性
格
を
も
た
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
は
立
法
機
関
が
法
律
と
し
て
制
定
し
た
り
、
行
政
機
関
が
実

行
に
移
し
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
連
邦
評
議
会
の
権
限
は
弱
く
、
反
対
す
る
共
和
国
で
は
、
共
同
管
轄
事
項
は
実
施

に
移
せ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
九
〇
年

一
二
月
の
憲
法
改
正
に
よ

っ
て
成
立
し
た
連
邦
評
議
会
は
、
三
分
の
二
の
多
数
で
議
決
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
決
定
は
大
統
領
令
の
形
式
で
公
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
連
邦
評
議
会
が
、
大
統
領
令
を
媒
介
に

事
実
上
立
法
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る

(反
対
の
共
和
国
に
も
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
)
。

と
も
あ
れ
草
案
を
み
る
限
り
、
連
邦
の
権
限
は
従
来
よ
り
制
限
さ
れ
て
お
り
、
共
和
国
の
主
権
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
二
重
主
権
状
態
は
長
続
き
せ
ず
、
安
定
し
た
政
権
が
で
き
れ
ば
、
再
び
集
権
化
に
向
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
そ
の
場
合

集
権
化
に
同
調
で
き
な
い
共
和
国
と
の
問
で
再
び
緊
張
が
高
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(1
)

(2
)

9

・
評

三

窪

。
胃

目
。
彊

。翼

苗

器

円
囚
o
畳

。
泪

閏
δ

8

§

=
0
8

智

『
畠

o
罫

くバ浮

器

。霞

酸
》
"
含

。
憲

9

笛
一。
8

『
●

O
罫

台
呂

o
B

長

ぬ
窓

臣

o
目
麗

切
誤

ヌ

^̂
口
饗

呂

曽
》
」

O
需

臣

9

凶

G
8

ラ

(九
)
新
連
邦
条
約
案
の
審
議

一
九
九
〇
年

二

月
二
四
日
に
新
連
邦
条
約
案
が
公
表
さ
れ
、
活
発
な
論
議
が
展
開
さ
れ
た
。
ソ
連
邦
最
高
会
議
と

一
二
月
に
開
催
さ

れ
た
共
産
党
中
央
委
員
会
で
基
本
的
に
承
認
さ
れ
た
新
条
約
案
は
、

一
二
月

一
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
大
会
で

審
議
さ
れ
た
。
大
会
で
の
審
議
状
況
と
決
定
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

一
二
月

一
七
日
に
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
が
演
説
を
行
っ
た
。
次
い
で

一
八
日
に
は
連
邦
最
高
会
議
民
族
院
議
長
ニ
シ
ャ
ノ
フ
が
、
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連
邦
条
約
に
つ
い
て
報
告
を
行

っ
た
。
以
後
シ

ェ
ワ
ル
ナ
ゼ
外
相
の
辞
任
表
明
に
よ
る
脱
線
を
挟
み

つ
つ
、
連
邦
条
約
問
題
に
つ
い
て
討

議
が
続
け
ら
れ
た
。
ロ
シ
ア
共
和
国
最
高
会
議
議
長

エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
連
邦
に
よ
る
上
か
ら
の
革
命
は
終

っ
た
と
し
、
連
邦
大
統
領
へ
の

権
力
の
集
中
、
共
和
国
の
主
権
宣
言
の
無
視
を
批
判
し
た
。
彼
は
、
共
和
国
の
主
権
を
認
め
た
上
で
、
共
和
国
と
連
邦

の
関
係
を
再
編
し
、

そ
の
際
連
邦
条
約
の
基
礎
に
は
共
和
国
相
互
間
で
結
ば
れ
て
い
る
協
定
を
お
く
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ク
レ
ム
リ

ン
か
ら
命
令
す
る
時

代
は
過
ぎ
去

っ
た
の
で
あ
り
、
共
和
国
の
利
益
を
無
視
し
た
指
令
は
実
行
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
も
語

っ
て
い
る
。
現
在

の
状
況
の
も
と
で
、

提
案
さ
れ
て
い
る
条
約
案
の
締
結
に
反
対
し
た
も
の
と
受
け
と
れ
る
発
言
で
あ

っ
た
。

大
会
で
は
、
「
サ
ユ
ー
ス
」
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
大
会
で
優
勢
だ
っ
た
保
守
派
を
中
心
に
条
約
案
に
賛
成
す
る
声
が
多
か

っ
た
が
、
共
和

国
を
代
表
す
る
発
言
に
は
、
慎
重
な
も
の
も
多
か
っ
た
。
明
確
に
賛
成
し
た
の
は
キ
ル
ギ
ス
、
ト
ル
ク
メ
ン
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
タ

ジ
ク
の
あ
る
代
議
員
は
賛
成
意
見
を
述
べ
て
い
る
が
、
別
の
代
議
員
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
共
和
国
が
賛
成
し
て
い
る
と
い
う
の
は
問
違

っ

て
い
る
と
、
反
対
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
賛
成
と
反
対
に
割
れ
た

(賛
成
が
多
数
派
)
。

争
点
と
な
っ
た
の
は
、
ま
ず
国
名
の
問
題
で
あ
る
。
当
初
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
大
統
領
は

「主
権
社
会
主
義
国
家
連
邦
」
を
提
唱
し
た
。
そ

ハよ

の
後

「主
権

ソ
ビ

エ
ト
共
和
国
連
邦
」
案
も
で
た
。
九
〇
年

一
一
月
は
じ
め
の
段
階
で
は
、
「主
権
共
和
国
連
邦
」
説
が
浮
上
し
た
。
「社

会
主
義
」
も

「
ソ
ビ

エ
ト
」
も
共
に
削
除
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
ソ
連
の
動
向
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
も
当
然
か
ど
思
わ
れ
る
。
ソ
ビ
エ

ト
権
力
は
す
で
に
崩
壊
し
て
い
る
し
、
ソ
連
が
向
い
つ
つ
あ
る
の
は
脱
社
会
主
義
の
道
で
あ
る
。
す
で
に
い
く

つ
か

の
共
和
国
は
、
国
名

か
ら

「社
会
主
義
」
と

「
ソ
ビ
エ
ト
」
を
と

っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
共
和
国
の
連
邦

へ
の
参
加
を
求
め
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は

障
害
と
な
っ
た
。
し
か
し
九
〇
年

二

月
以
降
に
強
ま
っ
た
保
守
化
傾
向
を
反
映
し
た
の
か
、

一
一
月
二
四
日
に
公
表
さ
れ
た
新
連
邦
条

約
案
で
は
、
「
ソ
ビ
エ
ト
」
の
語
が
復
活
し
、
「主
権

ソ
ビ

エ
ト
共
和
国
連
邦
」
に
変

っ
て
い
た
。
さ
ら
に

一
二
月
に
開
か
れ
た
共
産
党
中

央
委
員
会
総
会
は
、
国
名
に

「社
会
主
義
」
の
語
を
復
活
さ
せ
る
よ
う
求
め
た
。

た
て
ま
え
上
は
、
未
だ
公
然
と
は
社
会
主
義
の
放
棄
を
語
れ
な
い
状
況
の
も
と
で
、
「社
会
主
義
」

の
語
を
拒
否
す
る
論
拠
は
成
立
し
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難
い
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
あ
る
人
々
は
、
国
名
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
ち
込
む
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
「奴
隷
制
国
家
」、
「封
建

制
国
家
」、
「資
本
主
義
共
和
国
」
と
い
っ
た
国
名
は
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、

「資
本
主
義
」
も
含
め

て
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
の
表
現
で
あ
る
か
ら
、
国
名
に
用
い
ら
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
体
制

は
、

い
わ
ば
自
然
成

長
的
展
開
に
身
を
委
ね
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
社
会
主
義
の
方
は

一
つ
の
目
的
理
念
の
下
に
社
会
を
意
識
的
に
建
設

し
て
い
く
の
で
あ
る

か
ら
、
国
名
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
導
入
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
社
会
主
義
の
枠
に
固
執
す
る
限
り
、
「社
会
主
義
」
の
語
を
放
棄

ハ
　

　

す
る
な
と
い
う
主
張
に
は
抗
し
難
い
も
の
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

別
の
論
者
は
、
「社
会
主
義
」
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
「
ス
タ
ー
リ
ン
型
社
会
主
義
」
か
、
「ブ
レ
ジ
ネ

フ
型
」
か
、
「
ス
エ
ー
デ

ン
型
社
会
主
義
」
か
、
そ
れ
と
も

「現
在

の
配
給
券
型
社
会
主
義
」
か
と
、
「
社
会
主
義
」
の
語
に
固
執
す
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
が
、

あ
ま
り
支
持
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
世
論
も

「社
会
主
義
」
の
語
を
含
ん
だ
伝
統
的
国
名
を
支
持
し
た
。
九
〇
年

一
二
月
八
日
に
公
表
さ

へ
　

　

れ

た
あ

る
世

論

調

査

の
結

果

に

よ
る

と

、

従

来

の

「
ソ
ビ

エ
ト

社
会

主

義

共

和

国

連

邦

」

と

い
う

国
名

を

支

持

す

る

も

の
五

五

(数

字

は

パ

ー
セ

ン
ト

、

以

下

同

じ
)
、

「
主

権

ソ
ビ

エ
ト

共

和

国

連

邦
」

一
三

・
三

、

「
主

権

社

会

主

義

国

家

連

邦
」

六

・
六

で
あ

っ
た

。

そ

の
他

の
少
数

意

見
と

し

て
は

、
「
ソ
ビ

エ
ト
共

和

国

連

邦

」
、
「
自

由

ソ
ビ

エ
ト
共

和

国

連

邦

」
、
「
民
主

共

和

国

連

邦
」
、
「
ヨ

ー

ロ

ッ
パ

・
ア
ジ

ア

・

ソ
ビ

エ
ト
共

和

国

連

邦
」
、

「
ユ
ー

ラ

シ

ア
合

衆

国
」

な
ど

が
あ

っ
た

。

こ

の
よ

う

な

状

況

を

反

映

し

た

の
か

、

ソ
連

邦

の
最

高

会

議

や

人

民
代

議

員

大
会

で

も

、

「
社

会

主
義

」

の
語

を

入

れ

る

べ
き

だ

と

い

う

意
見

が
多

か

っ
た

。

保

守

派

の

「
サ

ユ
ー

ス
」

グ

ル
ー
プ

が

特

に

そ

の
こ

と

を

強
く

主

張

し

て

い
る

。

結
局

こ

の
問

題

は

、

大

会

の
表

決

で
決

定

さ

れ

る

こ
と

に

な

っ
た
。

九

〇
年

一
二
月

二

四

日
、

大

会

は

「
ソ
ビ

エ
ト

国
家

の
名

称

に

関

す

る
決

定

」

を

採

択

し

、

現
在

の

「
ソ
ビ

エ
ト
社

会

主

義

共

和

国

連
邦

」

を

維

持

す

る
と

い
う

提

案

が

、

賛

成

・
反

対

・
保

留

i

一
、

三

六

五

・

一
八
九

・

一
七

〇

で

承

認

さ

れ
た

。

八

九
年

以

来

「
社

会

主
義

」

概

念

は

ソ
連

か

ら
姿

を

消

し

つ
つ
あ

っ
た

の

で
あ

る

が
、

経

済

危

機

の
な

か

で
、

こ

こ

に
き

て
保

守

的
風

潮

が

勢

い
を

盛

り

返

し

て

い
る

の

が
窺

え

る
。
大

会

で

は

レ

ニ
ン
グ

ラ

ー
ド

市

議
会

議

長

サ
プ

チ

ャ

ッ
ク

が
、
サ

ハ
ロ

フ
の

「
ヨ
ー
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ロ

ッ
パ

・
ア
ジ

ア

・
ソ
ビ

エ
ト
共

和

国

連

邦
」

案

を

、
他

の
代

議

員

が

「
単

一
不

可

分

ロ
シ

ア
」

案

(こ

れ

に

は

ロ
シ

ア
と

そ

の
植
民

地

の
結

合

体

と

い
う

帝

政

ロ
シ

ア
を

想

定

さ

せ

る

と

い
う

批

判

が

あ

っ
た
)

を

提

起

し

た

が

、
採

決

に
付

す

ま

で

も

な
く

却

け

ら

れ

た
。

新

連

邦

が

「
連

邦
」
、

「
国
家

連

合

」
、

「
共

同

体
」

の

い
ず

れ

な

の
か

と

い
う

問

題

に

つ

い
て

は
、

「
連

邦

」

と

「
国

家

連

合

」

の
中

間

へゑ

的
な
形
態
と
す
る
見
方
が
多

い
。
ソ
連
邦
最
高
会
議
国
際
委
員
長
の
ジ
ャ
ソ
ホ
フ
は
、
連
邦
よ
り
も
国
家
連
合
に
近

い
と
み
て
い
る
。
草

案
の
起
草
責
任
者

ニ
シ
ャ
ノ
フ
は
、
こ
の
よ
う
な
区
分
そ
の
も
の
を
採
用
し
て
い
な
い
が
、

一
応

「連
邦
」
と
み
な
し
て
お
り
、
言
葉

の

問
題
よ
り
も
そ
こ
に
人
民
の
最
適
の
結
合
形
態
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
草
案
の
規
定
を
見
た
限
り
で
は
共
和
国
の
権
限
は
大
き
く
、

確

か
に
連
邦
と
国
家
連
合
の
中
間
形
態
と
い
う
印
象
は
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
そ
の
よ
う
に
な
る
か
否
か
は
別
問
題
で
あ
る
。

連
邦
と
共
和
国
が
と
も
に
主
権
を
も

つ
と
い
う
の
は
矛
盾
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ニ
シ
ャ
ノ
フ
は
、
共
和
国
の
主
権
と
は
、

共
和
国
人
民
が
自
ら
の
生
活
を
自
主
的
に
組
織

・
運
営
し
、
そ
の
意
思
が
最
高
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
よ
う

な
国
家
性
の
特
徴
で

あ

る
、
と
規
定
し
た
上
で
、
二
重
主
権
が
矛
盾
し
な
い
か
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
が
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
前
の
ソ
連
の
無
内
容
な
憲

法
書
を
読
む
思
い
で
あ
る
。
大
会
で
の
論
議
で
は
、
二
重
主
権
体
制
を
と

っ
て
い
る
の
は
、
現
在
で
は
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
だ
け
だ
と
言

っ

た
指
摘
も
あ

っ
た
。

連
邦
の
構
成
主
体
に
つ
い
て
は
、
自
治
州

・
自
治
区
も
含
め
た
全
自
治
単
位
に
条
約
署
名
権
を
与
え
る
べ
き
だ
と

い
う
議
論
が
、
大
会

で
は
か
な
り
あ

っ
た
。
条
約
は
共
和
国
が
締
結
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
セ
ン
タ
ー
」
(現
連
邦
指
導
部
)
は
関
与
す
る
な
と
い
う
主
張
も

あ
る
。
「連
邦
」、
「
国
家
連
合
」
、
「共
同
体
」

の
選
択
も
人
民
投
票
で
決
定
せ
よ
と
い
う
提
案
も
行
わ
れ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
、

連
邦
の
解
体
は

「生
木
を
裂
く
」
よ
う
な
も
の
だ
と
い
っ
て
非
難
す
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
「死
ん
だ
も
の
、
そ
の
使
命
を
終

っ
た
も
の

を
切
り
離
す
」
よ
う
提
案
し
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
意
見
も
あ

っ
た
。
「火
事
場
の
手
続
」
(泥
縄
式
)
を
批
判
す
る
声
も
か
な
り
あ
っ
た
。

連
邦
条
約
の
締
結
手
続
も
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
条
約
を
締
結
す
る
の
は
共
和
国
で
あ
る
か
ら
、
連
邦
の
最
高
会
議
や
大
会
は
審
議
す

る
だ
け
で
決
定
す
る
場
で
は
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

一
部
の
共
和
国
は
、
条
約
締
結
の
た
め
に
は
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ま
ず
各
共
和
国
の
主
権
宣
言
を
承
認
す
る
こ
と
が
先
決
だ
と
い
う
王
張
を
展
開
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ニ
シ
ャ
ノ
フ
は
、
主
権
は
絶
対
的

な
も
の
だ
か
ら
、
他
人
の
承
認
を
必
要
と
し
な
い
な
ど
と

い
っ
た
読
弁
で
そ
れ
に
反
対
し
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
彼
は
、
共
和
国
の
絶
対
的

主
権
を
尊
重
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
連
邦
側
が
尊
重
し
な
い
か
ら
こ
そ
、
共
和
国
側
は
そ
れ
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
連
邦

は
自
由
意
思
で
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
前
提
と
し
て
ま
ず
共
和
国
の
主
権
を
承
認
せ
よ
と

い
う
主
張
は
理
に
適

っ

て
い
る
。
新
し
い
連
邦
条
約
を
結
ぶ
た
め
に
は
、
そ
の
論
理
的
前
提
と
し
て
、
旧
連
邦
は
解
散
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
各
共
和
国
の
主

権
を
承
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
再
出
発
す
る
以
外
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
九
〇
年

一
二
月
の
人
民
代
議
員
大
会
で
は
、
主
権
宣
言
の
承
認
問

題
を
議
題
と
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
提
案
が
だ
さ
れ
た
が
、
賛
成
五
二
九
、
反
対

一
、
〇
七
六
で
否
決
さ
れ
た
。

他
方
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
、
人
民
代
議
員
大
会
で
連
邦
問
題
に
つ
い
て
の
人
民
投
票
を
提
案
し
た
。
同
大
統
領
は
、
独
立
を
望

む

一
部
共
和
国
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
そ
の
共
和
国
の
人
民
の
意
思
で
は
な
く
、

一
部
の
政
治
指
導
部
の
独
断
と
考
え
て
い
る
節
が
そ
れ
ま

で
も
あ
っ
た
。
大
会
で
も
彼
は
、
人
民
は
自
決
権
を
有
す
る
が
、
そ
れ
は
全
体
と
し
て
の
人
民
で
あ
る
と
し
て
人
民
投
票
を
提
案
し
た
の

で
あ
る
。
彼
の
提
案
の
内
容
は
、
「各
市
民
が
、
連
邦
原
則
に
基
く
主
権
国
家
連
邦
に
賛
成
で
あ
る
か
反
対
で
あ
る
か
」
を
投
票
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
人
民
投
票
の
結
果
は
最
終
決
定
で
あ
る
と
も
語

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
反
対
票
の
多
か
っ
た
共
和
国
は
新

連
邦
に
加
盟
せ
ず
、
独
立
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
大
統
領
は
、
す
ぐ
続
け
て
、

ソ
連
邦
か
ら
の
脱
退
は
現
行
法

(
ソ
連
邦
脱
退
法
)
に
基

き
、
複
雑
な
政
治

・
社
会
経
済
状
況
を
必
ず
考
慮
に
い
れ
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
語

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
脱
退
法
の
条
件
を

満
た
し
た
だ
け
で
な
お
不
十
分
で
、
政
治

・
経
済
状
況
な
ど
も
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
人
民
投
票
と
、
脱
退
法
の
関
係
は
ど

う
な
る
の
か
。
人
民
投
票
は
新
連
邦
に
つ
い
て
、
脱
退
法
は
現
連
邦
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
と

い
う
意
味
以
外
に
は
解
し
よ
う
が
な
い
。

つ
ま
り
新
連
邦
に
加
盟
し
な
い
共
和
国
は
、
脱
退
法
に
よ
る
脱
退
を
実
現
し
な
い
限
り

一
九
二
二
年
以
来
の
旧
連
邦

の
一
員
と
し
て
留
ま

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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大
会
で
は
、
ニ
シ
ャ
ノ
フ
が
新
連
邦
条
約
案
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
人
民
投
票
案
に
賛
成
し
て
い
る
。
そ
の

後
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
答
え
た

ニ
シ
ャ
ノ
フ
の
回
答
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
彼
ら
の
論
理
矛
盾
を
見
事
に
露
呈
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

人
民
投
票
の
結
果
、
「あ
る
共
和
国
で
住
民
の
多
数
が
反
対
し
た
場
合
は
、
そ
の
共
和
国
は
、
今
春
制
定
さ
れ
た
脱
退
手
続
法
に
従
っ
て

ハゑ

連
邦
か
ら
脱
退
す
る
で
あ
ろ
う
」。
こ
れ
は
い
っ
た

い
ど
う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

古
い
ド
グ
マ
を
捨
て
た
は
ず
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
指
導
部
で
あ
る
が
、
連
邦
問
題
に
な
る
と
、
ま
る
で
ス
タ
ー
リ

ン
時
代
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
頑
迷
ぶ
り
で
あ
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
、

一
方
で
、
連
邦
は
共
和
国
が
そ
の
自
由
意
思
で
結
成
す
る
と
か
、
民
族
は
完
全

な
自
決
権
を
有
す
る
と
述
べ
な
が
ら
、
他
方
で
、
連
邦
の
解
体
は
破
滅
的
で
あ
り
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
と
言

っ
て
共
和
国
に
桐
喝
を
加

え
て
い
る
。
バ
ル
ト
三
国
が
新
連
邦
条
約
調
印
の
強
制
を
批
判
す
る
と
、

ニ
シ
ャ
ノ
フ
は
、
い
か
な
る
強
制
も
し
た

こ
と
が
な
い
と
開
き

直

っ
て
い
る
。
自
由
と
民
主
主
義
を
最
高
に
抑
圧
し
な
が
ら

(今
日
で
は
ソ
連
当
局
者
も
そ
れ
を
認
め
て
い
る
)
、

ソ
連
は
世
界
で
最
も

自
由
で
民
主
的
だ
と
言
っ
て
い
た
時
代
の
ソ
連
を
髪
髭
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
新
連
邦
条
約
を
締
結
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
論
理
的

前
提
と
し
て
、
旧
連
邦
は
解
散
し
た
と
解
す
る
以
外
に
な
い
の
で
あ
る
。

一
二
月
二
四
日
に
は
、
大
会
は
、
「平
等
主
権
共
和
国
の
刷
新
さ
れ
た
連
邦
と
し
て
の
ソ
連
邦
の
維
持
に
関
す
る
決
定
」
(賛
成

・
反
対

・

保
留
は

一
、
六
九
七

・
三
〇

・
三
〇
)
も
採
択
し
た
。
連
邦
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

「新
連
邦
の
結
成
」

で
は
な
く
、
「旧
連
邦
を
刷
新
し
て
維
持
す
る
」
と
い
う
保
守
的
思
想
を
反
映
し
て
い
る
。
「新
連
邦
の
結
成
」

の
場
合
は
、
理
論
的
に
は

旧
連
邦
は
解
散
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
新
連
邦
に
調
印
し
な
い
共
和
国
は
独
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

「旧
連
邦
の
刷
新
」
な
ら
、

そ
れ
に
応
じ
な
い
共
和
国
は
、
旧
連
邦
に
留
ま
る
と
い
う
構
成
が
容
易
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
決
定
に
よ
る
と
、
刷
新
さ
れ
た
連

邦
で
は
す

べ
て
の
民
族
の
人
間
の
権
利

・
自
由
が

「完
全
に
保
障
さ
れ
る
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
「完
全
に
保
障
」
と
は

一
体
何
か
。
こ

の
よ
う
な
ソ
連
に
伝
統
的
な

「空
文
句
」
は
な
い
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
同
じ

二

一月
二
四
日
、
大
会
は
、
「
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の
問
題
に
関
す
る
人
民
投
票
の
実
施

に
つ
い
て
の
決
定
」
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(賛
成

・
反
対

・
保
留
-

一
、
六
七
八

・
三
二

・
六
五
)
を
採
択
し
た
。
初
日
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
提
案
を
受
け
、
先
の

「連
邦
の
維
持
に

関
す
る
決
定
」
と
同
じ
内
容
に
つ
い
て
、
人
民
投
票
で
最
終
的
な
決
定
を
行
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
投
票
結
果
は
共
和
国
毎
に
考
慮
さ

れ
る
。
し
か
し
新
連
邦
条
約
の
内
容
と
は
別
に
、
と
も
か
く
連
邦
の
維
持
の
是
非
に
つ
い
て
人
民
投
票
を
行
う
と

い
う
の
は
危
険
な
や
り

方
で
あ
る
。
連
邦
維
持
の
是
非
は
そ
の
中
身
に
依
存
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
漠
然
と
連
邦
そ
の
も
の
に
は
反
対
で
は
な
い
と
い
う
市
民
は
多

い
。
そ
れ
を
利
用
し
て

一
旦
連
邦
維
持
の
承
認
を
と
り
つ
け
れ
ば
、
後
で
新
連
邦
の
具
体
的
な
あ
り
方
か
ら
判
断
し
て
加
入
し
た
く
な
い

と
考
え
る
共
和
国
が
で
て
き
て
も
、
後
の
祭
と
な
る
。
こ
の
日
は
さ
ら
に
危
機
克
服
策
に
つ
い
て
も
決
定
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
も

連
邦
問
題
と
関
わ
り
を
も
つ
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

一
二
月
二
五
日
に
は

「新
連
邦
条
約
の

一
般
概
念
お
よ
び
そ
の
締
結
手
続
に
関
す
る
決
定
」
が
採
択
さ
れ
た

(各
項
目
別
に
表
決
し
、

最
後
に
全
体
を
表
決
し
た
。
全
体
の
表
決
結
果
は
、
賛
成

・
反
対

・
保
留
が

一
、
六
〇
五

・
五
四

・
八
六
)
。
そ

の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
大
会
は
ソ
連
邦
の
維
持
に
賛
成
し
、
共
和
国
の
主
権
宣
言
に
基
い
て
刷
新
さ
れ
る
連
邦
は
、
人
民
の
平
等

・
自
決
権

…

を

保
障
す
る
。
条
約
案
の
完
成
と
締
結
手
続
の
決
定
の
た
め
に
、
準
備
委
員
会
を
設
置
す
る

(ソ
連
邦
大
統
領
や
、
共
和
国

・
自
治
構
成
体

の
ト
ッ
プ
が
参
加
す
る
)
。
同
委
員
会
は
九

一
年

一
月
に
発
足
す
る
。
新
連
邦
条
約
の
締
結
ま
で
、
現
在
の
連
邦
と
共
和
国
の
最
高
機
関
は
、

国
家
機
関
が
正
常
に
機
能
す
る
よ
う
な
手
段
を
と
る
。
新
連
邦
条
約
の
締
結
ま
で
は
、
連
邦
の
憲
法
と
法
律
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。一

二
月
二
七
日
に
は

「
ソ
連
邦
人
民
投
票
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
連
邦
問
題
に
関
す
る
人
民
投
票
を
行
う
法
的
手
続

が
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
に
は
気
に
な
る
点
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
有
権
者
の
過
半
数
が
投
票
す
れ
ば
投
票
は
成
立
し
、

「投
票
者
の
過
半
数
」
が
賛
成
す
れ
ば
、
議
案
は
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
ソ
連
の
慣
例
で
は
、
「投
票
者
」
で
な
く

「有
権
者
」

の
過
半
数
の
賛
成
が
必
要
で

(す
べ
て
を
満
場

一
致
で
決
定
し
て
い
た
頃
の
名
残
で
あ
る
)
、
そ
の
た
め
議
案

の
成
立
は
か
な
り
困
難
で

あ
っ
た
。
今
回

「投
票
者
の
過
半
数
」
に
改
め
た
の
は
、
連
邦
制
の
維
持
を
容
易
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
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も
う

一
つ
の
問
題
点
は
、
人
民
投
票
の
対
象
と
な
ら
な
い
事
項
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に

「共
和
国

・
自
治
州

・
自
治
区
の

地
位
の
変
更
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
人
民
投
票
の
趣
旨
は
、
単
な
る
連
邦
の
維
持
で
は
な
く
、
「刷
新
さ
れ
た
連
邦
」

の
維
持
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
正
に
現
在
の

「地
位
の
変
更
」
を
意
味
す
る
か
ら
、
人
民
投
票
の
対
象
と
な
ら
な

い
と
解
せ
ら
れ
る
。

そ
れ
と
も
個
別
的

・
具
体
的
な
地
位
の
変
更
で
な
い
限
り
、
対
象
に
な
る
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
新
連
邦
条
約
の
締
結
の
問
題
は
、
連
邦
維
持
に
関
す
る
人
民
投
票
と
、
準
備
委
員
会
に
よ
る
最
終
的
な
詰
め
の
段
階
に
入

っ

た
わ
け
で
あ
る
。
当
初
の
構
想

(九
〇
年

一
二
月
の
大
会
で
新
条
約
案
を
基
本
的
に
承
認
し
、
九
〇
年
初
め
に
各
共
和
国
で
承
認
を
と
り

つ
け
調
印
に
至
る
)
よ
り
、
日
程
は
遅
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
人
民
投
票
を
拒
否
す
る
と
言
明
し
た
共
和
国
も
あ
り

、
ま
た
条
約
調
印
ま

で
に
は

一
波
乱
も
二
波
乱
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
(
一
九
九

一
年

一
月
五
日
稿
)

(1
)

(2
)

543

「
主
権
共
和

国
連
邦
」
の
場
合
、
現
在

の
ソ
連
邦

の
略
称
は
、
「
主
権
」
を
意
味
す

る
ロ
シ

ア
語

「
ス
ベ
ー
レ
ン
ヌ
ィ
」
の

「
ス
」
を
と

っ
て

「
ス

連
邦
」
に
変
る
の
で
は
な

い
か
と
話
題
に
な

っ
た
の
は
こ

の
頃
で
あ

る
。
し
か
し
そ

の
後

「
ソ
ビ

エ
ト
」

の
語
が
復

活
し
た
た
め

(今
後
再
び
削

除
さ
れ
る
可
能
性

も
あ

る
が
)
、
筆
者
と
し
て
も
、
書
き
か
け

の
文
章
を
書
き
直
す
手
問
が
省

け
た
。

O
罫

】W
o
蟹

o
※
臼

9

輿

目
o

員
δ
O
切
箋

)
〈&
ω
零
o目
凶
》
)
斜

需
臣

O
℃
凶

這
8
ご

内
養
儲
沼

畠

】W
。)
O

=
8
0
ζ

8
δ
田
o
ζ

習
肖8
0
℃
o
)

〈&

困
0
8
雷

》
も

O
国
o
国
9

凶
一8
0
訳

e
琵
名
貰

竈

短
臣
o
月

帥臣

=
〆

自̂

℃
臣
る
》
"
一〇
宕
憲
9
国
G
8
づ

O
ド

囚
貰

臣
ω
畠
窪

誤

≡

目

8
塁

評

も

a
2

窒

↓
唱

9

臣
y〉}
。。
需
憲
9

凶
一。
8
戸

O
琴

①
器
肩
釜

臣
【O
日
薗
田

月

O
ω長
O
胃

F

《
↓
逗
掴
》
る
い
=
O
凶
9

凶
一〇
8
弓
。

九

〇
年

一
二
月

一
九

日
の
日
本

の
夕
刊
を

み
る
と
、

A
紙
は

「
新
連
邦
条
約
否
決
し
て
も
共
和

国
独
立
を
意
味
せ
ず
」
、

B
紙
は

「
連
邦
条

約

否
決
な
ら
共
和
国
の
離
脱
自
由
」
と

い
う
見
出
を
付

け
て
い
る
。

い
ず
れ
も

ニ
シ
ャ
ノ
フ
民
族
院
議

長
の
発
言
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
内

容
は
正
反
対
で
あ

る
。

ソ
連
側

の
発
言
が
矛
盾

し
て
い
る
た
め
、
こ

の
よ
う
な
報
道

に
な

っ
た
の
も
無
理

は
な

い
。
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付

【

連
邦
条
約
案

(
一
九
九
〇
年

二

月
二
四
日
)

条
約
の
参
加
国
で
あ
る
主
権
共
和
国
は
、

自
ら
の
連
邦
の
刷
新

へ
向
け
ら
れ
た
諸
人
民
の
意
思
を
表
現
し
、
歴
史
的
に
運
命
づ
け
ら
れ
た
緊
密
な
関
係
に
基
き
、
友
好
と
調
和
の

う
ち
に
生
き
る
こ
と
を
志
向
し
、
平
等
な
権
利
の
も
と
で
協
力
す
る
こ
と
を
保
証
し
、

諸
人
民
の
物
質
的
福
祉
お
よ
び
精
神
的
発
展
、
民
族
文
化
の
相
互
豊
富
化
な
ら
び
に
全
般
的
安
全
保
障
の
利
益
を
考
慮
に
い
れ
、

過
去
の
教
訓
に
学
び
、
わ
が
国
の
現
実
と
全
世
界
の
変
化
に
注
意
を
払

い
、

主
権

ソ
ビ

エ
ト
共
和
国
連
邦
の
な
か
で
、
自
ら
の
関
係
を
新
し
い
原
理
に
基
い
て
形
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

一

基
本
原
則

一
、
条
約
の
参
加
国
で
あ
る
各
共
和
国
は
、
主
権
国
家
で
あ
り
、
自
ら
の
領
土
に
お
い
て
完
全
無
欠
の
国
家
権
力
を
有
す
る
。

ソ
連
邦
は
主
権
を
有
す
る
連
邦
国
家
で
あ
り
、
共
和
国
の
自
発
的
結
合
の
結
果
形
成
さ
れ
、
条
約
参
加
国
が
委
譲
し
た
権
限
の
範
囲
内

で
国
家
権
力
を
行
使
す
る
。

二
、
主
権

ソ
ビ

エ
ト
共
和
国
連
邦
を
構
成
す
る
諸
共
和
国
は
、
自
決

・
自
治
お
よ
び
自
ら
の
発
展
の
全
問
題
の
自
主
的
解
決
に
対
す
る

各
人
民
の
譲
り
渡
す
こ
と
の
で
き
な

い
権
利
を
承
認
す
る
。
こ
れ
ら
諸
共
和
国
は
、
人
種
主
義
、
シ
ョ
ー
ビ

ニ
ズ
ム
、
民
族
主
義
お
よ
び

人
民
の
権
利
を
制
限
す
る
あ
ら
ゆ
る
試
み
に
は
決
定
的
に
反
対
す
る
。
条
約
参
加
国
は
、
全
人
類
的
価
値
と
民
族
的
価
値
の
結
合
の
原
則

に
依
拠
す
る
。

三
、
諸
共
和
国
は
、
国
連
の
世
界
人
権
宣
言
と
国
際
規
約
に
宣
言
さ
れ
た
人
権
の
優
越
性
を
、
自
ら
の
結
合
の
最
重
要
原
則
と
認
め
る
。

ソ
連
邦
市
民
に
は
、
母
国
語
の
学
習

・
利
用
の
可
能
性
、
情
報

へ
の
障
害
な
き
接
近
、
信
教
の
自
由
、
お
よ
び
そ

の
他
の
政
治
的

・
個
人

的
自
由
が
保
障
さ
れ
る
。

四
、
諸
共
和
国
は
、
市
民
社
会
の
形
成
と
発
展
の
な
か
に
、
自
由
と
福
祉
の
最
重
要
の
条
件
を
み
る
。
諸
共
和
国
は
、
所
有
形
態
と
経
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営
方
法
の
自
由
な
選
択
、
お
よ
び
社
会
的
正
義
と
保
護
の
実
現
に
基

い
て
、
人
々
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
。

五
、
諸
共
和
国
は
、
自
ら
の
国
家
構
造
、
行
政

・
地
域
区
分
お
よ
び
権
力

・
管
理
機
関
の
シ
ス
テ
ム
を
自
主
的
に
決
定
す
る
。
諸
共
和

国
は
、
人
民
代
表
制
に
基
く
民
主
主
義
を

一
航
的

・
基
本
的
原
則
と
認
め
、
権
威
主
義
お
よ
び
専
横

へ
の
あ
ら
ゆ
る
傾
向
を
阻
止
す
る
保

障
と
な
る
法
治
国
家
の
創
設
を
め
ざ
す
。

六
、
諸
共
和
国
は
、
民
族
的
伝
統
の
維
持
お
よ
び
発
展
、
な
ら
び
に
教
育

・
科
学
お
よ
び
文
化
の
国
家
的
支
援
を
自
ら
の
重
要
な
任
務

と
み
な
す
。
諸
共
和
国
は
、
わ
が
国
お
よ
び
全
世
界
の
諸
人
民
の
人
道
主
義
的

・
精
神
的
価
値
の
集
中
的
な
交
流
を
行
い
、
相
互
に
豊
か

に
す
る
よ
う
促
進
す
る
。

七
、
諸
共
和
国
は
、
国
際
舞
台
に
お
け
る
そ
の
主
要
な
目
的
が
、
強
固
な
平
和
、
核
そ
の
他
の
大
量
破
壊
兵
器
の
廃
棄
、
な
ら
び
に
人

類
の
前
に
存
在
す
る
そ
の
他
の
す
べ
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
諸
問
題
の
解
決
の
た
め
の
諸
国
家
の
協
力
と
諸
人
民
の
連
帯
に
あ
る
こ
と
を
声

明
す
る
。

二

連
邦
の
構
造

第

一
条

連
邦
の
構
成
国

共
和
国
が
連
邦
の
構
成
国
に
な
る
か
否
か
は
自
発
的
に
決
定
さ
れ
る
。

条
約
の
参
加
国
で
あ
る
諸
共
和
国
は
、
直
接
に
ま
た
は
他
の
共
和
国
の
構
成
国
と
し
て
連
邦
に
加
盟
す
る
。
後
者

の
場
合
、
条
約
の
参

加
者
で
あ
る
そ
の
共
和
国
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
ま
た
条
約
に
基
く
義
務
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

一
方
が
他
方
の
構
成
国
に
な

っ
て
い
る
二
つ
の
共
和
国
問
の
関
係
は
、そ
の
二
共
和
国
間
の
条
約
お
よ
び
協
定
に
よ

っ
て
規
制
さ
れ
る
。

連
邦
の
構
成
国
は
、
条
約
の
諸
条
件
お
よ
び
そ
の
受
け
容
れ
た
義
務
に
違
反
し
て
い
る
共
和
国
の
、

ソ
連
邦
の
構
成
国
た
る
地
位
を
終

了
さ
せ
る
よ
う
問
題
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条

市
民
権
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ソ
連
邦
に
加
盟
し
て
い
る
諸
共
和
国
の
市
民
は
、
同
時
に
ソ
連
邦
の
市
民
で
も
あ
る
。

市
民
は
、
ソ
連
邦
の
憲
法
、
法
律
お
よ
び
国
際
条
約
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
た
平
等
の
権
利
お
よ
び
義
務
を
有
す
る
。

第
三
条

領
土

ソ
連
邦
の
領
土
は
、
条
約
参
加
者
で
あ
る
全
共
和
国
の
領
土
か
ら
成
る
。

共
和
国
間
の
国
境
は
、
そ
の
共
和
国
問
の
合
意
に
基
い
て
の
み
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

諸
共
和
国
は
、
そ
の
領
土
上
に
居
住
す
る
全
人
民
に
対
し
て
、
政
治
的
諸
権
利
な
ら
び
に
社
会

・
経
済
的
お
よ
び
文
化
的
発
展
の
可
能

性
を
保
障
す
る
。

第
四
条

共
和
国
間
の
諸
関
係

条
約
の
参
加
国
で
あ
る
諸
共
和
国
は
、
平
等
、
主
権
お
よ
び
領
土
の
統

一
性
の
尊
重
、
内
政
不
干
渉
、
あ
ら
ゆ
る
紛
争
の
平
和
的
手
段

に
よ
る
解
決
、
協
力
、
相
互
援
助
な
ら
び
に
連
邦
条
約
お
よ
び
共
和
国
間
協
定
に
よ
る
義
務
の
誠
実
な
履
行
に
基

い
て
、
連
邦
の
構
成
国

と
し
て
の
自
ら
の
相
互
関
係
を
う
ち
た
て
る
。

諸
共
和
国
は
、
自
ら
の
領
土
上
に
、
外
国
の
軍
隊
お
よ
び
軍
事
基
地
の
配
置
を
許
さ
ず
、
連
邦
の
目
的
に
矛
盾

し
、
ま
た
は
連
邦
に
加

盟
す
る
共
和
国
の
利
益
に
反
す
る
協
定
を
結
ば
な
い
義
務
を
負
う
。

第
五
条

連
邦
の
権
限

条
約
の
参
加
国
は
、
次
の
よ
う
な
権
限
を

ソ
連
邦
に
委
譲
す
る
。

①
ソ
連
憲
法
の
採
択
、
そ
の
改
正
お
よ
び
追
加
、
共
和
国
と
共
同
で
ソ
連
市
民
の
基
本
的
権
利
お
よ
び
自
由
を
保
障
す
る
こ
と

②
連
邦
の
主
権
お
よ
び
領
土
の
統

一
性
の
擁
護
、
ソ
連
国
境
の
確
定
お
よ
び
防
衛
、
ソ
連
邦
の
国
家
安
全
保
障
、
防
衛
の
組
織
化
お
よ

び
ソ
連
軍
の
指
導
、
な
ら
び
に
宣
戦
布
告
お
よ
び
講
和
条
約
の
締
結

③
ソ
連
邦
の
外
交
政
策
の
策
定
お
よ
び
実
現
、

ソ
連
邦
の
国
際
条
約
の
締
結
、
他
国
と
の
関
係
お
よ
び
国
際
組
織
に
お
い
て
連
邦
を
代
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表
す
る
こ
と
、
共
和
国
の
対
外
政
治
活
動
の
調
整
、
ソ
連
邦
の
対
外
経
済
活
動

の
規
制
お
よ
び
共
和
国
の
対
外
経
済
関
係
の
調
整
、
な
ら

び
に
関
税
業
務

④
国
の
経
済
的
発
展
の
戦
略
を
諸
共
和
国
と
共
同
で
決
定
す
る
こ
と
、
全
連
邦
市
場
の
発
展
の
た
め
の
諸
条
件
の
創
造
、
共
通
の
通
貨

に
基
く
統

一
金
融

・
信
用

・
貨
幣
政
策
の
実
施
、
連
邦
予
算
の
編
成
お
よ
び
執
行
、
金
準
備
お
よ
び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
資
産
の
保
管
お
よ
び

諸
共
和
国
と
の
合
意
に
基
く
利
用
、
全
連
邦
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
現
、
開
発
基
金
お
よ
び
自
然
災
害

・
大
事
故
の
場
合
の
救
援
基
金
の
創

設
⑤
国
の
統

一
燃
料

・
エ
ネ
ル
ギ
i

・
シ
ス
テ
ム
な
ら
び
に
鉄
道

・
航
空

・
水
運
お
よ
び
幹
線
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
の
諸
共
和
国
と
の
共

同
管
理
、
防
衛
産
業

・
宇
宙
研
究
な
ら
び
に
通
信

・
情
報

・
測
地

・
地
図
製
作
、
度
量
衡
お
よ
び
標
準
規
格
の
連
邦
シ
ス
テ
ム
の
管
理
、

天
然
資
源
の
利
用
お
よ
び
環
境
保
全
の
基
本
原
則
の
制
定
、
合
意
を
得
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
政
策
の
実
施

⑥
労
働
条
件
、
労
働
安
全
、
社
会
保
障
、
社
会
保
険
、
保
健
、
お
よ
び
母
性

・
児
童
保
護
の
諸
間
題
を
含
む
社
会
政
策
を
諸
共
和
国
と

共
同
で
策
定
す
る
こ
と

⑦
文
化
、
教
育
、
基
礎
料
学
研
究
お
よ
び
科
学
技
術
進
歩
の
奨
励
の
分
野
に
お
け
る
諸
共
和
国
間
の
協
力
の
調
整

⑧
諸
共
和
国
と
合
意
し
た
諸
問
題
に
関
す
る
法
令
の
基
本
原
則
の
制
定
、
社
会
秩
序
維
持
お
よ
び
犯
罪
と

の
闘
争

の
活
動
の
調
整

連
邦
の
権
限
は
、
全
共
和
国
の
同
意
な
し
に
は
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

第
六
条

連
邦
の
権
限
の
行
使

へ
の
諸
共
和
国
の
参
加

諸
共
和
国
は
、
連
邦
諸
機
関
の
共
同
の
形
成
、
な
ら
び
に
利
益
お
よ
び
行
動
の
調
整
の
そ
の
他
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
お
よ
び
手
続
の
創
設
を

と
お
し
て
連
邦
の
権
限
の
行
使
に
参
加
す
る
。

各
共
和
国
は
、
ソ
連
邦
と

の
協
定
の
締
結
の
方
法
に
よ
り
、
自
ら
の
権
限
の

一
部
の
行
使
を
ソ
連
邦
に
追
加
的
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き

る
。
他
方
で
連
邦
は
、
全
共
和
国
と

の
合
意
に
よ
り
、

一
つ
ま
た
は
若
干
の
共
和
国
に
、
自
ら
の
権
限
の

一
部
の
そ

の
共
和
国
に
お
け
る
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行
使
を
、
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条

所
有

ソ
連
邦
お
よ
び
諸
共
和
国
は
、
市
民
お
よ
び
そ
の
結
社
に
よ
る
所
有
な
ら
び
に
国
家
的
所
有
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
所
有
形
態
の
自
由
な

発
展
お
よ
び
保
護
を
保
障
す
る
。

諸
共
和
国
は
、
自
ら
の
領
土
内
の
土
地
、
地
下
資
源
、
そ
の
他
の
天
然
資
源
お
よ
び
ソ
連
邦
の
権
限
の
行
使
の
た
め
に
必
要
な
部
分
を

除
く
国
有
財
産
の
所
有
者
で
あ
る
。

土
地
、
地
下
資
源
お
よ
び
そ
の
他
の
天
然
資
源
の
所
有
諸
関
係
の
共
和
国
の
法
令
に
よ
る
規
制
は
、
連
邦
の
権

限
の
行
使
を
妨
げ
て
は

な
ら
な
い
。

第
八
条

租
税
お
よ
び
料
金

諸
共
和
国
は
、
自
主
的
に
、
自
ら
の
予
算
を
決
定
し
、
共
和
国
の
租
税
お
よ
び
料
金
を
定
め
る
。

ソ
連
邦
の
権
限
の
行
使
の
た
め
に
、
連
邦
の
租
税
お
よ
び
料
金
が
定
め
ら
れ
、
全
連
邦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現

の
た
め
の
分
担
金
が
諸

共
和
国
と
共
同
で
決
定
さ
れ
る
。

第
九
条

法
律

共
和
国
の
法
令
は
、
連
邦
管
轄
に
関
わ
る
も
の
を
除
い
た
す

べ
て
の
問
題
に
つ
い
て
、
共
和
国
の
領
土
上
で
最
高
性
を
有
す
る
。

連
邦
管
轄
の
諸
問
題
に
関
し
て
採
択
さ
れ
た
ソ
連
邦
の
法
律
は
、
全
共
和
国
の
領
土
上
で
最
高
性
を
有
し
、
そ
の
執
行
は
義
務
的
で
あ

る
。連

邦
と
諸
共
和
国
の
共
同
管
轄
の
諸
問
題
に
関
す
る
連
邦
の
法
律
は
、
そ
の
法
律
に
利
害
関
係
を
有
す
る
共
和
国
が
、
そ
れ
に
異
議
を

さ
し
は
さ
ま
な
い
場
合
に
発
効
す
る
。

ソ
連
邦
の
憲
法
お
よ
び
法
律
な
ら
び
に
諸
共
和
国
の
憲
法
お
よ
び
法
律
は
、
こ
の
条
約
の
諸
規
定
な
ら
び
に
ソ
連
邦
お
よ
び
諸
共
和
国
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の
国
際
的
義
務
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

共
和
国
は
、

ソ
連
邦
の
法
律
が
共
和
国
の
憲
法
に
違
反
し
、
ま
た
は
連
邦
の
権
限
を
逸
脱
し
て
い
る
場
合
は
、
異
議
を
申
し
立
て
る
権

利
を
有
す
る
。
連
邦
は
、
諸
共
和
国
の
法
令
が
、
こ
の
条
約
、
ソ
連
憲
法
ま
た
は
ソ
連
邦
の
法
律
に
違
反
し
て
い
る
場
合
は
、
異
議
を
申

し
立
て
る
権
利
を
有
す
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
紛
争
は
、
協
議
手
続
に
よ

っ
て
解
決
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
ソ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
審
理

に
委
ね
ら
れ
る
。

三

権
力

・
管
理
諸
機
関

第

一
〇
条

権
力

・
管
理
諸
機
関
の
形
成

連
邦
の
権
力

・
管
理
諸
機
関
は
、
共
和
国
代
表
の
広
範
な
参
加
に
基
い
て
形
成
さ
れ
、
こ
の
条
約
の
諸
規
定
に
厳
格

に
従

っ
て
行
動
す

る
。

第

二

条

ソ
連
邦
最
高
会
議

連
邦
の
立
法
権
を
行
使
す
る
の
は
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
で
あ
る
。

ソ
連
邦
最
高
会
議
は
、
連
邦
院
と
民
族
院
の
二
院
制
を
と
る
。
連
邦
院
は
、
全
国
の
住
民
に
よ
り
、
等
し
い
有
権
者
数
で
分
け
ら
れ
た

選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
民
族
院
は
、
合
意
さ
れ
た
基
準
に
基
き
、
共
和
国
の
最
高
代
表
権
力
機
関
お
よ
び
民
族

・
地
域
構
成
体
の
権

力
機
関
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

ソ
連
邦
に
居
住
す
る
全
人
民
が
民
族
院
に
代
表
を
送
る
こ
と
を
保
障
さ
れ
る
。

第

一
二
条

ソ
連
邦
大
統
領

ソ
連
邦
大
統
領
は
連
邦
国
家

の
元
首
で
あ
り
、
最
高
の
処
分

・
執
行
権
力
を
有
す
る
。

ソ
連
邦
大
統
領
は
、
連
邦
条
約
、
ソ
連
憲
法
お
よ
び
ソ
連
の
法
律
の
遵
守
を
保
障
し
、

ソ
連
軍
の
最
高
司
令
官
で
あ
り
、
外
国
と
の
関

係
に
お
い
て
連
邦
を
代
表
し
、
ソ
連
邦
の
国
際
的
義
務
の
履
行
を
統
制
す
る
。
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大
統
領
は
、
ソ
連
市
民
に
よ

っ
て
、
連
邦
全
体
お
よ
び
過
半
数
の
共
和
国
に
お
け
る
過
半
数
の
得
票
に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
る
。

第

一
三
条

副
大
統
領

ソ
連
邦
副
大
統
領
は
、

ソ
連
邦
大
統
領
と
と
も
に
選
出
さ
れ
る
。
ソ
連
邦
副
大
統
領
は
、
ソ
連
邦
大
統
領
の
委
任

に
基
き
そ
の
個
々
の

機
能
を
実
行
し
、
大
統
領
の
欠
け
た
場
合
お
よ
び
大
統
領
が
自
ら
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
に
ソ
連
邦
大
統
領
の
職
務
を
代

行
す
る
。

第

一
四
条

連
邦
評
議
会

連
邦
評
議
会
は
、
連
邦
の
内
政

・
外
交
の
基
本
方
針
の
決
定
お
よ
び
共
和
国
の
行
動
の
協
調
の
た
め
に
、

ソ
連
邦
大
統
領
の
指
導
の
も

と

に
、
ソ
連
邦
副
大
統
領
、
共
和
国
大
統
領

(国
家
元
首
)
を
構
成
員
と
し
て
創
設
さ
れ
る
。

連
邦
評
議
会
は
、
連
邦
お
よ
び
共
和
国
の
最
高
国
家
権
力

・
管
理
機
関
の
活
動
の
調
整
お
よ
び
協
調
を
画
り
、
連
邦
条
約
の
遵
守
を
監

視
し
、
ソ
ビ
エ
ト
国
家
の
民
族
政
策
の
実
施
方
法
を
決
定
し
、
全
連
邦
的
意
義
を
有
す
る
諸
問
題
の
解
決

へ
の
諸
共
和
国
の
参
加
を
保
障

し
、
民
族
間
関
係
に
お
け
る
争
い
の
解
決
お
よ
び
紛
争
状
態
の
規
制
の
た
め
の
勧
告
を
作
成
す
る
。

第

一
五
条

ソ
連
邦
内
閣

ソ
連
邦
内
閣
は
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
の
合
意
の
も
と
に
、
ソ
連
邦
大
統
領
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
構
成
に
は
首
相
、
副
首
相
、
ソ

連
邦
大
臣
お
よ
び
そ
の
他
の
ソ
連
邦
の
国
家
諸
機
関
の
長
が
加
わ
る
。

ソ
連
邦
内
閣
の
構
成
に
は
、
加
盟
共
和
国
政
府
の
長
も
そ
の
職
務
に
よ
り
加
わ
る
。

ソ
連
邦
内
閣
は
、
ソ
連
邦
大
統
領
に
従
属
し
、

ソ
連
邦
最
高
会
議
に
責
任
を
負
う
。

ソ
連
邦
の
省
庁
に
、
国
家
管
理
の
諸
問
題
の
解
決
の
合
意
を
得
る
た
め
に
、
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
構
成
に
は
、
職
務
に
よ
り
、

共
和
国
の
対
応
す
る
省
庁
の
長
が
加
わ
る
。

第

一
六
条

ソ
連
邦
憲
法
裁
判
所
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ソ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ソ
連
邦
お
よ
び
共
和
国
の
法
律
が
、
連
邦
条
約
お
よ
び
ソ
連
憲
法
に
適
合
す
る
よ
う
統
制
を
行
い
、
諸
共
和

,
国
問
お
よ
び
連
邦
と
共
和
国
間
の
紛
争
を
協
議
手
続
で
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
、
そ
の
紛
争
を
解
決
す
る
。

第

一
七
条

連
邦
裁
判
所

連
邦
裁
判
所
と
は
、
ソ
連
邦
最
高
裁
判
所
、
ソ
連
邦
経
済
裁
判
所
お
よ
び
ソ
連
軍
裁
判
所
を
い
う
。

ソ
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
連
邦
の
最
高
裁
判
権
力
機
関
で
あ
る
。
諸
共
和
国
の
最
高
裁
判
機
関
の
長
は
、
職
務
上
当
然
に
ソ
連
邦
最
高

裁
判
所
の
構
成
員
と
な
る
。

第

一
八
条

連
邦
検
察
庁

ソ
連
邦
の
法
令
の
執
行
に
対
す
る
監
督
は
、
ソ
連
邦
検
事
総
長
を
長
と
す
る
連
邦
検
察
庁
が
行
う
。
諸
共
和
国
検
事
は
、
ソ
連
邦
検
察

庁
協
議
会
の
構
成
員
と
な
る
。

第

一
九
条

連
邦
の
国
語

条
約
の
参
加
国
は
、
民
族
間
の
交
流
手
段
と
な

っ
て
い
る
ロ
シ
ア
語
を
、
国
語
と
認
め
る
。

第
二
〇
条

連
邦
の
首
都

ソ
連
邦
の
首
都
は
モ
ス
ク
ワ
市
で
あ
る
。

第
二

一
条

連
邦
の
国
家
的
象
徴

ソ
連
邦
は
、
自
ら
の
国
章
、
国
旗
お
よ
び
国
歌
を
も

つ
。

第

二
二
条

連
邦
条
約
の
発
効

連
邦
条
約
は
、
そ
の
署
名
の
時
か
ら
効
力
を
発
す
る
。
連
邦
条
約
に
署
名
し
た
共
和
国
に
と
っ
て
、
そ
の
日
以
降

一
九
二
二
年
の
ソ
連

邦
結
成
条
約
は
失
効
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

第

二
三
条

連
邦
条
約
の
変
更
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連
邦
条
約
ま
た
は
そ
の
個
々
の
規
定
は
、

充
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ソ
連
邦
の
構
成
国
で
あ
る
す
べ
て
の
国
家
の
同
意
に
よ
っ
て
の
み
、
破
棄

・
変
更
ま
た
は
補

神 戸 法 学 雑 誌XL
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付ニ ソ連の人口統計

(ソ連では10年 に1回 、1の 位に九のつ く年に国勢調査が行われている。

最新のそれは1989年 に行われた。次の統計は1989年 の国勢調査の

結果である。)

ソ連邦全体の人口は約28,672万 人である。以下の数字は1万 を単位とし

ており(以 下四捨五入)、加盟共和国の人口には自治共和国などの自治構

成体の人口を含んでいる。

①加盟共和国の人口

ロシア 14,739

ウ ク ライナ 5,170

白 ロ シア 1,020

ウズ ベ ク 1,991

カザフ 1,654

キルギス 429

タジ ク 511

トル クメ ン 353

グルジア 545

ア ゼ ルバ イジヤン 703

ア ル メニア 328

リ トアニア 369

ラ トビア 268

エ ス トニ ア 157

モ ル ドワ 434

② 自治共和国の人口

カ レリア 79

コ ミ 126

マ リ 75

モ ル ドワ 96

チ ュバ シ 134

カル ム イク 32

タ タール 364

ダゲ ス タン 179

カバ ルジ ン ・バ ルカル 76

北オセチア 63

チ ェチ ェ ン ・イ ン グー シ 128

バ シ キール 395

ウ ドゥムル ト 161

ブ リ ャ ー ト 104

ト ゥ ワ 31

ヤ ク ー ト 108

カ ラ カルパ ク 121

アブハジア 54

ア ジ ヤール 39

ナ ヒチ ェバ ン 30
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③自治州の人口

アデ ィゲイ 43

カ ラチ ャイ ・チ ェル ケス 42

ゴル ノ ・アルタイ 19

ハ カス 57

ユダヤ 22

南オセチア 10

ナ ゴル ノ ・カラバ フ 19

ゴル ノ ・バ ダ フ シ ャ ン 16

④自治区の人口
、 、

不不ツ 5.5

コ ミ ・ペ ル ミ ャ ッ ク 15.9

ハ ン ト ・マ ン シ ー 26.9

ヤ マ ロ ・ネネッ 48.7

タ イ ミ ー ル 5.5

エ ベ ンク 2.4

ウスチオルジンスキ ー ・ブ リャー ト 13.6

ア ギ ン ス キ ー ・ブ リ ャ ー ト 7.7

コ リ ャ ー ク 3.9

チ ュ コ ト 15.8

⑤その他の人口(大 都市 ・大州 ・極東地域)

モス クワ市 897 ドネ プロペ トロフス ク州 388

レニ ングラー ド市 502 ドネ ツク州 533

キエフ市 260 イル クーツク州 283

タ シケ ン ト市 208 沿海道 226

バ ク ー市 176 ハ バ ロフスク道 182

ミンス ク市 161 アム ール州 106

ゴ リコフ州 371 カム チ ャッカ州 47

ク ラス ノダール道 512 マガダン州 54

スベル ドロフスク州 472 サ ハ リン州 71

チ ュメニ州 308 ク ラス ノヤルスク道 360


